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序

美濃地方の北西部に位置する徳山は、縄文時代から室町・江戸時代に至るま

で、数多くの歴史の足跡が残された地区です。その地に徳山ダムが建設される

ことになり、この村のほとんどが水没することになりました。このため、水資

源開発公団の委託を受け、昭和61年度から岐阜県教育委員会が発掘調査に着手

し、平成3年度からは財団法人岐阜県文化財保護センターが継続して発掘調査

を行っています。この発掘調査は、はや十数年を数え、徳山の縄文から中世に

かけて、多くのことが解明されてきました。縄文時代においては、北陸・東海

のみならず、西日本と東日本の接点として、南北朝時代では南朝と北朝の、戦

国時代では朝倉と織田の狭間にあって、重要な地域であったことが再確認され

ようとしています。

本報告書は、平成10年度に実施した戸入村平遺跡と小谷戸遺跡の発掘調査結

果をまとめたものです。前者は昭和63年度～平成元年度にかけて調査した箇所

の北側の部分で、今回の調査では、縄文時代中期の住居跡を10軒、後期の竪穴

状遺構を1、埋髪・埋設土器を5基検出しました。その他、中期中葉～後期初

頭の大きな土器片が大量に出土し､前回の調査結果とも合わせて､縄文時代中・

後期の戸入地区の様相を知る上で､貴重な資料を得ることができました。また、

後者では、縄文時代早期の集石遺構が1基確認され、すぐ西にある同時期の小

の原遺跡との関連が予想されます。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書の作成に際しまし

て、御指導・御協力を賜りました各位ならびに関係諸機関に厚くお礼申し上げ

ますとともに、発掘調査、整理作業に携わって下さった多くの方々に深く感謝

申し上げます。

平成12年12月

（財)岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎



例 言

1.本書は、岐阜県揖斐郡藤橋村大字戸入字村ノ内に所在する戸入村平遺跡（岐阜県遺跡番号

21407-06372）と小谷戸遺跡（岐阜県遺跡番号21407-08720)の発掘調査報告書である。

2．本調査は、徳山ダム建設事業に伴うもので、水資源開発公団から岐阜県が委託を受け、岐

阜県文化財保護センターが実施した。

3．発掘調査は、戸入村平遺跡・小谷戸遺跡ともに平成10年度に実施し、泉拓良奈良大学教授

の指導のもと、坂東肇・阿部昌史が担当した。

4．整理作業は、平成10年度1月～3月は、坂東肇と青木健太郎、そして平成11年度は坂東肇

が担当した。

5．本書の執筆は、遺構・土器については坂東肇、石器については青木健太郎、古代以降の遺

物については小野木学が担当し、全体の編集は坂東肇が行った。

6．遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

7．事前の地形測量は、株式会社イビソクに委託して行った。

8．赤色顔料の分析、炭化材の樹種同定は、株式会社パレオ・ラボに委託して行った。

9．発掘調査および報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御助言・御指導をいただ

いた。記して感謝の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

岡田憲一・木下哲夫・小杉康・小谷和彦・小林達雄・白川綾・干藤克彦・高橋健太郎・

竹中一秋・冨井員・中井均・野口哲也・山本孝一・藤橋村教育委貝会・久瀬村教育委貝

会・揖斐川町教育委員会・揖斐川町歴史民俗資料館・揖斐県事務所・西濃教育事務所

10.本文中の方位は、国土座標第Ⅶ系の座標北を示している。

11.土および土器類の色調は、「新版標準土色帖｣(農林水産省農林水産技術会議事務局・財団

法人日本色彩研究所監修）による。

12.調査記録および出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1節調査に至る経緯

昭和32年1957)､電源開発株式会社は、発電を主目的に徳山ダム建設計画を発表した。その後、昭

和48年（1973）3月、木曽川水系の水資源開発基本計画の変更により、この事業は、水資源開発公団

が実施することになった。

徳山ダムは、流水の正常な機能の維持、水道水および工業用水の供給、ならびに発電を目的として

建設する多目的ダムで、貯水容量は6億6千万m、堤高は161mである。ダム建設により、洪水満水

位:水没線は、海抜401mとなり、旧徳Ill村のほぼ全戸が水没（門入地区だけが水没からまぬがれる）

し、Ill徳山村内の埋蔵文化財の殆どがダム湖底に沈むことになった。

このため、昭和58年(1983)10月12日に、水資源開発公団徳Illダム建設所長より遺跡の分布調査の依

頼が岐阜県教育委員会にあった。これを受けて岐阜県教育委員会は、昭和59年(1984)10月2日から11

月17日にかけて、文化庁の昭和59年度国庫補助事業として分布調査を実施した。そして昭和60年（19

85)3月には、この調査に基づき、『揖斐川上流域徳Illダム・杉腺ダム水没地区埋蔵文化財分布調査

報告書」を発刊した。さらに、同年5月9［1、水資源開発公団徳山ダム建設所において、徳Illダム水

没地区内埋蔵文化財発掘調査計画のための打ち合わせを行い、夏から秋にかけて、発掘調査計画策定

のため岐阜県文化財保護審議会委員（当時信州大学教授）の故大参義一氏の指導のもとに、数回にわ

たる現地調査を実施した。この調査結果に基づき、昭和61年(1986)3月17日、徳Il1ダム水没地区埋蔵

文化財発掘調査計画書を水資源開発公団に提出した。

昭和61年4月7日、水資源開発公団から岐阜県に対し、昭和61年度の発掘調査実施の依頼があり、

||皮阜県教育委貝会は、「はいづめ遺跡」の本発掘調査を行った。

昭和62年(1987)3月27日、計画書の一部手直しを行い、水資源開発公団と岐阜県の間で「徳1I｣ダム

建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する協定」を締結した。岐阜県教育委員会では、この協定書

に基づき、昭和62年度から発掘調査を実施することになった。

前回調査が行われた｢戸入村平遺跡｣は、協定害に基づき、昭和63年度(1988）と平成元年度(1989)

の発掘調査計画書により実施された。昭和63年度に800irf、平成元年度に1505m脇の、合わせて2305m'

を発掘調査した。

平成3年(1991)4月1R、財団法人岐阜県文化財保護センターが発足し、水資源開発公団からIl皮阜

県が受託した発掘調査は、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施することになった。

平成10年度は、「戸入村平遺跡｣(発掘当時は「戸入村ノ内遺跡」という名称であったが、調査の結

果、遺構のつながりなどから、同じ遺跡であることが確認され、「戸入村平遺跡｣の名称に変更した｡）

と「小谷戸遺跡」の発掘調査を実施した。調査面積は、「戸入村平遺跡」は1500m'、「小谷戸遺跡」

は2344m'で､ある。
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「小谷戸遺跡」は、旧戸入集落から西谷を約600m下った右岸の高地に位置する。揖斐川支流西谷

川と小谷の合流点に形成された舌状台地の北西部、標高380～400m付近にあり、同じ台地のさらに南

東部の標高402m付近には上原（うえはら）遺跡がある。この台地は、近現代の改田により、石垣な

どにより幾つかの平坦地に区切られ、水田や畑地に利用されてきた。この石垣は、場所によっては3

~5mに達するところもあり、削平や盛土を繰り返し、利用されてきたことがわかる。遺物の散布は、

全体的に少量で、その多くは、上原遺跡からの流れ込みとも考えられる。

平成6年度の確認調査では、縄文土器約40点、石器・フレイク約30点などの遺物とともに、集石遺

構を検出した。

平成10年度の調査範囲は、398m付近の水田跡地の第一地点、380～385m付近の畑跡地の第二地点、

合わせて2344m'である。調査方法は、トレンチ調査により遺物の分布範囲を確認し、遺構や遺物の多

寡を調べた上で面的に広げる方法をとった。グリッドは、磁北に合わせて基線を設定し、4m単位と

した。北西端を基点に、南方向にAからアルファベットの大文字を、東方向に1からアラビア数字を

順次付し、グリッドの北西のコーナー杭にグリッド名を記した。

発掘調査は、当初の予定では、5月の上旬に開始する予定であったが、大雨による仮設の橋の流失

等のため､実際に調査に入れたのは6月1日であった。第一地点、第二地点ともに重機で表土を剥ぎ、

第一地点では、東西に2本、南北に1本、第二地点では、東西2本、南北3本のトレンチを入れた。

両地点ともにトレンチの遺物を調べたところ、第一地点では、遺物はわずか数点、第二地点では、T

P7の集石遺構付近に少量ながら遺物が集中し、その他の場所で遺物はみられなかった。従って、第

一地点では、トレンチのみの調査とし、第二地点では、集石遺構を中心とする約10m四方を全面掘削

とし、それ以外はトレンチ調査とした。

調査区は、山の中腹にあるため毎日、急斜面を70m程登らなくてはならず、雨天の後などは困難を

きわめた。よって、調査は、6月上旬に集中して行い、中旬以降は天候をみながら戸入村平遺跡の調

査と並行して行った。遺構は、第二地点の集石遺構

のみで、調査は遺構とともに、その周辺部を広げる

形で行い、6月30日に終了した。

「戸入村平遺跡」は、旧徳Il｣村戸入集落の西端に

位置する。廃村から1年を経た昭和63年～平成元年

に、村道より南側2305m'の調査を行った。

そして平成10年に、村道下も含めて北側1500m'の

調査を行った。

調査方法は、グリッドを設定し、全面発掘した。

グリッドは磁北に合わせて基線を設定し、4m単位

とした。1回目の調査に合わせて、北西端を基点に

x、y、z、A、B…とアルファベットを、東西方第1図小谷戸遺跡周辺地形図
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向には、西から1，2，3…とアラビア数字を順次付し、グリッドの北東のコーナー杭にグリッド名

を記した。

調査範囲の村道の北側の多くは移転時のごみ穴となっており、表土付近には喫まじりの土砂がかけ

てあった。よって、トレンチを5本入れ、ごみ穴等に利用された範囲や表面の撹乱された層の厚さを

確認し、撹乱の激しい部分の多くは重機で除去した。また、村道のアスファルト舗装の部分は、全面

重機で除去した。その後の掘削は、全て人力で実施した。

遺物の取り上げは、全体の進行状況を考え、遺構外のものはグリッド単位の層序別で一括して取り

上げた。遺構のものは、平面分布とレベルを記録して取り上げるもの、遺構内の層位別に取り上げる

もの、遺構で一括して取り上げるものの3種の方法を使い分けた。

土層セクション図のほか､遺構の平面図・断面図・エレベーション図などは､必要に応じて実測し、

写真の記録をとった。なお、土坑・ピットについて、その多くは平面図と観察記録の作成のみに留め

た。発掘調査区全体の遺構フ・ラン図作成及び写真の撮影は、模型ラジコンヘリコう．ターを使用しての

空中写真測量によって実施した。

以下、週毎の発掘調査経過について記述する。

第1週（5．25～5．29）小谷戸遺跡の発掘準備。戸入村平遺跡の東部に現場事務所の設営及び調査機

材の搬入。仮設の橋及び小谷戸の調査区までの道の設営。

第2週(6.1～6.5)小谷戸遺跡の第1地点、第2地点の表土掘削。4日に調査区画杭の設置（㈱

イビソクに委託)5Hに、第1地点に3本のトレンチを入れ、発掘作業員が、トレンチ内の遺

物を確認する。遺物は、全部で数点。

第3週（6．8～6．12)第1地点トレンチの遺物確認、トレンチの土層実測。第2地点の表土掘削と

ともに、井桁状に5本のトレンチを入れ、トレンチ内の遺物確認。第2地点の中央部で集石を

検出。この周辺10m四方を面的に広げ遺構検出作業を行うが、集石以外の遺構は検出されなか

った。

第4週(6.15～6.19)この週より、小谷戸遺跡と戸入村平遺跡を2班体制で調査を行う。小谷戸遺

跡は、第2地点のトレンチ土層の実測、集石の半割。戸入村平遺跡は、II｣側のII層掘削作業。

南側の道路部分の表面のコンクリートを重

機ではがす作業。

＊（6.22～6.26）雨天のため作業休止

第5週（6.29～7．3）小谷戸遺跡、第2地点の

集石の実測。:;i)日小谷戸の遺構、遺跡全体

の写真撮影をして調査終了。戸入村平遺跡

は、Ⅱ層掘削作業。1日A5区より、炉跡

検出。炉北の道路下でないⅢ層未掘削地域

からう．ランを検出する。

第6週（7．6～7.10)6CIB7区で、土器集中

区を検出。8日x3区で、土器集中区(S第2図戸入村平遺跡11周辺地形
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Kl)を検出。

第7週（7．13～7．17)Ⅲ層上部で掘削作業。15日道路面下は、重機でコンクリートをはずしたため、

道路部分は北部より10cm程度低くなっていたため、まず北部も道路下面に合わせて掘削作業を

する。

第8週（7.20～7.24）21日SB9の住居跡想定内で精査し、ピットの検出。22日B8区で土器集中

区(SKRを検出。

第9週（7．27～7.31)z4～6，A7～8の掘削作業。

第10週(8.3～8．7)6日SB9の実測。A7～9、C9～12の掘削作業。

＊（8．10～8．14)作業休止

第11週(8.17～8.21)A7、B8区付近により黒い黒褐色土の広がりが見られ、住居跡の可能性

が予想された。

第12週(8．24～8.28)B9～12の掘削作業。2(1日SKIを半割して実測。SB17付近、道路南の遺

構検出作業。SZ01(SB17の埋髪）の検出。

第13週(8.31～9.4)1日A7，B8区付近で、SB10、11を検出。4Hz5区で、SB12を検出。

第14週9．7～9.11)7日SB10、11の実測。SB12は、4分割して床面まで下げる。

9日奈良大学泉拓良教授による調査指導。10日SB10、11の炉の実測の後、掘り下げる。

第15週（9．14～9．18)14日SB12の実測。17日Bトレンチ束を地山付近まで掘削。B9区付近の地

山に近い面から、SB13を検州。

＊（9．21～10.2)台風7号の暴風雨により、横山ダム東のIll腹が崩落して通行止め。2週間、

作業休止。

第16週(10.5～10.9)5日作業再開。塚奥山遺跡の調査が休止となったため、その作業員を加えて

作業を行う。B～F、12～16区に入り掘削作業を行う。土器は、ほとんど検出されず。6RS

B13の床面まで掘り下げ、精査。8RC7区付近で住居跡を検出。(SB14)Cll区付近で住

居跡を検出。(SB15)9日A4区付近で、住居跡を検出。(SB16)

第17週(10.12～10.16)12日SB12の実測が終了し、掘り下げる。SB13のピット等、検出。

14日揖斐川整理所にて、国皐院大畢小林達雄教授による調査指導。16日台風再度来襲。

*(10.19～10.23)台風の暴風雨により、ダム付近と下開川付近の道路が崩落して通行止め。作

業休止(10.19～10.27)｡調査員は、根尾回りで調査区に入り、実測作業。

第18週(10.28～10.30)28日作業再開。一部水没したため、復|日に1日かかる。29日西部の土坑群の

遺構検出作業。

第19週(11.2～11.6)2日SB13、SB15の実測。4日SB14を精査し、ピット等の検出。焼けた

石や焼土、炭化物が各所で検出される。

第20週（11．9～11.13)9日SB16を精査して、ピット等の検出。13日SB14、16の実測作業。

第21週(11.16～11.20)16日航空測量（㈱イビソクに委託)19日SB13、16，17付近道路西(SB18)

の炉を半割。2(1日積雪が10cm程度あり、作業休止。

第22週(11.24～11.27)24日作業再開。遺構の実測作業。

第23週(11.30)30日作業終了(12月16日に残務終了、現場事務所撤去）
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<調査体制＞

調査部部長山元敏治調査部次長高橋幸仁

調査一課課長柘植卓伸調査担当者坂東肇・阿部昌史

発掘作業員名（敬称略・五十音順）

池田満子・石原公子・泉武光・泉利子・今井敏隆･今村昭吾・今村昭夫・岩井弘子・岩井正夫・

岩田郁夫・梅本みつゑ・江口はる子・江口もと．小倉富恵・小倉ふみ子・勝野千佳子・

加藤あさゑ・加藤きよ子・加藤淳・金指とめの・川口ふじゑ・倉地幸子・小玉春子・

小寺清子・小寺ひさゑ・小寺正輝・小西直政・小西きよ子・小西政治郎・小西かの．

佐島みさを・清水おぎの・清水久雄・杉島利秋・杉島寛之・杉山利子・清生スミ子・

扇間重男・高橋あきゑ・高橋いちの・高橋勝美・高橋鈴子・高橋戸佐男・高橋つや・

高橋春枝・高橋政雄．高橋ミツ子・高橋みね・高橋実・高橋文子・竹中ももゑ・竹中よしの・

丹度芳子・土屋重義・中井しづゑ・中石たけ・中川つる．中川操・成瀬又勇・二村久美子・

野田タツ子・野原明・橋本義治・早野よさを・前田晶・増田昭治・増元幸雄・増元文子・

増元なつゑ・増元みち・松岡正夫・松田智恵子・真鍋由美・村山みつ子・森たかゑ・森本勉・

Ill北満・山本きみの・渡辺あきゑ

整理作業員名（敬称略・五十音順）

〈一次整理．H・’0年度＞

粟野由美子・江口陽子・小西清美・小西尚美・小西真由美・小林孝美・関晶子・宗宮登美子・

宗宮朋子・高橋郷美・竹中栄子・長柄励子・橋本法子・林美枝・林睦

<二次整理．H・11年度＞

石原美帆・市橋美栄・北洞利幸・小松博子・五島幸司・高木優子・高蔦桂子・竹中栄子・

広瀬みどり

23456 891011121314
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第2章 遺跡の環境（縄文時代の戸入地区の様相）

戸入村平遺跡は、揖斐郡藤橋村大字戸入字村ノ内に所在し、揖斐川支流の西谷川の左岸段丘上の旧

戸入集落の西部に位置する。昭和63年～平成元年にかけて発掘調査が行われた調査区の北部隣接地域

である。よって、徳Ill地区全体の自然環境や歴史環境は徳山ダム水没地区埋蔵文化財発掘調査報告書

第4集「戸入村平遺跡｣(1994）にゆずることとし、本稿では、戸入地区の縄文3遺跡にかかわる縄文

時代の様相についてみていく。

戸入地区には、西谷川をはさんで小の原遺跡、戸入村平遺跡、はいづめ遺跡という3つの代表的な

遺跡がある。いずれも河岸段丘上にあり、小の原遺跡とはいづめ遺跡は西谷川右岸で、戸入村平遺跡

は左岸にある。標高は、前者2遺跡が353～358m、後者が348m前後である。ここで注目すべきこと

は、これら3つの遺跡で、戸入の縄文時代が完結するということである。ではこの3遺跡を順にみて

いくことにする。

小の原遺跡は、縄文時代草創期から前期にかけての遺跡で、早期の集石炉、前期の住居跡等、多く

の遺構が検出されている。集石炉の中には、炉のまわりにビット列があり、覆屋の存在を予想させる

もの等、12基が検出されている。なお、戸入村平遺跡の東部対岸の小谷戸遺跡にも、早期の集石遺構

が検出されており、同時期の狩猟キャンプ．地である可能性があり、小の原遺跡との関連が考えられる。

前期の住居跡は2軒であるが、前期を示す土器は多量に出土しており、この時期の中心的居住地にな

っていたことは間違いない。出土土器全体をみると、草創期から前期後半のものまであるが、特に早

期中葉から前期後半にかけてのものが多く出土している。また、この遺跡の最も特徴的なことは、石

器の出土量がとびぬけて多いことで、約38,860点（フレイクも含む）出土している。そのうち石雛が

1,415点で、全体（フレイクを除<)の約25%を占める。逆に石錘は少なく、24点しか出土していない。

戸入村平遺跡（ここでいう戸入村平遺跡は、前回調査と今回調査を含めたものである）は、中期中

葉から晩期中葉にかけての遺跡で、中期後半に最盛期をむかえる。土器の出土総数は、196,067点で、

戸入地区にとどまらず、徳山全体においても中心遺跡の1つである。中期後半においては、北陸系、

東海系の土器のみならず、東日本や西日本の土器も数多くみられ、東西交流の接点となっていたと考

えられる。住居跡は、18軒検出されている。それぞれ同時期と思われる住居は2～3軒ではあるが、

これらの住居跡とその他のピット群を総合すると、南西方向に開く形で半環状に配置している｡後期、

あるいは晩期については、住居跡等が検出されていないが、土器棺は、後期、晩期ともに7基検出さ

れている。特に晩期の土器棺は、遺跡中央部を北西から南東にかけて、ほぼベルト状に並ぶ状態で検

出されている。石器は、石錘が全体の約25％を占め圧倒的に多いが、それに続いて打製石斧、石雛が

多く出土している。

はいづめ遺跡は、西谷川をはさんで戸入村平遺跡のちょうど西方向にあたる。標高で．いえば、10m

程度高い。縄文時代晩期中葉から弥生時代初頭にかけての遺跡である。住居跡は3軒検出されたが、

いずれもう．ラン、時期など判然としない。晩期の中葉から後半にかけての土器棺と思われるものは、

6基検出されており、多くは遺跡南部にかたよっている。石器の出土は、全体ではそれほど多くはな

いが、磨石・凹石の出土が663点で非常に多い。これは、小の原遺跡の466点、戸入村平遺跡の493点

と比較しても驚くほど多い。それに比べて、石錘は14点で、非常に少ない。
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こうして､戸入地区の縄文時代を概観してみると､草創期から前期後半までは小の原が中心となり、

前期後半で一部はいづめ､中期中葉から晩期中葉までは戸入村平､晩期中葉から弥生時代初頭までは、

はいづめというように、約1万年の間、この地に人々が住み続けていたことが予想される。同じ西谷

で、近くにある早期の小谷戸遺跡、晩期のいんべ遺跡などや、遠くは西日本や東日本との交流を続け

ながら、拠点はずっとここにあったとみられる。ただ、この歴史の流れの中で、縄文時代中期初頭前

後は、その時期を示す土器の出土がほとんどみられず、全くに空白の期間となっている。この空白期

間を説明できるもので、一番可能性の高いのは災害である。つまり、大豪雨による山の斜面の大崩落

で、小の原地区が全滅したということである。徳山地区は、現在でも多くの雨が降ると各地で山崩れ

が起きる。古老の話によると、昭和に入ってからも、はいづめ遺跡の背後の山が大崩落したそうであ

る。もう1つの可能性は地震である。徳山の地を北西から南東方向に直線的に流れる揖斐川は、揖斐

川断層と呼ばれる断層上を流れている。この断層地形の中にあって、縄文時代の1万年の間に、1度

も大きな地震が起きなかったとは考えられず、ちょうどこの空白期に、壊滅的な打撃を受けた可能性

がある。もっとも、徳山地区の遺跡で、噴砂など地震を示すものは検出されていないので、これは推

定の域を出ない。その他、気候の変動等色々な理由が考えられるが、徳山において最も可能性のある

のはこの2つであり、災害と闘いながら生きていく縄文人の姿が想起される。

こうした何らかの理由で、前期末から中期初頭にかけての空白期があるが、縄文時代全体として戸

入地区では連綿と生活していた。そして、小の原から戸入村平、戸入村平からはいづめへと居住地域

を変えるごとに、生業も次第に変化していくことがわかる。小の原では、多くの石雛に代表されるよ

うに、狩猟を中心とした生活が考えられる。空白期の後、居住地域は戸入村平に移る。これは、小の

原が壊滅したからか、戸入村平の方が生業にとって都合がよかったからかはわからないが、この時期
一一一 明

から生業に漁業が加わるのは確実である。 石錘の数が飛躍的鐸＝』＝＝
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第3章基本層序

本遺跡は、揖斐川支流西谷の左岸段丘上の旧戸入集落内に立地する。前回調査の「戸入村平遺跡」

の北側にあたり、東西約60m、南北約25mを測る。前回調査区の隣接部は村道、あるいは電柱、コン

クリートの土手等、表層は破壊されていた。また、北部は|日集落内の家屋及び、それに付随する施設

等に伴う削平・掘削、移転時のごみ穴による掘削が、遺物包含層まで、所によっては地山まで入って

おり、残存のよくない部分も随所に見られた。全体的には同じ様相を呈しており、基本的に上部から

I層（表土・耕作土等)、II層（暗褐色土層)､Ⅲ層（黒褐色土層)､Ⅳ層（黄褐色土層、本遺跡での通称

地山）に分けられる。

各セクションベルトの土層断面図から代表的な部分を図示した（第6図）ので、これにより本遺跡

の土層堆積を述べる。（基本的に前回調査のI層序と同様である｡）

I層；表土および耕作土等がこれにあたる｡場所によっては､宅地・路地等に伴う整地土も含めた。

厚さ10～20cm程度である。

(I層は、道路のコンクリート・ごみ穴等の撹乱とともに重機で除去した｡）

11層；表土層の下に堆積している暗褐色土層で、基本的にしまりの強弱と遺物包含の度合からIIa

層とlib層に分けた。各層とも3(1～50cm程度で山側になるにつれて厚くなる。

IIa層；しまりの悪い暗褐色土層で、径5cm以下の亜角喫を含む。遺物の包含は少なく、ほと

んどが移転時のごみ穴等により破壊されていた。

lib層；しまりのある暗褐色土で、厚さ3(1～50cm程度である。縄文時代中期後半～後期の遺物

を多く包含しているが、中近世のものも少量出土する。

Ⅲ層;ii層の下に堆積している黒褐色土層で、Ⅱla層とⅡlb層に分かれる。厚さ2(1～40cm程度で、

縄文時代中期の遺物包含層である。

Ⅲa層；しまりのある黒褐色土である。

Ⅲb層；しまりのある黒褐色土で、中に黄褐色土のブロックが随所に入る。

Ⅳ層；いわゆる地山とよんでいる土層である。黄褐色砂質土で、しまり．粘性ともある。東部に、

多く円喋を含む層が認められた。
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Aトレンチ北壁

I表土および耕作土

IIaしまりのない暗褐色土

（7.5YR3/4）

Ⅱbしまりのある暗褐色土

（7.5YR3/3）

Ⅲaしまりのある黒褐色土

（7.5YR2/2）

IIIbしまりのある黒褐色土

黄褐色のプﾛｯｸが混じる

（7.5YR3/l）

Ⅳ地山（l0YR8/5）

350.000

IⅡa
一
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fTT言う
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④小石が多く混じる①粘性がある（7.5YR2/2）

⑤角燥が多く混じる
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第4章縄文時代の遺構と遺物

第1節概略

「戸入村平遺跡」は、縄文時代中期～晩期と中近世の複合遺跡である。昭和63年度～平成元年度に

1回目の発掘で、遺跡南側の調査がおこなわれ、縄文時代の遺構と遺物について以下のことが明らか

になった。

「中期後半の住居跡8軒、土器棺墓13基(後期4基、晩期7基、不明2基)､配石土坑1基(時期不明)、

その他の土坑・ピット1,431である。

住居跡の配置は、第2号住居跡が調査区の南に位置する以外、北区に集中している。ただ、土坑・

ピットの配置を見ると、調査区中央部の西半分はやや疎になり、そこを取り囲むように馬蹄形に濃密

に分布しているようにとらえられなくもない。住居跡もその濃密な土坑・ピット分布域に重なってい

る。住居跡として検出できなかったものがいくつかある可能性があり、それらも含めて集落の復元を

検討する必要がある。土器棺墓もこの分布域に沿って構築されており、時代の差はあるが居住域と墓

域の関係を考えていく検討材料になる。後晩期の住居跡が検出できなかったため、今後の課題とした

い｡縄文時代の出土遺物は､総点数95,906点の約98％にあたる93,587点である。内訳は､土器類が82,203

点、石器類が11,384点である。土器で見ると、その9割以上が中期後半のものである｡」(第4集武藤

貞昭編『戸入村平遺跡｣(1994)より引用）

この結果を受けて、今回の調査は、この報告書にある「住居跡が集中している北区」のさらに北側

の道路下と山の斜面にかけての地域をおこなった。調査範囲のほとんどは、｜日村道や現代の集落跡で

あり、その上、廃村に伴う移転の時、この地域の多くがごみ穴として使われ、廃材などが焼かれた。

そのため、II｣側の中央部から東部にかけての地域は、lib層～Ⅲ層上面にかけて、場所によっては地

山面まで掘り込まれており、その多くは破壊されていた。幸い､西部においてはⅡI層上面あたりから、

一部に良好に残った遺構があり、住居跡等が部分的に検出できた。また、Ⅲ層下部からⅣ屑（地山）

にかけての層は、井戸跡や水道管跡、トイレ跡以外は全体的に残りは良好であり、住居跡・竪穴状遺

構・埋設土器・土坑・ピット等、多くの遺構が検出できた。

今回の調査で検出した遺構は、次の通りである。

〈Ⅲ層上面における検出遺構＞

縄文時代中期～後期の住居跡4軒、土器集中土坑8、ピット2．

住居跡の全体が明確にわかったものはなかったが、遺物量は多くあった。SB9以外、すべて住居

跡の上部には、土器の集中する層が認められた。

〈Ⅳ層上面における検出遺構＞

縄文時代中期の住居跡6軒、竪穴状遺構1、埋髪・埋設土器5基、土坑・ピット527である。

前回の調査区との境目付近に多くの住居跡が集中した。中期中葉から後葉にわたる住居跡であるが、

いずれも硬化面や炉跡の明確にわかるものであった。また、居住区と土坑群が区域分けされて検出で

きたことも特徴的であった。たとえば、住居跡の配置は、南部中央から西部に集中しており、東部に



第1節概略11

Ⅲ層上面における検出遺構4-(8)
〒

1J

I
了
い

、
『

I
卜

1

※東部は、I[I層上部まで撹乱を

受けており、遺構の検出は

できなかった。

1

1

「

第7図Ill層。Ⅳ層上面遺構配置図

おいては住居跡はなく、土坑・ピット等とともに遺物も極端に少なかった。住居集中区の西側と東側

では、深さ1.5m程度の大きな土坑が検出された。また、調査区の北西部には、立石をともなう土坑

が集中して数基みられた。

今回と前回の調査を合わせて遺跡全体を見ると、中期中葉の遺構や遺物は遺跡北中部に集中してい

る。また、前回馬蹄形に分布していた遺構や遺物の環は、今回の調査区で連続して繋がっていて、そ

の構造をしていたと,思われる時期は、中期中葉後半～中期末にかけてと,思われる。後期は、北西部か

ら南部にかけて、晩期は、南部を中心に点在する。このように、縄文時代中期～晩期にかけての戸入

集落は時期によって住む場所を変えていたらしいことが明らかになった。

縄文時代の出土遺物は､総点数114,670点の99%にあたる113,864点である。そのうち､土器が106,915

点、石器が6,949点である。
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第2節Ⅲ層上面における検出遺構

今回の調査区のほとんどは、現代の住居や道路の下であり、また移転時に穴を掘り、ゴミ穴等に使

われていたため、上層部の撹乱は甚だしかった。よって11層の多くは重機により取り除き、残りのよ

い調査区西部の3～9，z～B付近においてのみ、lib層より掘削を始めた。この地区においても、

道路下では撹乱が多く、残りは悪かったが、山側z～Aにおいては、残りのよい遺物が多く、遺構の

一部も検出できた。この山側z～Aにおいては、各所で直径20～30cmの角喫がみられ、その角喫の間

に残りのよい土器片があるという状態で、当時のIllの崩落がうかがわれた。

このⅢ層上部では、SB9～12の4軒の住居跡が検出された。Ⅲ層における土色は、一様に黒褐色

土で、遺構の検出には困難をきわめ、住居跡を中心としたピット群以外、明確に検出できなかった。

SB10～12においては、住居跡の上部で集中した土器片の出土がみられ、住居跡検出の1つの指標に

なった。

その他、この面においては、x2区とB9区を中心とする地域で、土器集中区がみられた。(SKI、

2)前者は、後期の土器が多く、その掘り方は地山にまで及んでいた。後者は中期の土器が中心であり、

SB13の上部にあたる。

1．第9号住居跡(SB9/第9図、図版1)

4～5－A～Bグリッドに位置する。2/3は道路下約50cmのところにあり、中央部には、床面を削

る形で簡易水道の配水管が埋設されており、床面と思われる筒所の多くは後世に削られていると考え

られる。道路を重機で掘削し、その後、手掘りで数cm進むと道路北端で炉跡が発見された。この段階

で、道路以外は、まだ表土を剥いだのみで、レベルとしては道路面より20cm程度高かったので、この

住居跡のう°ランは、炉跡より北側部分を中心として検出できたが、全体的には不明確な部分が多い。

北側部分の住居の立ち上がりは、約15cm認められた。この検出部分から全体を推定すると、平面形は

直径約5.6mの円形になる。床面と思われる炉石東部には、硬化面が認められたが小石混じりの箇所

が多く、褐色土混じりのところも多くあるなど､道路整備時の整地による硬化の可能性も考えられる。

ピットは、34カ所確認されたが、簡易水道の配水管より南では、極端に数が多くなっており、その

多くは、現代のものであると考えられる。主柱穴として予想されるのは、a1、a21、a31であるが、

あとは明らかにできなかった。

西部には、届平な円形の川原石がひとつ、不定形のものが4つ、ほぼ上面が同じレベルで､並べられ

ていた。これらの石は、ほぼL字状に配列された可能性はある。この5つの川原石に被熱の痕、加工

痕等はなかった。これがSB9にともなうものかどうかは明らかではないが、SB9の西部にはSK

50、SK51、SK102等、立石を伴う土坑が多く存在していることから、むしろこれらとの関係が予

想される。

炉跡は、川原石を方形に組んだ石囲い炉で、東西約70cmで、南部が崩れている。中央部には、南北

を仕切る細長い石があり、複式炉の可能性がある。徳山地区で検出された複式炉は、山手宮前遺跡で

l例報告されているが、それとは少し異なる。細長い川原石を組み、南北に長い形で方形に作られて
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いる。南部の石は散乱しているが、南北は、推定約90cmと

考えられる。中央で南北を仕切る石(1)は、端まできちんと

区切られていないが、他の石に比べ丈があり、深く埋め込

まれている。また(1)の下部では平たい石(2)で支える形にな

っている。その支える石(2)と90.で「〈の字」状に接する

石(5)があり、炉の南部の区画の下部構造をなすものと考え

られなくはない。炉の南部のつくりについては明確ではな

いが、細長い石(4)が、南部にあったのではなかろうか。ま

た近くにある平たい石(3)は、調理に利用されたﾛI能性があ
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石囲炉の下部石組み

る。全体的にどの石も、よく焼けて、もろくなっていた。炉の中からは、炭化物を含んだ土が多く検

出されたが、焼土は検出されなかった。住居の覆土は、円喫や小石が多く混入した暗褐色士で、水道

管敷設時の撹乱が各所にみられた｡特に水道管の南部では､撹乱が激しく土器の出土量は多かったが、

他の住居跡にみられるようなまとまった個体の出土はなかった。床面にあたると思われる箇所では、

黒褐色土と暗褐色土が混じり合い、小石も多かった。床面付近、ピット内等から出土した土器のほと

んどは小片で、摩耗していた。住居跡の時期を判断するのは非常に難しいが、炉内、炉横饗どから検

出された土器から考えると、中期末から後期初頭と考えられる。
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2．第10号住居跡(SB10/第11～12図、図版1)

6～7－A～Bグリッドに位置する。全体的に、山から崩れたと思われる直径20～50cmの角喋が表

面を覆うとともに、全面が黒褐色上のため、平面でのう°ランの検出は困難であった。また、南部1/4

は、旧村道やBトレンチによって、すでに床面以下に掘削されていた。しかし、Bトレンチ東壁やサ

ブトレンチの断面から、長軸5.2m、短軸4.5mのほぼI'J形のう。ランであることが推定できた。床面全

体には、多くの角喫が入り込んでいることなどから、明確な硬化面は検出できず、ピットについても、

当住居跡のものかどうか確定はできなかった。また、明確には判別できなかったものの、南西部はS

Bllに切られていた。

住居の覆土では大きな個体の土器片が集中して出土した。また住居内北部では、床面と予想される

レベルで炭化物を多く含む深さ7cm程度の土坑(SK③、SKR)があった。ほぼ床面より掘り込ん

だと思われるSK③ではC8群の土器が、その南のSK④ではCIO群の土器片が裏向きで貼り付けら

れたような状態で集中して出土した。いずれも完形に近いものであったが、1038(第45図）・1050(第

46図）ともに下部がなかった。また炉より北部床面には、各所に炭化物が認められた。

ピットは、4基検出されたが、いずれもSB10にともなうものとは確定しがたく、主柱穴と思われ

るものはなかった。

炉跡は、川原石を組んだ石囲い炉と考えられるが、石の多くが散逸しており、その明確な形は明ら

かではない。残った石は、長さ40cm幅12cmで、上部がよく焼けて赤褐色に変色していた。その他の炉

石だったと思われる石は、上部がとばされた形で､、分離して小片になっていたが、いずれも被熱の跡

がみられた。炉付近からは多くの炭化物と焼土、そして少しの土器片が検出された。

この住居跡は、床直上と思われる場所でも、角喫が多く入り込んでいることなどから後の破壊が予

想され、その時期を確定するのはむずかしい。ただ、炉内からは、口縁部に橋状把手を有するC8群

の土器が出土しており、それを基準として考えると、中期後葉となる。

／
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／、／

奇／~～一〆
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／ (l0YR

を多く含む黒褐色土
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3/3）
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第11図第10号住居跡石囲炉
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3．第11号住居跡(SB11/第13,14図、図版2)

7～8－B～Cグリッドに位置する。南西部の半分は、道路により削られており、また北西部は、

直径20～50cmの大きい角喋により破壊されていたので、検出できたのは1/3程度の区域であった。こ

こも、SB10同様で、角喫が多い上に土色が見分けにくかったが、道路との境のサブトレンチ、その

他2本のサブトレンチの土層断面の確認と炉石が発見されたことにより住居跡と確定した。また、本

遺跡の場合、住居跡が廃絶された後、住居があった窪みが土器捨て場になった例が多くみられるが、

ここもその例にもれず、上層部で多くの土器を検出した。住居跡の検出できた半円の区域から全体を

推定すると、直径約5mの円形のう．ランである。なお、SB10とSB11が切り合う部分は、大きい角

喋で壊されており、明確には検出できなかったもののSB11が切っていると判断できた。

炉跡は、60cm×55cmの方形の石囲い炉である。上面はもろくなっており、なくなっている部分もあ

るが、形は明確に残っていた。炉石は、よく焼けており、炉の内部には多くの炭化物があり、焼土の

層が20cm四方、深さ5cm程度あった。

ピットは、10基検出され、c1、c2、c4～c7は、炉を中心として直径約2mの半円を描く。

ただ、それらと柱穴との関係は明らかにはできなかうた°また、明らかに硬化している面は検出でき

なかった。この住居の南部には、土器が集中して出土した2つの土坑(SK⑦、SKR)があり、C

10群に分類できる口縁部が徳利形に突出した土器が出土した。SB11の床面のレベルから推定すると

SK⑦は、覆土中にあり、SK⑧は、床面付近から掘り込む形で検出された。SK⑧では、1074と10

90が、ほぼ口唇部を向け合う形で出土した。（なお、第14図においては、場所を示すために、覆土中

で完結しているSK⑦の位置も図中に入れてある｡）また、住居北東部を切る形でSK⑥が、すぐ北部

にSK⑤があり、大きい個体の土器片が集中して出土した。

この住居跡の時期を明確に示すものは、炉内より出土した土器2点がある。1点は、貼り付け隆帯

に刻目のあるもので、C1群に該当すると思われるが小片であるため確定はできない。もう1点は口

縁部に竹箆状のもので切れ、の鋭い沈線による文様の割り付けを施すC7群～C8群と|可時期の土器

であると考えられる。これらのことから考えると、SB11の時期はSBIOとほぼ同時期のものである

うと考えら れる。 、
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4．第12号住居跡(SB12/第15～18図、図版2)

4～5－z～Aグリッドに位置する。南側1/5は、SB9に切られ、北西側1m四方は、山からの

崩落と思われる直径約20～30cmの大型の角喋によって破壊されていた。また、全体的に多くの角喋が

四散し、床面付近には川原石が各所にみられた。

住居のう．ランは直径約5mの円形に近いものである。住居の壁の立ち上がりは、約15cmで、床の硬

化面は、炉の南東部にやや硬質な部分はみられたものの、明確に硬化した部分であるとは断定できな

かった。

炉跡は、中央部やや北よりにある地床炉である。南北70cm、東西60cm、深さ約10cmの楕円をなし、

その範囲内には多くの炭化物とともに、焼土が厚く堆積し、内部からは、全面に炭化物が多く付着し

たC6群の土器片数点が出土した。炉周辺の床面には、多くの土器が、ブロック毎に集中して出土し

た。（第17図）それらの土器のほとんどは、浅鉢の他はC6群のB類に該当し、撚糸文を地文とし、

半裁竹管による平行沈線を施したものであった｡炉のすぐ西で出土した浅鉢は､約半分が完形であり、

内側底部と外側口縁部には赤色顔料が付着していた。

主柱穴は、d4,dl3は考えられるが、他は明確にできなかった。西部のdl5の土坑は、直径約40

cm、深さ5cmと浅かったが、全面にわたって多くの炭化物がみられた。しかし、焼土や遺物は内部か

らは検出されなかった。

北部と東部にC9群やCIO群の土器が集中して出土する土坑(SK①、SKR)がみられたが、こ

れらは住居跡廃絶後、上部から掘り込まれたものであり、後の時期のものであると考えられる。両者

ともに、土坑内には土器とともに大量の角喋を含み、土坑底部はSB12の床面を3～4cm程度掘り込

んで､いた。

埋髪が、南西部dl4で検出された。底部がない状態で､逆位で埋設されていた。ピットの底部には、

直径50cm程度の大きな岩があり、丁度その~上に口縁頂部が乗る形で埋められていた。底部1/3程度は、

破損していた。土器そのものは、床面から出土した土器と同じ種類であり、同時期のものであると考

えられる。

この住居の時期は、埋髪、炉内に埋まった土器、床面の土器を基準として考えると、そのいずれも

がC6群（里木II)のものであることから、中期後半のものであるといえる。

‐ﾆｰ→

A Ａ

q)粘質の黒褐色土

（l0YR3/2）

②しまりのある黒褐色土

（l0YR2/2）

A

－－/／
〃’092

埋委（|/6）

0

トー－F

20cm

（|／'0）

第15図第12号住居跡埋妻
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万兎
No．3，N0．4（|/9）N0．2（|/6）

No．’

覆土出土(|/6）

'093

炉内(|/6）

○
池‘篭駕蕊

N0．5（|/6）

'095

ＡA

349.700 No.6（|/6）

¥/v^

N0．6（|/6）

'099

鰯 I
､焼土

2炭化物を多く含む黒褐色士
（l0YR3/|）

u50cm

（|/20）

第17図第12号住居跡床面の土器出土状況

この住居における土器の出土は3,086点で、検出された10軒の住居跡のうち出土量としては最大で

った。また、石器についても出土数163点で、石嫉、石錘、磨・凹石、石皿等、他の住居跡と比べあった。また、石器についても出土数163点で、石嫉、石錘、磨・凹石、石皿等、他の住居跡と比べ

群を抜いて大量に出土した。土器でみると、埋髪、炉内出土の土器、床面の土器を合わせると217点、

ピットからは138点、覆土からは2,731点（うちSK①からは133点、SK②からは102点）出土してい

る。埋設土器、炉内出土の土器、床面出土の土器は、数は少ないものの、そのほとんどはC6群B類

の里木II式に類似した土器であった。覆土から出土した土器は、SK①、SK②も含めてC9群の土

器が多くを占めた。また、覆土出土のC5群の土器とSB16の覆土から出土した土器が接合できた(1

107)。

この住居において土器の堆積には2時期あったと考えられる。その1は、居住時あるいは廃絶直後

で、その住居での使用土器が床面に残されたまま埋没したと考えられる。その原因は、断定できない

ものの、山の崩落が契機になった可能性はある。その2は、住居廃絶後の窪地に土器が廃棄されたも

のである。SK①、SK②については同時期に掘り込んで廃棄されたと考えられる。
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5.IⅡ層上面検出のピット（第19図）

ⅡI層上面付近には、多くの大型の角喋の

混入や現代の住居における撹乱により、遺

構の多くは､検出が困難であったが､p1、

P2については、う．ランが明瞭に見えた。

p1、P2ともにSB12に隣接した場所

にある。内部より検出の土器は、C9群～

Cll群のものが中心であった。

p1の内部には、ピットを覆う程の亜角

喋が見られ、墓坑の可能性がある。

’P

蝿蕊議了 Ａ

ノ
麦一

A

349.800

Ａ

349.800

20cm

（l0YR3/4）
（|／'0）

2磯を多く含む暗褐色土(l0YR3/3）

動粘質の黒褐色土(l0YR3/2）

第19図ピット1．2

6．Ⅲ層上面検出の土器集中区

(1)SKI(第20図）

X～Y－3グリッドに位置し、この遺跡の北西隅にあたる。角喋とともに多くの土器が混在する。

上部の土は黒褐色であるが、ベタベタした粘性の強い土で、炭化物や骨片と思われる白い粒状のもの

が混じっていた。この掘り込みは深く、ⅡI層~上部から1mにも及び、Ⅳ層を約30cm掘り込んでいる。

出土土器は、全体的に小片が多く、まとまった個一、

／

〆
、

体はなかった。上層から下層に至るまで、出土す

るもののほとんどがKl～K2群のものであっ

た。土器の分布でいえば、上層の①の部分に最も

多く土器片が集中し、④では土器片はほとんど出

土しなかった。

①黒褐色土（l0YR3/|）

粘性があり、べとついた土で土器片

とともに骨片が含まれる ④黒褐色士（l0YR2/2）

②暗褐色土（l0YR3/4）粘性があり炭化物を多く含む、粘性、しまりと

蝶を含むもにあり

③暗褐色土（l0YR3/3）⑤黒褐色土

粘性があり土器片を多く含む一部黒（l0YR2/3）

褐色土が混じる粘性があり、篠を多く含む

ハノ

、 〆
一

C

350.000

、

一

⑦
布
と
〉

〆

⑳①

－－嘩
ﾘ鎧

3

｡噌鯵
Z）

、

(|/20）

第20図Ⅲ層上面土器集中区・SK1
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(2)SK2(第21図）

A～B－9～10グリッドのSB13上部に位置する。1.6m～1.8mの広範囲に広がっており、土器個

体そのものは、小さいものが大量にあった。土坑の内部は、2層に分かれ、上部東寄りの①には、粘

性のある黒褐色土が堆積し、多くの土器が出土した。その下層部の②には、粘性がなく、操混じりの

黒褐色土であり、土器片の出土は少なく、小片が中心であった。南西部には大きな角喋があり、その

下部からはCIO群の土器の大きな個体が出土した。この大きな個体が出土した付近では、土坑のプラ

ンは検出できず、半ば埋もれた土器の上に、長径約50cmの角喋が覆いかぶさる状態であった。土器の

上に直接角喋が落下して割れた状態とは考えにくいが、この土器を意識的に埋めて、その上に角喋を

置いたとも考えられない。ただ、この土

器と同一の個体がSK2の内部より、多

く見つかっている（特に②から多くの出

土があった)ことなどから、この個体は、

SK2と同じ時期のものであり、半ば埋

没した状態で角喫が落下したものであろ

うと考えられる。

土器は、全体的に小片が多く、C1~

Cll群と多岐にわたって出土しており、

しいて言えばC9～CIO群のものが多か

った。完形に近いものは、南西部より出

土した1199のみであり、その他では胴部

で長径20cm程度のものが1点あるもの

の、ほとんどは、10cm以内のものであっ

た。

なお、この土坑の下は、SB13の炉の

東付近にあたる。この土坑は、掘りきる

と、その下には角喫がなく、ほとんど土

器の検出されないしまりのいい黒褐色土

層(7.5YR3/1)があった。その下層の

Ⅳ層上面でSB13が検出されたわけであ

るが、その覆土は、部分的に小石が混じ

るもののほとんど土器片が混入せず、他

の住居跡の検出とは状況を異にした。

n-－－～
／ 、

、〆

、 ／
、

、

、

／

／

／
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、
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幾通
､

50cm

(|/20）
八
八 A

ややしまりあり

2暗褐色土(l0YR3/3)粘性あり

］

、pl －.－i

(l／'0）
’’99（|/6）

SK2第21図Ⅲ層上面土器集中区．
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第3節Ⅳ層上面における検出遺構

Ⅲ層の下層部は、基本的には黒褐色土層であるが、各所に黄褐色土のブロックを含む部分や黒褐色

土と黄褐色土が混合して灰色がかった黒褐色土になっている部分が多い。井戸やトイレ跡などで掘り

込まれている部分もあったが、全体的には土層が安定しており、遺構の残りはよかった。ただ、Ⅲ層

の下層部の検出中に2度にわたる大型台風による甚大な被害を受けており、遺構の一部が破壊された

り、検出途中で埋まったりなどのことがあった。

Ⅳ層上面における検出遺構は、全体的に中央部から西部に偏っており、東部においては遺構・遺物

ともに少なかった。これは前回の調査にもいえることで、前回においては、遺跡範囲を明らかにする

ため、調査区より東に向かってトレンチを延長して調査した結果、グリッド13あたりから東は、極端

に遺構・遺物などが減少することが明らかになっている。

今回の調査区において、Ⅳ層上面で等高線をひくと、下図のように北西から南東へと少しずつ土地

が低くなっていることがわかる。また台風の直後、調査区へ行くと、下図の※印付-近の山の斜面から

水が吹き出し、急流となって矢印方向へ流れていた。現代のものと思われる井戸も、ちょうどその流

れに沿うように、2カ所作られており、この矢印を水の流れ道とすると、これより束はより低く、湿

地帯となっていた可能性があり、住居域には適さなかったとも考えられる。

遺構全体を眺めてみると、道路南部に沿って5軒、Ill側に1軒の住居跡が検出された。立石をとも

なう土坑は、SB16より西部に集中しており、後期の土器が多く出土した。また、深い土坑は、SB

17より東部に多く見られた。遺物はIⅡ層上面検出の住居跡付近からは、大きな個体も含めて大量に出

土したが、Ⅳ層上面あたりでは、多くは出土しなかった。ただ、SB18付近だけは例外で、C9～C

11群の土器が大量に出土した。

なお|日村道下部は、表土よりIl1層上部にかけて、村道建設に伴い、その多くが削られていた。よっ

て、Ⅳ層上面での検出遺構のうち、村道下部の遺構については、Ill層上部より掘り込まれたものも、

ないとはいえない。

349.

349.
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1．第13号住居跡(SB13/第24,25図、図版3)

A～C－8～10グリッドに位置する。床面より30～40cm上部には、B9グリッド杭を中心として、

直径約2mの土器集中区があった。(SK2)住居の壁の立ち上がりは約20cmで、西側は明確にあっ

たが、東側は検出できなかった。平面う．ランは、東西・南北ともに約5mの円形で、周囲には、深さ

10cm前後の周溝がめぐる。この周溝は、入り口と思われる南東部と北部で、1m程度切れている。ま

た、この周溝の内側には、南東側と北東側に80～150cm、深さ5～10cmの浅い周溝跡がみられ、住居

拡張前のものと思われる。主軸方位は、炉跡、主柱穴などから考えるにN-30-Wになる。

炉跡は、中央部やや北西よりに位置し、炉内には、2～3cm程度堆積した焼土がみられる。炉は、

一部破損しているものの残りはよく、70×90cmの方形の石囲炉である。炉石は、細長い川原石を二重

に並べた状態で、よく焼け部分的には割れていた。炉のすぐ南東10cmの床直上には、表向きに貼り付

けたようにC6群の土器の集中がみられた。これに類似した貼り付けは、SB15(C6群)SB17(C

1群）でもみられたが、SB13の場合、両者より貼り付けられた土器片は少なかった。

床面中央部には、小石混じりの黄褐色粘土の硬化面が東西2m、南北1.5mにわたって広がってい

た。炉の東側には、40×40cm程度の範囲で、厚さ1～2cmの焼土層や炭化物を多く含んだ層がみられ

た。また近くには炉石抜き取り痕と思われるものが2カ所みられた。これらは、この住居跡の建てら

れる前の痕跡であろうと考えられる。

この住居の入口は、周溝の切れ目や炉の状態などから、南東側であると考えられる。また、住居内

には数多くのピットが重複

しているが、主柱穴はe

8，el4、el7、e27、e34

の5カ所と考えられる。

この住居跡からは、遺物

の出土量が少なく、指標と

なるものもわずかであった

が、炉横に貼り付けられた

C6群A類の土器をもとに

して考えると、住居の時期

はSB15に近い時期の中期

後葉である。

i

01020cm、

（!／'0）

①黒褐色土(7.5YR2/2）

②焼土

③黒褐色土､炭化物を多く含む。

（l0YR3/|）

A

348.900

Ａ

第24図第13号住居跡・石囲炉
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2．第14号住居跡(SB14/第26～29図、図版3)

B～D－6～7グリッドに位置する｡う．ランの東は､一列に並んだ川原石によって区画されている。

西は、その多くが土坑で切られており、南の一部は道路下で地山を少し削り取られた状態でしか残っ

ていなかった。よって、道路下の部分については、プランは不明でピットが検出できるのみであった。

全体のう．ランは、3.2m×約4～5mの隅丸方形であると推定される。

この住居跡は、検出面より各所に多くの焼土、焼石、炭化物がみられた。炉跡は、中央部で焼土が

かたまって検出された箇所とも考えられるが、深さ50cmの土坑の上に同時に石組みもあるという状態

で、その範囲は明確ではなく、破壊された後に、石組みが作られた可能性が高い。焼土は、25×13cm、

厚さ5cmと、かなりの厚みをもった塊として検出された。まわりには､炭化物を多く含む層があった。

なお、石組みの、それぞれの石には焼けた痕があり、中央の⑤の裏側には、磨られた痕が明瞭に残っ

ていた。台石等に利用されたものが、この石組みに転用されたものと思われる。

主柱穴は、f1、f6、f11、f16、f19、122の6カ所と考えられる。硬化面は、炉の南の土坑

南部に広がっているが、乳白色の粘土の貼り床で、その厚みは2～5cmとかなり厚い。中央の炉付近

やSK150の上部も黄褐色土のやや硬い面があった。床面は、各所に土坑がみられるが、これらのほ

とんどは、住居の作られる前のものと思われる。

炉の南東部には、土器集中区があり、角喋片とともに数多くの土器片が出土した。（大きい個体と

して1246,1257,1258がある）その多くはC9群のものであった。また、住居跡の約1m南にも、土

器集中区があり、C9群の大きい土器片が2個体出土している。レベルとしては、SB14の床面と同

じかやや低い程度になるが、旧村道南部の削られている部分のため、上部の状況が不明で、住居跡と

の関連はつかめなかった。

A‘A

348770

(|）

B

348.870

β

口
】

、

⑩ 焼土③しまりのいい黒褐色土(l0YR2/2）

②硬化した乳白色の粘土、部分的に黒褐色土も混じる④黄褐色のブロック土の混じる黒褐色土
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第26図第14号住居跡・石組み遺構



第3節Ⅳ層上面における検出遺構:!I

葱’。’

至宝一万弐k② SK158f12

感
塁

1

1

一

一

鯉
立石をともな う土坑

(SKl56内上面で検出）

ｙ
ｗ

へ／

〃
,（

＝

と紅
々
／

、
／

「
ヨ 帯下'’一卜

、_ノ色）

焼土|）
｜、1

(|/40）

A

349.093上層I図(第28図
上層11図(第29図

62

81

|)焼土②炭化物③小石混じりの黒褐色土④しまりある黒褐色土⑤粘質の黒褐色土

（7.5YR2/2）（7.5YR2/2）（7.5YR3/|）

③しまりのある

粘質の黒褐色土

（l0YR2/2）

Ｂ

349.090

戸
〕C

349,090

第27図第14号住居跡(SB14)



32第4章縄文時代の遺後と遺物

、

》
戸

f

／／

/／'246
A／

蕊
土器集中区･出土土器(|/6）

／／
ノノ

＃257
｛

iI

l

’
１
１

I

1

1

1

、

1

1道路南コンクリート帯下

（1V層へ約5cm掘り込んだ状態で残存）

I

ノ

〆

〆

一

一

0
一

（|/40）
01020cm

一

、 一
一

一

一

、
一

① 焼石②焼土③炭化物（|／'0）

第28図第14号住居跡・上層I図

この住居跡は、土坑やピットによって出土土器の時期が多岐にわたり、また、石組み遺構そのもの

が、住居にともなうものかどうかも決めがたく、時期を明確に特定する遺物はない。ただ、この住居

の北部は、SB11の下層にあたることや覆土にはC9群の土器が多く、吹上パターンであると考える

と、この住居はそれよりも古い時期のものであるということがわかる。また、戸入村平遺跡において、

隅丸方形の住居跡は3軒すべてが中期中葉のものであることやその硬化面は、SB17の硬化面と類似

していることなどから考えると中期中葉から後葉にかけてのものである可能性はある。

本住居跡は、調査中におびただしい焼土、焼石、それに炭化材が出土した。住居のう°ラン検出当時

より約10cm下のものをI図、それより約18cm下を11図（前頁土層断面参照）として図示したが、I図

においては、中央部よりに炭化材があり、全体にわたって焼土、焼石が分布する。ただ、土器集中区

は角喋とともに多くの土器が出土したが、この付近で焼土、焼石はみられなかった。焼土は厚いもの

で耐、1.5cm程度あり、赤く焼けた石の殆どはもろくなってヒビが入っていた。炭化材は、太さ約6cm、

長さ15cm程度のものが2本、短めのものが4本、細かく割れたものは無数に散在した。その他、焼け

てはいないものの、角喫や川原石が南部を中心に集中して存在した。11図においては、焼土が南西部

にかたより、それとともに骨片が多く出土した。焼土は、各所で厚さl～2cmの塊となっていた。骨

片は、多くは小片で分散していたが、一部にはまとまってl～2cmの個体で出土した。この骨片は、
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第29図第14号住居跡・上層II図

分析によると、内面に海綿体が認められ、かつ外面に稜と溝が認められることなどから、鹿の角であ

ることがわかった(*1)。また、この鹿の角は、焼けていることもわかり、これらの焼土とも関連し

ている可能性がある。Ⅱ図の面より、3～5cm下が第14号住居跡の床面となるが、ここでは、石組み

遺構付近以外では焼土が検出されず、硬化面、ピットの他、多くの土坑が検出された。これらのこと

から、この住居跡からは多くの焼土が検出されたものの、当時の住居が火災になったとか、廃棄した

住居をその場で焼却したとかの場合は考えにくく、第14号住居跡と上部の焼土とは、直接的な関連は

薄いと考えられる。ただ、第14号住居跡が廃絶し、しばらく放置された後、その窪地において、燃焼

をともなう何らかの行為が行われた可能性はある。それが、単なる焼却行為なのか、それとも祭祁的

行為、あるいは後に立てられた住居の焼却なのかは明らかにできる材料が乏しい。ただ、ここで､の炭

化材は、樹種はカエデで、放射性炭素年代測定で分析したところ（6章参照)、14C年代値が、AD84

0年を示した。この結果からも燃焼行為が後に行われたことがわかるが、800年前後の遺物は1点も

出土しておらず、不明な点は多い。

(*1)獣骨の同定は、国立歴史民俗博物館の西本豊弘氏による。
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3．第15号住居跡(SB15/第30,31図、図版3)

10～11-Dグリッドに位置する。この付近は、Ⅳ層になると円喋が多く混じるが、遺構などは黄褐

色土の中に黒褐色土の部分が現れるので、検出は比較的容易であった。しかし、この住居跡において

は、そのう．ランが検出できず、炉跡と思われる焼土、炉石抜き取り痕、床の硬化面、周溝跡の一部等

の検出により住居跡と確定した。

炉跡は、中央部やや束よりの箇所にあり、焼土が厚さ1cm程度で30cm四方に広がっており、そのま

わりには、炉石の抜き取り痕がみられた。また、炉を中心として、乳白色の粘土が、東西2m、南北

1.3m、厚さl～3cmで貼り付けられていた。この硬化面は、gio，gllを境として、北半分と南半

分の土質を異にして、北部は小石が多く、南部はやや粘質の粘土が貼り付けてあった。炉跡の東部に

は、周溝の跡と思われる長さ1m、深さ10cmの浅い溝がみられた。ピットは、数多くみられ、特に炉

の北西部では、土坑とも重なり合い、数多くのピットが検出された。主柱穴はg1，g7，gl3，9

14、g32,g50の6箇所は確認できたが、その他は明確にはできなかった。

炉跡の北1mの箇所には、50cm四方で深さ3cm程度の浅い掘り込みがあり、南よりには縄巻縄文を

地文とし、半裁竹管による平行沈線文を施したC6群の土器(1281)が、表向きに貼り付けてあった。

また、その土器の下部や西には、わずかながら焼土がみられた。なお、この貼り付け土器の下層にも

ピットが4基検出できた。

この住居は、覆土からC1群、C2群やC6群の土器が多く検出されたが、床付近やピット内から

は貼り付けてあった土器以外は、少量出土したのみであった。この住居跡の時期は、炉北部に貼り付

けてあったC6群の土器を基準とすれば、中期後半のものと考えられる。

なお、焼土、炉石抜き取り痕、周溝跡や土器の貼り付けなど、すべて同一の住居跡のものとは考え

難く、何度か建て替えられたものと思われる。

壷’
－1重｜

|ノー一
q)焼土

②黒褐色土・炭化と

（l0YR3/|）

③地山（l0YR5/4）

含むを

925／,

④黒褐色土(7.5YR2/2）L

⑤黒褐色土､小石混

（7.5YR2/2）

．↓
釘 ノ

／

’

9

I摩7
/、ー一
）

〆、

一

一

一

0 1020C

（|／'0）

可
ｍ
の
。
の
可
ｍ

ｌく
＜

第30図第15号住居跡・土器集中区



第3節Ⅳ層上面における検出遺構
nF・

do

へ

入

ヘ

一

a会

#が

葵

J
7

SZO3

、一壱

〆<、

x、
／
へ

、
／
／
へ
、
／
戸乱

′~功望

1

「
計
計
引
斗
寸

1

01m

ﾛﾛ11■Ⅱ】

（|/40）n
11

土器集中区･出十十器(|/8）

'281

炉石抜き取り痕焼土A A′

B

348.600

Ｂ

第31図第15号住居跡(SB15)



36第4章縄文時代の遺後と遺物

4．第16号住居跡(SB16/第32～34図、図版4)

3～5－A～Bグリッドに位置し、SB9の下層にあたる。土層は安定しておらず、後の掘り込み

と思われる土坑も多い。西部に一列に並んだ石がみられるが、この住居跡のプランから考えると、住

居の境界のものとは考えにくい。石の大きさや並び方などからみると、SB14の一列に並んだ石に似

ているが、この住居跡においては、石列に続くう．ランは検出されなかった。西部は竪穴状遺構(SX

1）に切られ、南部は道路横のコンクリート帯にあたり、Ⅳ層上部が削られているため壁の立ち上が

りは検出できなかった。全体的な残りはよくないものの、直径約5.6mの円形のう°ランが推定できる。

壁面が検出で､きた北部から東部にかけての立ち上がりは、約15cmで､ある。

炉跡は、中央部やや北よりにあり、80×70cmの方形の石囲い炉である。石はよく焼けていたが、焼

土は検出されなかった。炉内の中央下層には、長軸20cm厚さ10cmの石と、約40×30cmの平らな川原石

が重ねて置かれていた。これらの川原石には、焼けた痕はなかった。また、炉の断面から推定するに、

この場所には、炉が作られるより前に土坑があり、それが半分程度埋まった状態か、あるいは、半分

程度埋めて炉を作ったものと考えられる。

炉の北部には、貼り床と思われる黄褐色(10YR8/5)の貼り付け粘土の層が、100×80cmの範囲に

広がり、厚さは30cmにも及んだ。貼り床と言うより、厚い粘土の層という状態であり、その粘土層中

からも土器が出土した(1305)。

推定ｦ．ランの内部には､多くのピット・土坑が重複しているが､主柱穴はh1、hl4、h25、h47、，

h48とSK102の下層部のピットh78(第34図）の6カ所と思われる。その他、北部の立石を伴う土

坑や炉跡北東部の土坑は、後に掘り込まれたものと思われ、ここからはKl群の土器が出土した。

この住居の時期を考えるに、覆土には中期の土器が多いものの、土坑やピットには、Kl群の土器

も少なからず混入しており、判断するのが難しい。明確な箇所から出土したものは、炉北の貼り床と

思われる粘土の下層から検出されたC7群と同時期とおもわれる土器(1305)､同じ貼り床の上層から

出土したC6群の土器(1306,1307)、炉内から出土したC2群(1302)、C9群(1303)の土器である。

何度も建て替えられた可能性は高く、これらすべてが同時期に存在したとは考えられないが、総合的

にみれば中期後半であろう。
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2)黒褐色土･炭化物土器片~を含む(l0YR2/2）

3)黒褐色土･黄褐色のブロックを含む(I0YR3/|）

第32図第16号住居跡・石囲炉
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第34図第16号住居跡・立石をともなう遺構(SK102)

5．第17号住居跡と第18号住居跡(SB17、SB18)-SB7北部の住居跡一

SB7は、前回の調査で､南半分が検出されたままになっていたものである。前回の調査では、床の

硬化面などから隅丸方形の住居跡で、時期は覆土から出土した土器により中期中葉後半のものである

と報告された。そこで、今凹は、その延長部分の調査を行ったわけだが、前回と今回の調査区の間の

部分が、道路横ということもあり、電柱やコンクリートブロック等で大きく破壊されており、接続部

分は、はっきり確認できなかった。しかし、幸いにも残っていた部分から、重なる2軒の住居跡が検

出された。（なお、前回と今回の調査区は連続しており、その関連性は大きく、同一遺構である可能

性は高いが、明確な接点はないので、以後、前回調査のものをSB7、今回調査の住居跡をSB17、

SB18とする｡）

(1)第17号住居跡(SB17/第;')5～37図、図版4

前回調査のSB7とほぼ同じ高さか､やや高い床面の9～10-D～Eグリッドに位置する。ここは、

旧村道南のコンクリート帯で、Ⅲ層までは完全に削り取られ、地山面でのみ検出できた。SB7と同

一である可能性は高いが、実証できる材料が乏しく断定はできない。

この部分からは、地床炉、硬化面、埋髪が検出された。地床炉は、北半分が土坑で削られており、

南半分のみ検出された。直径約60cmの地床炉と思われ、表面にはC1群の土器が表向きで二重に貼り

付けてあった。この土器の下部あるいは横には、厚さ2～3cmの焼土層がみられた。なお、この地床

炉の、下層には深さ1mあまりの大きな土坑が先行してあり、それが埋まった後、この炉は作られた

と考えられる。

床硬化面は、乳白色で2～3cmの厚みをもっている。炉を中心としてあり、南部へと広がっている。

レベル的に考えて、これがSB7の床硬化面につながる可能性は大きいが、南部は、電柱等の大きな

撹乱で削り取られており、同じであると断定はできなかった。
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炉の西部で、埋髪が正位で検出された。土器に比べ掘り方が大きく、少し東に傾いた状態で埋めら

れていた（1337)｡土器は小ぶりで、内部には炭化物が多く付着していた。また、内部の土からは骨片

と思われる白い粒状のものが検出された。

主柱穴は、撹乱が多く、明らかにできないが、k2，kl2、kl7は、その可能性がある。

この住居跡の時期は、炉に二重に貼り付けてあったC1群の土器(1336,B類、縄文を地文とし、

幅の狭い貼り付け隆帯の両側に半裁竹管による平行沈線を施す）をもとにすれば、中期中葉のものと

考えられる。

(2)第18号住居跡(SB18/第33～37図、図版4)

D9グリッドの道路下層部に位置する。付近には、土坑や撹乱が多く、う．ランは判然としないが、

第17号住居跡の北部で、レベル的には約10cm高い箇所で石囲炉が確認できた。

炉は、川原石を直径約70cmの円形に組んだ石囲炉である。炉内束半分は、土器が裏向きで敷き詰め

てあった。これらの土器片は、すべて同一個体であったが、口縁部や底部は一片もなく、すべて胴部

のものであった。焼土は、発見されなかったが、炉石は焼けており、炉内からは炭化物が多く検出さ

れた。また、この炉下には、ピットがあり、C1群の土器が検出されたが、SB17にともなうもので

あろうと考えられる。

床硬化面は、SB17に比べ、東へ約80cmずれた炉の南部で検出された。乳白色の粘土で、厚さ2～

3cm貼り付けてあった。主柱穴は、判然としない。

この住居跡の時期は、炉に敷いてある土器がC9～Cll群の胴部であると考えられ、これから判断

すると中期後葉である。

なお、この住居跡の付近には、土器集中区があるなど、大量に土器が出土したが、SB18と関連す

るものかどうかは明確ではない。

(3)第18号住居跡付近土器集中区A(SK199/第37図、図版4)

SB18の東にあり炉よりレベルとしては低い所に位置している。南に平たい川原石とともに、約40

cm四方に広がった土器集中区があった。これらの土器が集中していたのは、この土坑の上部付近であ

り、下部では、ほとんど土器がみられなかった。その北には、同じような平たい石を二段に積み重ね

たものがあったが、この両方の遺構の関連性は明らかではない。ここからは、CIO～Cll群の土器が

出土している。

(4)第18号住居跡付近土器集中区Bk25/第37図、図版4)

SB18北部に位置し、土坑表層に土器の大きな個体が露出していた。断面を見ると、もともと深い

土坑があったところが、半分程埋まり、その窪地に土器が入れられたと考えられる。ここからは、重

なって大きい2個体（1399,1400)が出土した。1399は、上部半分が横位で、ほぼ完全な形で出土し

ており、投げ捨てられたというより埋められた可能性がある。また、同じ層の底部からC6群の土器

(1401)が出土している。SB17やSB18の想定されるう．ランの内部にはなるものの、その関連性は

明確ではない。
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第36図第17号住居跡・地床炉・埋妻、第18号住居跡石囲炉



42第4章縄文時代の遺後と遺物

A

348.400

1
土器集中区B(K25)

B E

I

B 3

348.540

(｜）

2）

)）

97

土器集中区A・出土土器（|/8）

^
《、鞠

L

蕊

11

､黒褐色土炭化物を含む

（l0YR2/2）

Z黒褐色土・黄褐色の

ブロックが混じる

（7.5YR3/|）

'ハ '1
｜，い

鶴羨謬

口酋
ﾘ’

軍f-I九“
土器集中区B・出土土器（|/6）

01020cm

（|／'0）

A′

01020

1－

(l／'0）

rl

灘！
ﾉノ

第37図第17号、第18号住居跡付近土器集中区A(SK199)B(SK25)

c、

「』

9



第3節Ⅳ層上面における検出遺構43

sKbU、D｜を中'しとし~（ﾉ司】4』都

に土坑・埋設土器がまわるSK46

49、55は後期の土器が出土 1
9

SK50

◎

鰯瀞
’
K50､SK51を中心とする土杭群

（|/200）
A'A

／
｝

I

｢)／(5

蓬|§
一

一
‐

/／
是一〈

「
ｊ
〆
！

SK6 、
Ｉ
Ｆ
‐Dしまりのある黒褐色土

（7.5YR3/2）

2砂喋の多い黒褐色土

（7.5YR3/|）

3しまりのない黒褐色土

（7.5YR2/3）

4)黒褐色土・黄褐色の

ブロックが混じる

一

'6

I
~1
／

／毛一一 一

1 ¥iSK63 、

、

、

（7.5YR3/|）
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第38図竪穴状遺構(SX1)周辺図

6．竪穴状遺構(SX1/第38図、図版5)

3～4－A～Bグリッドに位置する。東西3m、南北2.5mの隅丸方形の竪穴である。壁の立ち上

がりは約20cmで、明確にわかる。東部では、SB16を切っているが、西部では土坑に切られている。

ピットのr1～r4が、柱穴と考えられなくもないが、建物が建っていたかどうかは判然としない。

内部では、住居跡にあるような硬化面、焼土等は検出されなかった。この遺構外隣接の南西部には、

深くて下部になるにつれてやや広がるフラスコ状の土坑であった(SK63)この土坑の中位壁面には、

焼けた跡がみられた。この土坑が、SX1に関連するものかどうかは明確ではないが、SX1と同様

にKl群の土器の出土割合が多かった。

この遺構の時期であるが、底面と思われる場所からの土器の出土がなく、埋土からの出土土器で考

えざるをえないが、SB16を切っていることと、K1群の土器が、判別できる土器の2/3を占めてい

ることなどから、後期前葉のものと考えられる。

7．東部土坑群

(1)SK200(フラスコ状の土坑／第311図、図版5

E10の道路南コンクリート帯下に位置する。140×80cmで、入口より底部の方がやや広いフラスコ
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状の土坑で､ある。底面は二段になるが、ほぼ平面をなした。内部からは、C2、C6、Cll群の土器

が少量出土し、他は何も出土しなかった。

(2)SK207(石錘が多く出土した土坑／第39M、図版5

Ellの|日道路下面に位置する直径約1.2m、深さ1mの大土坑で、当初はフラスコ状で、後に再利

用される中で形状が多少変化した可能性がある。④の黒褐色土層底面付近から、切目石錘21、打欠石

錘5というように、石錘が大量に出土している。それら石錘のうち、切目では7個、打欠では2個に

ついて帯状痕が認められた。この土坑の内部からは、C6群の土器が出土した。

(3)SK3(第39図、図版5

F12の旧道路下向に位置する。1.6m×0.8m、深さ40cmの土坑で、ピットや他の土坑が重なってい

る。C1群～C6群の土器が多く出土した。

(4)SK210第39図、図版5

F12の旧道路下面に位置する。80×70cm、深さ40cmの土坑で、南上部に平たい川原石がある。土器

は、ほとんど出土しなかった。
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D磯を多く含む黒褐色土（7.5YR3/|）

2黄褐色のブロック混じりの黒褐色土（7.5YR2/2）

動粘質の黒褐色土（7.5YR3/|）

B日

8.6003

綴④黒褐色土

炭化物が混じる

(7.5YR3/I)

⑤黒褐色土

炭化物、小石混じり

（7.5YR2/2）

⑤黄褐色のブロックが混じる

黒褐色土(7.5YR3/I)
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⑩黄褐色土（l0YR5/6）
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第39図東部土坑群
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②しまりのある黒褐色土
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黒褐色土（7.5YR|／|）
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一
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第40図立石をともなう土坑(SK50・SK156)ｰ(Iﾊ0）

8．立石をともなう土坑

(1)SK50(第40図、図版5

z4グリッドに位置する。1.4×0.8mの立石をともなう土坑で､骨片がわずかに出土した。立石は、

bとdである。内部にも土坑があるが、立石bと内部土坑との切り合いは不明瞭であり、土坑掘削と

同時に設置したのか、それとも埋葬後に立石を設置したのかは確定できない。ただ、断面からは、土

坑掘削して直後に埋葬し、上部に川原石を積んでいる状況がうかがえ、前者の可能性が考えられる。

aの川原石には加工痕があり、cの石は、焼けた痕があった。eは、川原石ではなく、角喋であった。

この土坑は、墓坑の可能性が強く、時期は、出土したKl群の土器から、後期前葉と考えられる。

(2)SK51(第40図、図版5)

z4グリッドに位置し、長軸はSK50にほぼ直交する。1.6m×1mの立石をともなう土坑で、1基

だけある立石は、中央南の土坑の掘り方に接して検出した。fの立石以外の石は、全て覆土とともに

埋められた状況である。gを除くすべてが川原石である。この土坑の時期は、出土土器からみると、

C2群～Kl群の土器とさまざまであるが、後期の可能性が高い。なおSK50．51を中心として、周

辺には半径約2.5mで8基の土坑が存在し、相互に関連している可能性がある。

(3)SK156-1(第40図、図版5

C8グリッドで、SB14の東部に位置する。直径約50cmの土坑で、SK156の範囲内の上面にあり、

SK156の埋没過程で作られたと考えられる｡長さ約60cmの細長い川原石が立ててある状態で検出し、

土坑内にそれ以外の川原石はなかった。出土土器は、⑤層に多く、C1～C6群であった。
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第41図立石をともなう土坑(SK51)

9．埋設士器

(1)後期の埋設土器

①SZ04(第13図、図版6)

SK50、SK51南部、A4グリッドに位置し、正位で埋設されていた②。上部は、少し欠損してい

たが、胴部、底部の残りはよかった。内部には、重なるように、白っぽい別の土器片で個体半分程度

の大きなものが立位で埋まっていた①。いずれの土器もKl群のものと考えられる。口縁部の径は、

内部の土器の方が大きく、割られたものが同時に埋められたか、わずかに時期をずらし上下で埋めら

れ、上部のものが割れて下部に落ち込んだなどのことが考えられるが、明確にはわからなかった。た

だ、内部の白い土器の口縁上部の土器片（3個体）が、埋設土器内部からではなく、A4グリッドの

周辺部、あるいはSX1内部の土坑SK79から出土していることなどから、SX1との関連も考えら

れる。また、埋設土器内部の土からは、骨片と思われる白いちいさな粒が検出された。

なお東部には、石の両面を直径7cmで半球形にくり抜いた恐竜の頭蓋骨にも似た石が立てられてい

た。位置関係は、図にある通りであるが、とがった方が、埋設土器の方へ向けられていた③。この表

裏2面にある半円球のくり抜きであるが、人為的にくり抜いた痕が明瞭にはみられないため、川の流

れの作用や雨だれなどの水の作用という自然条件によってそうなった可能性はある。しかし、このよ

うな特徴的な石を持ってきて、埋設土器に向けて立位で設置したのは、まぎれもなく当時の人の行為

であろうと考えられる。
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③埠詩十:器にともなう石
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（|/20）第42図埋設土器(SZ04)

(2)中期の埋設土器

今凹の調査では、埋髪・埋設土器が5基検出された。2例は、中期の住居跡に伴うもので、あとの

3例は、住居跡に伴わないものである。ただ、後者のうち、1例は後期のもので、あとの2例は中期

のものである。この2例は、SB15とSB17、18の付近にあるものであり、それらの住居跡との関連

も考えられる。ただ、この付近は現代の掘り込みによる撹乱が激しく、そのつながりは判然としなか

ったためここでは単独のものとして報告する。

①SZ03(第43図、図版6

DllグリッドのSB17、18の東部、SB15南西部に位置する。上部南方に川原石があり、その下層

に正位で北に傾いた状態で検出された｡上部の残りは非常によく、ほとんど完全な形で復原できたが、

土器下半分はなかった。下は、掘り方の底部に着いた状態であり、付-近に土器のその他の破片がなか

ったことなどから、底部がない状態で埋められた可能性が強い。土器の胎土は、徳山の土器としては

他に例がみられないほど赤く硬質であった。口縁部には、炭化物が多く付着していた。胴部の厚みや
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葉脈状の文様等は、SB18の炉内に敷いてあったものに類

似していた。

また、この土坑の底部付近②層（第43図）からは、C6

群の縄巻縄文を地文とし､半裁竹管で施文する土器(1485)

が出土している。

②SZ05(第43図、図版6

EllグリッドのSK207の北部にあり、上部でこの土坑

を切る形で検出された。平たく細長い川原石の下で検出さ

れた。土器は、口縁部の残りがよく、胴部より下の土器片

は出土しなかった。全体的に、土器は細かく破砕されてお

り、埋設状態は判然としないが、正位で底部のない状態が

想定される。断面図における③が、この土器を埋めた時の

もので、④はSK207につながるものである。土器は、C

7群のものである。

なお、この土坑の底部からはC6群の縄巻縄文を地文と

し、半裁竹管で施文する土器小片(1486)が出土している。

また、上層からは、中期末のものと思われる土器の大きい

個体（1686）が出土しており、この区域は、何らかの役割

をもったエリアであった可能性がある。
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第1表縄文時代の土坑(SK)一覧表＊土坑の深さは､50cm以上のもの|こつき備考欄()内に記載

，<SK69

011(1)2>SK68

2〈P84

06(1)2<P7879

010(1)内部にP98,99
5＞P75’

21＞SK17

1－「<SK16

1でSK20９
０
１
２
３
’
４
－
５

剛
胆
煙
歴
歴
一
陸
一
厘

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｌ
Ｓ
ｌ
Ｓ

>SK88

<SK87

>SK90

<SK89，91

>SK90

76x64

不整形60x22

不整形98x30

不整形62x38

楕円形70x44

円形40x38

不整形80x58,<P105

円形60x48

不整形185x12012<SK114,115

不整形66x50>SK113,115
不整形(60)x44I:>SK113

不整形68x24

不整形70x36

楕円形62x38

楕円形72x50

不整形56x34

不整形(100)x52<SK122

円形76x64C6(i),cii(i)1i>SK121

楕円形101x78i2底部に平たい川石

不整形68x58

不整形48x24

不整形88x(60)i<SK127

楕円形88x56>SK126(65)

不整形56x24C8(i).C2(i).K(i)

円形56x55＞SK130,131

不整形40x(35)101(1X02(1)6i<SK129

不整形78x(44)KSK129

円形162x58

立石をともなう土坑

立石をともなう土坑

K(9),C8(1),C9(1)

NO 場所 平面形 大きさ’出十十器 石器 備考

SKO1

SKO2

SKO3

SKO4

x3

B9

E11

y2

円形

楕円形

不整形

楕円形

SKO5 v3

SKO6

SKO7

SKO8 v2 不整形

SKO9

SK

部
一
郭

Ｏ
－
１
ｌ
２

Sk 3 z2 不整形 50x24

SK

SK

SK

4

５
’
６

z2

型
一
型

部
一
部

７
’
８

SK

SK27Iz2円形!42x38

SK28Iz2楕円形:60x26
SK29z2不整形50x30

SK30A3不整形220xlOO

SK31IA2円形46x38

54x36

50x40

SK321z2

不整形

不整形

楕円形

不整形

50x30

220xlOO

SK36

SK37

８
’
９

網
一
雨

Ｓ
－
Ｓ

SK40

SK41

SK42

SK43

SK44

SK45

和
一
岬
一
岬
斗
咋
一
封

SK51

SK52

SK53

弘
弱
一
顕
一
師
一
顕
一
弱

郡
部
一
部
一
部
一
部
一
部

（
Ｕ
可
Ｉ

（
○
只
○

部
一
部

SK62

趨
一
調
一
超

y4

z3

油
一
Ⅶ
｜
洲

yi
Ｒ
〕
マ
ニ

型
一
超
一
超

z3

割
一
劃

調
一
調
一
超
一
詞
一
超

型
一
“
一
郎
｜
網

３
ｌ
３

Ａ
ｌ
Ａ

不整形

不整形

不整形

円形

不整形

楕円形

不整形

円形

浬
邦
~不整形
楕円形

不整形

円形

円形

楕円形

楕円形
円形

不整形

不整形

楕円形一

誹
一
恥
恥

形円

不
一
楕
楕

円形

円形

円形

36x36

44x40

80x60

120x43

44x45

64x38

100x78

60x48

76x60

140x40

70x58

80x40

10x64

24x72

48x40

64x52

142x88

160xll6

48x40

(60x30

112x44

68x44

哩
一
劉
一
杷
一
鋤

Ｘ
ｌ
Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ

柘
一
帥
一
鯛
一
髄

112xllO

42x40

103xlO2

SK63

SK64

SK65

SK66

SK67

A3

A3

A3

A3

A3

円形

不整形

不整形

円形

不整形

蛇
一
狐

(60)x48

70x64

71x48

y3

v3 不整形

妃
妃
一
泥

整形

|形

楕円形

y2 楕円形 36x22

z2

v3

z2

円形

円形

隅丸方形

z2

z2不整形160x120K(13),C6(4)23

z2不整形(40)x32

z2不整形50x40

z2楕円形56x36

z2楕円形1(40)x(24)1

楕円形 80x44 2 ＞SK19．＜P23

内部に多くのSK‘P

＜P25

稚
一
稚
一 ＞P27

楕円形

隅丸方H

不整形

不整形

54x(24)

(70)x48

円形

54x40

58x42

54x(40)

64x60

54x26

46x40

48x(26

K(37）

C11(25)‘C6.C9(22）

C6(7),C11(5)

ced;

<SK 1

25

371土器集中区

9

3

土器集中区(109）

＜SK208,209

>SKO6

＜SKO5

48x24

62x62

44x(40)

44x36)

62x(40)

＜P24

G11(1) ’
KC2

＜SK27

＞SK26,＞P36

2

帥
一
壱
吋
一

2

06(1)

K(2)

C7(1)

K(2),C11(1)

C7(1)

K(4).C1(1).C11(1)

８
一

1

2

＜SK42

>SK41.43

<SK42

＜P70

C9(4),K(3)

－
２
’
４

K(9

K(4),C6(4),C2(2)

C6(6)C2(4)_C1(2)

K(2)

C6(1)

C11(5),C9(4)

K(l)

＞SK10

＜SK11

<SK14

調杏区西端

3

3＞P48

<P47．48

1

2

1

＞SK35.＜P49

＜P50.51.52

旧
－
７

２
－
４
’

1

3

３
２

5

１
’
３

9

2

(76）

フラスコ状(90）

内部に多くのP

＜P88

<P37

南は道路下で切れる

＞SK30

＜SK36

＜P61．62

NO 場所 平面形 大きさ 1-H十十器 石器’備考

SK68

SK69

SK70

SK71

SK72

SK73

SK74

SK75

SK76

SK77

A3

A3

A4

A3

A4

A4

A4

A4

A4

A4

不整形)56x(40)

不整形

不整形

不整形’54
円形’42
不轄形i~T回6x50不整形

44x32

円形44x(40;

48x(40)不整形

円形

不整形 52x(45)

８
９
０
１

７
７
８
８

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
SK82

SK83

SK84

B4

B4

B4

SK85

SK86

SK87 B5不整形 44x30

SK88

SK89

SK90

SK91B5

SK92FeM
副
一
別

SK95

SK96

SK97B5

SK98B5

SK99B5

SK

SK

SK

SK

SK

SK

SK

SK

郡
一
郭
一
郭

100A5

O11A5

02

03

04

05

06

07

四
一
四
一
柏

B5不整形

B5不整形

85不整形
I

B4

B4

“
｜
妬

B5

B5

B5

A5

緬
一
“

A5

楕円形

不整形

不整形

楕円形

不整形

楕円形

円形

不整形

月丸方形52x36

不整形216x140:G2(2),C1(1)
不整形130x9606(2)

不整形

隅丸方形

不整形170x90kuaciio)

楕円形40x38

不整形60x40,C9(3),cnm

不整形90x78

不整形60x22

不整形98x30

楕円形

不整形

不整形62x38

楕円形70x44

円形40x38

(60)x30

48

(40）

“
｜
州

40x32

80x40

106x50

60x46

60x48

く
く

（

C11(2) 9(1)

|C11(2)‘C10(1)

09(1)

106(1)

,I１
’
１
’
１

SK 1 z5

SK 2 A5 円形60x48

SK

部
一
斗

副
一
部
一
斗

副
一
部

ね
一
釦

３
－
４
’
’
５

6

可
〃
｜
’
（
ロ

師
一
妬
一
妬

“
一
郎

B6

師
一
郎

Sk 21 B6 不

SK

SK

部
一
部

SK

22

23

四
一
西

26

B6

師
一
師

B5

B6

郡
一
郭

SK

SK

幻
一
頭

29

30

SK

SK

副
一
郭

31

１
－
１

32

33

134 06円形

妬
一
唖

円形

円形

B5 不整形

A4

A4

楕円形

円形

72x56

46x44

Ｍ
ｌ
Ｍ

B4

B4 不整形 40x38

B6

B5

距
一
畷

不整形

円形

不整形

不整形

不整形64x20

不整形F90x45
円形52x40

不整形

48x36

110xllO

84x62

不整形185x120I2!<SP

56x55

40x(35

78x(44)

01(1).C2(1) 6

62x58

64x50

82x68 01(2X06(1;

1

1

Oil1

010(1)

06(1)

06(2),K(1)4

011(1)』
il－－

06(2XK(1)

<P74

<P77

<P78.＞P76

<P77

一
一
６
－
妬
蛇

一
一
一
榊
一
郵
都

<SK97

SB16立石遺構

>SK105

<SK104

<S卜

.75



50第4章縄文時代の遺構と遺物

＋

十

一F

*長さの単位は､cm・出土土器のカッコ内は､出土土

備考欄に記載の切り合いは､次の通り

＞切る、＜切られる

NO

SK

SK

35

36

場所

B6

A7

平面形

円形

不整形

大きさ

64x56

68x30

出十七器

09(2X06(1)

石弱’備考

2

SK 37 A7

SK138

SK139

SK140

SK141

SK142

B8

B8

B7

楕円形

円形

円形

152xlO6

56x52

86x74

SK143

SK144

SK

SK

45

46

B7

B7

C7

C7

不整形

円形

不整形

楕円形

(146)x103

66x54

96x85

100x(60)

092 ＜SK142

(53）

(70）

SK147

SK148

C7

C7

円形58x48

不整形 175x55

SK149

SK150

SK151 C7 不整形 61x32 <Sト 48

SK152

SK153

SK 54

C7

C7

C7

不整形

円形

円形

SK

SK

SK

SK

SK

SK

売
一
詣
一
印
｜
記

59

60

SK 61 B7 円形

SK

SK

62

63

B8

B8

円形

円形66x(60)

60x58

SK

SK

SK

SK

SK

SK

SK

SK

64

65

66

67

68

69

70

71

B8

C8

B8

B8

C8

C8

“
｜
配
一
一

不整形

円形

円形

円形

不整形

不整形

楕円形

不整形

80x68

72x60

74x62

80x78

46x30

(50)x46

110x80

40x38

06.011(3)

06(3.0111

01,02,07(2)

02.09,011(2)

K(1)

2

3

1

<P199,SK172

>Sト

<Sト

>Sト

<Sト

>Sト

<Sト

う3(51）

34

37（82）

36

39

ﾖ8

SK 72 、8 不整形 112x60 09(1) 1

SK

SK

SK

SK

73

74

75

76

D7

D7

D7

D7

不整形

不整形

不整形(70)x44

円形68x60

84x52

48x36

S}く 77 D7 楕円形 80x50

評
一
郭

評
一
郭

SK

Sド 83

副
一
斗

SF

Sド

86

87 D9’
密
一
昨

D9 f形

副
一
計

副
一
計

Sド

SF

SF

Sド

SK196

88

89

90

91

92

93

94

95

D9不整形

D8

D9

D9

D9

叩
一
曲

D9

D9

(60x48

不

不

不整形

円形

円形

隅丸方刑

円形

I形

I形

不整形

160xl35

70x72

58x58

80x78

130x98

78 C7 不整形 84x42

79

即
一
副
一
理

C7

C9

C9

C9

不整形

円形

円形

不整形

84

85 C9 不 i形

B7

A7 不整形 56x32

C7 不整形 70x68

C7 不整形 100x97 06(3X091) <S［ 4石組み遺構

C7 円形

、
｜
の
一
一
町

画
一
印

配
一
叩

円形

不整形

楕円形96x64

不整形214x70

不整形

不整形

不整形

円形

196x98

84x58

(110)x92

66x64

円形

74x32

60x56

74x32

54x44

84x64

(50)x44

72x60

88x78

180)x125

120xll6

76x48

DOx(80)

104x48

108x104

011(1)

一計

05(2)06(1) <SK148

>SK147

<Sト 48

02.09.011(2)

06(4)

06(3)

上部に立石(82）

(54）

<SK161

>SK160

<Sト う4

061

012

K1(2)

01(3)

02,07,09,011(1)

01,08(1)

02(2X07(1)

<SK176

>SK175

1

｜炉を伴う(52）
’

>SK188(51)

＜SK187

内部にSK193

(64）

>SK14370

>SK171

>SK179

<SK178

内部にもSK

184(50）>Sト

＜Sト

＞SK184

33,185

NO

SK

SK

SK

SK200

SK201

SK202

SK203

SK204

SK205

97

98

99

場所

C9

D9

［

E

E

E

E

E

E

）

）

）

）

）

平面形

楕円形

円形

不整形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

大きさ

90x64

140x

144

(120）

x92

62x54

48x48

62x48

60x38

54x48

出十十器

01(4)

6(1)

石
６
『
Ｕ
■

1

備考

<撹乱

フラスコ状(65）

SK206

SK207

SK208

SK209

SK2

SK2

SK2

SK2

0

1

2

3

E

E

E

E

E

［

［

［

７
国

］

〕

］

不整形

不整形

不整形

不整形

円形

１
１

竪形

140xlO5

(80)x52

(60)x30

i形不

不

62x(30)

140xl36

60x56

(60)x40

90x72

’

SK214 ［ 不整形I54x(30)I

SK215

SK216

［

［

不整形

円形

150x96

64x46

<SK2211

1

SK217

SK218

SK219

SK220

SK221

SK222

〔

（

く
一
く
く
く

。

３
１
’
１
’
１

醗
醗
砕
醗
醗
昨

1

SK223

SK224

SK225

SK226

SK227

［

［

［

［

［

。

,

1

111楕円形
2

不整形

不整形

円形

136x78Oil2

100x95

88x70

86x56

86x78

SK228 ［ 2 不整形 96x80 1

SK229 ［ 2 不整形 96x62 Oil5 3

SK230

SK231

SK232

［

［

［

2

2

3

円形

楕円形

円形

76x64

64x48

80x78

SK233

SK234

SK235

SK236

SK237

I

（

［

【

［

3

3

3

3

3

楕円形

不整形

楕円形

不整形

隅丸方形

64x46

84x50

114x96

88x72

110x(100)

SK238

SK23g

SK240

SK241

SK242

SK2431I

【

【

’

’

4

4

3

4

5

5

不整形

不整形

楕円形

不整形

円形

楕円形

(90)x48

92x56

80x52

94x62

118xllO

220xl20

<P271

<P272

(101）

48x48

56x52

76x23

70x58

70)x60

60x58

021

06(8X01(3)

C1(8),C6(7),C2(5)

>SK237

<SK236

1<SZO5

30

3

1<SK216>SK215

＞SK224

<SK223

3

(100）

>SKO3

<SK208

SB15内

<SB15内P

<SB15内P



第2表縄文時代のピットー覧表51

第2表縄文時代のピット一覧表

50x50

P03Iy2不整形24xl5
P04Iy2不整形28x12
P05iy2不整形24xl6
P06v2不整形22xl7

愉蚕区西端’二二L

－

十

’'楕円形

円形

伝

z2H形22x201

z2I楕円形28x22 34x28

(40)x36
←

z2不整形20xl21

z2円形18x18

－乏可~~不整形32x28
z2円形16x16

z2楕円形36x28 ’
z2円形30x24'
豆｜不整形i(30)x26i－－~~－
A2円形18x18

A2円形36x26
A2円形14xl4

A3円形32x30

A3楕円形28x24
A3円形16x16

A3不整形40x28

A3楕円形30x24

z3楕円形34x24

z3楕円形44x321K(1)
z3楕円形34x20
z3円形24x24

z3円形34x32!011(3),K(2)
z3円形20x2007(1)

‐
Ｉ

_ｰﾄーーー

2

I

鋤
一
恥
一
昨
一
恥
一
昨
一
恥 二-二二

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

’
Ｃ一Ｃ

Ｃ
Ｋ

叫
一
劉
型
犯
一
拠
妬

哩
一
“
｜
髄
一
釦
一
釦
一
釦
錨
一
報

Ｘ
Ｘ
Ｘ
ｌ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

睡
恥
》
｜
恥

P133B6円形38x38

P134B6不整形22x12>SK117

P135B6不整形28x16
P136!B5隅丸方形40x28

P137B6円形26x261

P138iB6円形28x28
P139!B6円形34x34!1

P140B6不整形(40)x3809(5X06(4)13<SK123
P141B6円形30x30;2

P142B6不整形(40)x34<P143
P1431B6円形42x40!>P142

P144186円形38x38TC8(4),K(1)
P14585不整形16x12
P14685円形12xl2

P14785不整形54x267K(1)"S¥
P148851楕円形32x22

'’22

P61IzSH不整形40
P62z3楕円形一羽
P63"y4円形24
P64y4不整形38
P65y5楕円形44
P66Ty5楕円形38
P67IztI楕円形30
P68z4円形20
P69iz4円形32

P70z4円形28
1=717z4円形32
P72lz4円形42
P73z4不整形26：
P74z4楕円形46

一

NO 場砂 平面形 大きさ 端〒宝禿｜|恒謝 備考

PO1

PO7

８
Ｑ
》
《
Ｕ

Ｏ
Ｏ
１

ｐ
‐
ｐ
‐
口
‐

P

Ｐ
ｌ
Ｐ

ｐ
，
｜
、

加
一
訂

Ｐ
－
Ｐ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｐ

【
『
Ｊ
｜
可
Ｊ
ｆ
ｌ
ｌ
、
『
Ｊ
｜
ヘ
剖
塑

P22

P23

P24

P25

1

２
’
３

２
ｌ
３

ｙ
ｌ
ｙ

y2円形30x22
y2円形12x15
y2円形28x26
y2円形26x22
y3円形26x26
y3楕円形36x20

z3円形30x28

z3円形36x34

z3I円形120x20

z3

円形

z2

z2

型
一
浬

z2

型
垂

円形29x28
円形20x18

楕円形46x24

円形35x34
円形34x34円形

20xl8

32x26

16xl2

18xl4

02(1)

P28 z2

昭
一
剛
雨

P32

P33

P34

P35

P36

P37

P38
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1.縄文時代の土器の分類について

戸入村平遺跡II出土の縄文土器は、早期・前期・晩期の小片を若干含むほかは中期中葉から後期の

ものである。当地の地域的特性から、多数の型式を含み、複雑な様相を呈している。今回の調査面積

は、前回の3/5程度であるが、その遺物量は前回にも勝るものであり、時期的には少し遡るものが多

い。本稿では、遺構内の土器を中心として報告する。遺構内出土土器については、炉付近．ピット．

床直上など、資料としての価値の高いものを優先し、覆土中より出土したものについては、大きな個

体、前回の報告にはない特徴的なものに重点を置いた。遺構外出土土器については、今回の出土土器

とともに前回の未報告分も合わせて報告する。（それら前回未報告分の土器については、挿図．図版

内で、番号とともにTMの記号を併記した｡）

なお、分類について、基本的には前回のものに合わせた。しかし、徳山地区は、関西系．北陸系．

東海系・信州系・関東系の土器がいずれも見られるなど、各地区との接点となっていると思われるた

め、それぞれの土器を既存の様式に当てはめることは避け、土器の特徴により分類することを優先し

た。そのため、前回の分類とは若干のズレがある。

〈早期の土器＞

S1群土器押型文のみられる土器。

S2群土器その他の土器。

〈前期の土器＞

Z1群土器前期の土器を一括した。

〈中期の土器＞

C1群土器多くは縄文を地文とし、貼り付け隆帯に爪形文や刺突文．刻日、あるいは半裁竹管に

よる沈線を施す土器。

A類縄文を地文とし、貼り付け隆帯に爪形文や刺突文．刻目によって文様を施す土器。

B類縄文を地文とし、幅の狭い貼り付け隆帯の両側に半裁竹管による平行沈線を施す土器。

C類縄文を地文とし、半裁竹管による平行沈線を施す土器。

D類地文が無文のもの。

C2群土器貼り付け隆帯による施文を基調とするキャリパー形口縁をもつ器形の土器。赤色の顔

料が施されていることが多い。

A類隆帯に沿って隆帯間に櫛描沈線を施すもの。

B類貼り付け隆帯のみで櫛描沈線が見られないもの。

C類貼り付け隆帯と太く短い沈線、あるいは刺突を併用したもの。

D類太く短い沈線を多用するもの。

C3群土器中期中葉の東海系の土器。

A類貼り付け降帯に沿って「〈」の字状の押し引き（連続刺突文）を施す波状口縁の土器。

B類口縁部に連弧状の文様を描き、隆帯で三角区画をつくるもの。
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C類口縁部が「〈」の字状に折れ曲がり、半裁竹管状工具による半隆起線、あるいは棒状工

具で施文したもの。三角陰刻のみられるものもある。

C4群土器中期中葉の信州系の土器。

A類器壁が厚く、口縁部には太めの隆帯があり、一様に刻み目が施されているもの。

B類器壁が厚く、口縁部に渦巻文、あるいは眼鏡状の把手のみられるもの。

C類A、B類にあてはまらないもの。

C5群土器中期中葉の北陸系の土器。

A類連続爪形文やへら刻みを施した貼付隆帯と半裁竹管状工具による無刻半隆起線で、渦巻

文などを施したもの。

B類A類にあてはまらないもの。

C6群土器縄巻縄文や撚糸文を地文とし、半裁竹管による平行沈線を施すもの。

A類縄巻縄文を地文とし、半裁竹管による平行沈線文を施すもの。

B類撚糸文を地文とし、半裁竹管による平行沈線文を施すキャリパー形口縁をもつもの。

C類撚糸文を地文とし、交互刺突による波状文を施すもの。

D類地文が条線文のもの。

C7群土器極端なキャリパー形口縁をもつ器形を呈し、口縁部には渦巻き文や楕円区画文を配

し、頚部には棒状工具による連弧文を施す土器。

A類張り出した口縁部が内誉するもの。

B類内脅した口縁部がさらに外反気味に立ち上がるもの。

C類A、B類にあてはまらないもの。

C8群土器口縁部の文様帯が前面に立体化し、口縁部上下2段の厚い貼り付け隆帯をベースにし

た橋状把手や装飾的な把手を発達させた土器。

A類口縁部文様帯の上に厚い貼り付け隆帯があり、内側に蓋受け状の段をもつもの。

B類口縁部文様帯の上に、やや外反気味に直立する口縁をもつもの。

C類A、B類にあてはまらないその他のもの。

C9群土器11縁部に隆帯による区画文を配し、区画内に縄文．刺突文．沈線文を充填する土器。

A類口縁部に隆帯による楕円区画文を配し、区画内に縄文を充填するもの。

B類口縁部に隆帯による楕円区画文を配し、区画内に刺突や沈線を充填するもの。

c類口縁部に隆帯による楕円区画文を配し、区画内に葉脈状の沈線を充填するもの。

D類A、B、C類にあてはまらないその他のもの。

CIO群土器口縁部の先端が波状で、突起状の山形をもつ土器。

A類上面、側面をもたず、平面的な突起を持つもの。

B類箱形、あるいは徳利状の立体的な突起を持つもの。

C類A、B類にあてはまらないその他のもの。

Cll群土器口縁部に沈線による文様の割り付けを施す土器。

A類口縁部に沈線による楕円区画文を配するもの。

B類渦巻文や同心円文が口縁部の主体となり、波頂部に位置することが多いもの。



第4節土器類 55

C類沈線で円形区画文や蕨手文・渦巻文などを施文し、間に刺突や沈線を充填するもの。

C12群土器無文系深鉢土器を一括した。

A類無文土器。

B類縄文土器。

C類櫛描沈線土器。

C13群土器型式および小時期不明の土器を一括した。

A類縄文を主体とする深鉢類。

B類貼り付け隆帯を主体とする文様を構成する深鉢類。

C類沈線や刺突を主体とする文様を構成する深鉢類。

D類浅鉢類。

E類壷形土器類。

F類その他、不明の土器。

C14群土器脚台部および底部を一括した。

A類胴部、把手部。

B類台付鉢の脚台部。

C類底部。

<後期の土器＞

Kl群土器後期初頭の土器群。その大半は中津式に類似するもので、一部に後続する福田K2式

・四シ池式段階に並行ものも含む。

A類沈線文区画内に縄文を施文する中津式系、またはこれに類似する一群。

B類A類以外の特徴をもつもの。

K2群土器後期前葉から中葉にかけての土器群。北白川上層式・－乗寺K式・元住吉山式・堀ノ

内式・加曽利B式に類似するものを一括した。

A類沈線区画内に縄文を持つもの。

B類沈線および刺突等で文様構成の主体的な要素とするものを一括する。

K3群土器凹線文・沈線を主体とする後期後葉の土器群。

A類凹線文を施し、宮滝式に類似するもの。

B類沈線による短線連結文などを施す八日市新保式の特徴を示すもの。

K4群土器注口土器を一括して本群とした。

K5群土器その他のものを一括した。

<晩期の土器＞

B1群土器晩期初頭の土器群で、北陸系の御経塚式・中屋式に類似するものをA類、東海系の寺

津式に類似するものをB類、大洞式に類似するものをC類とした。

B2群土器晩期中葉の土器群で、滋賀里Ⅲb式に類似するもの。

B3群土器貝殻による条痕を残す土器を一括した。

B4群土器櫛状工具による条線を残す土器を一括した。

B5群土器その他のものを一括した。
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第3表出土土器一覧表

’

I

1

’－ ﾘｰﾘ1

1 f－i

’

し－陰
I

十

丁

1

1

一

ヨ
‐

に仁
’ I

卜’'一
P91

P92

|｜
|’

’

十
|｜
ⅡI

｜ ’
’

一卜 ”
－
８｜’ 『

●

1̂

’

に
’｜’

’

3

｜’ ’

遺構名 SZCI C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 Cg C10 C11 胴部1C14
縄文|その他|底部

K 片
括
細
一

合計

SBO9

SB10

SB11

SB12 3

SB13 19 4 20 20 1 4 126 194

SB14

SB15

SB16

SB17

1

5

66

8

58

８
－
７

12

13

SB18

SXO1

PO1

PO2

PO4

P12

P18

P20

P22

P24

P25 |’

P28

P29

P31

P33

’ 2

2

2

7

26

4

11

7

28

6

13

P34 ’
P37

P39

P40

P44

P45

P46

P49

P50 ’ 1 1 18 Z’

P53

P54

P56

’
－
１

1

3

P58 ’
P61

P62 ’ ’ 1

P69

P70

P72

P73

P80

P84 ’
P85

P86

P88

P90

P93

P94

P95

P98

P99

P100 1 1 2 4

P102

P103

--戸105 1

P106

P108

P111

P113

P117

P139

P140

P141

P143

P144

’

F－

P147

P149

P150

P156

０
’

2 L－‐ _L－‐_

1

’

1

1

1

1 1

1

16

2

4

1

1

1

19

2

4

2

2

12 1 1 22

1

1 1

3 1

1

2

2

20

3

26

|’ 1

’
１

2 2

－
１

3 3
|’ 2

10

12

3

11

－ －

1

－－峠

1

10

10

２
－
３

3 12

70

4

3

1

10

20

28 3

26

5

24

262

25

23

12

34

5

1

598

2631

’1

’

2 3 粥
一

5 3 34 2 20 99 77 40 10 1249

44

２
－
２

11 3 24 318 21 353 417

|’

岸

2

3

26

1 21 3 3 29 2

2

2

19 4
、
０
ｄ

Ｌ
０
」 43 3 28

17

125 132 48 2

31

789

121

1233

1 1 ' 3

1

1

3

1

1

7

9

3

－
８
Ｍ
５

1 |’

2 4 2

4 1 5 10

「－－

4

’ 1

2

７
３

16 17

4
’
５

5

~3D 1t

16

22

1 21
3

1011

101J耳

8

6

1650

728

|’

1 1 7 9

47 1

12’12
L__‐‐_.__.‐一

１
’
１

１
’
２

1

53

16

93 94 33

L－
.

8
ｌ
ｆ

１
－
２ 1

70

102

78

167

5

32

6

5

33

6

1

1 6
Ｒ
ｕ

1

１
’

1

1 1

７
’
３
’

2

’
１
’

’

2 2 4 74

’
６
’
１

11 11

１
’

11

1

－－＋-－
２
６

57

30 1447 1832

1

2

3

55

2

2

4

60

4

７
５

ｑ
三
、
と

10 12

1

加
一
的

9

22

13

17

1739

825

752

3086

1590

190

3

28

8

5

2

14

３
’
３
’
２

1

85

6
－
６
｜
旧

5

13



第4節土器類57

’
I- ’ ２

２
1'1
』

！

－1
I

’
’

一+‐ －1

’

－－r-

|’ ｜ ’
’

1

’
1

斗一
~庁

↑

4

【3

－｢－
’_－上

I !

T一

’

2

’I

ー

H
二干

遺構名 SlZ
|’

C1 C2C3C4 C5 C6IC7lC8 C9 C10 en胴部

｜縄文|その他

C14K

底部
片
括
細
一

一
言
口

《
ロ 十

雨
一
”
一
恥

P169

P170

P171

P176

P177

P184

P185

P
＝

P187 |’

P188

P189 3

P193

P194

P195

P197

P198

P199

P249

SK1

SK2

SK3

SK5

SK11

SK16

SK19

SK20

SK21

SK27

SK28

SK29

SK30

SK32

SK調~’
SK35

SK36

SK37

SK38

SK40

SK41

SK46

SK48

SK49

SK50

SK51

SK52

SK54

SK55

SK56

SK57

SK58

SK59

SK60

SK61

SK62

SK63

言弄
十

SK69

SK70

SK71

和
一
岬
一
和
一
一
和
一
和

SK81

SK82

SK113

SK121

SKI22

SK123

一 －

'

｜ ’’

1

5 2 2

--トー

＋
’

|’

借 ト

’

罫

'’1
1

－＋－

言

二岸

１
一
一
一

2

’
１

’
１

-J－－1

一t二

|’ ’ 3

L－

2

4

’

'

|’

１
’

－ 岸
1

J 1

可。
－卜阻卜

－ト ｜

４
｜〒丁

|’

５
｜半

1

７
－

升

－－止
1

|’

二に一

。＝

１
’
２

1
|’

1

一
‐

｜

一

1

’11
1111

2

1

3

’ ｜’ 11

11

１

’

乍 一

|’

~一丁－

圭

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

’ 2 1127 32

T一一一一‐－

1 1 1 35

6

羽
－
６

’
1

1

2213 25 94
４
｜
｜
’

1

卜 1

４
｜
｜
｜
’

1

1

弓

－F

1

1

1

6 ４
’

1

8

2

｜_翌
’15

IB30

丁｢－‐－T

9

3

｜
-F

h

－

｢－－－

I

1

2

－－十一一

３
ｌ
９
ｌ
４
ｌ

訂
子
二
十
赴
計
』

’2

副
「
１

6 2

副
１
０ 1

１
’
4

1

5

4

－｢－－－－

5138

’1

J「 1

’
３

1

１
－
８

1

2

3

1

4

10

F

2

|I 1

2

１
１

1

24

11 13

28

2

1

2
R

1 1

－~IT－列

1

1121212
1131
1121214
311

1

’’

’
1

1

1

35

’1
1

’
一

2

15

15 31126

16 18

1

1

17

1‘5

副-歳 922

1 73

25

10 ３
’
６

１
２

４
’
１

３
’
－
２

6

5

2

「
》
６

１
’
３

6

7

396

26

2

16

16

13

335 369

5

17

26

28

13 15

201261
18120

二画_亡亜10
3川39

33137

8574

９
一

71

88

120

67

23

42

-喜一皇
,9計画：

121
82
｜
叩
一
岬
一
”
｜
羽
一
死

5

3

2

65

唖
一
羽
一
麺

５
’
８
’
７

０
’
６
－
２

５
－
４

１

２
｜
帽

17

15

8

20

配
元
一
卯

５
’
３

３
｜
別

1341
羽
一
訓
一
Ⅱ



58第4章縄文時代の遺構と遺物

’

3

'

=存
!

I’
1

」

’

一

丁

＋

Ilia層出十十器

’

斗一
‐

’

↑

一

－

3

』一一一

112

69
↑

1

Illb層出十十器

’

1766

1283

遺構名 S Z C1 C2 C3 C4C5 C6 C7 C8 C9 CIO C11 C14

縄文|その他|底部

胴部 K 片
括
細
一

合計

百頁両す

SK132

SK133

SK134

SK135

SK136

SK137

SK166

SK167

SK170

2 2

SK171

SK172 |’

SK181

SK182

SK183

SK200

SK201

2

1

２
’
１

SK206

SK207

SK208

SK210

SK221

8

SK223

SK228

SK229

SK231 一十一
SK237

－斗 '

と

|’

2

|’

3

1

｜ ’ ]－二
1

１
一

3 1’4 17 25

１
’
５

1

1 2 8 6 133

21' 4 28136

1

|’

7 ’

ﾄー

1

1 2 1 1

1

4

5

16

6

23

5

5 106 111

8 19

1 2 1 4 45 57

1 1

’

11
’

2

3

16 2

9

22

63

13

25

81

2 ’ ’3 5

－I

2

1 2

ひ 色 4 01

｜

８
’
１

７
’
３

2’

言「
35

3

49

7

１
’

2

88

96

120

127

1

1

2

114

引く9

１
－
５

３
’
４

6

.

場所

一ﾇテ

y3

S Z C1C2C3

’

C4 C5 C6C7
L

C8 C9

1

C10 C11胴部

縄文|その他

2 25 1

C14K

底部’

8

11

7

片
括
細
一

966

合計

3691

1010

y4 |’
詞
一
劃

z5

z6
可
Ｊ
ｌ
Ｐ
ｏ

Ｚ
五
Ａ

A6

A7

A8

A9

6

2

1

A10

B6

B7

1

2

8

1

14

2

2

4

1 2 5
｜
羽

4

12

2

4

2

２
２

283

240

504

307

256

581

B8

B9

BIO

B11

B12

C7

C10

印
一
曲
一
曲
一
叩

D11

D13

E11

35

2

20

3

E12

E13

2

3 1

１
－

’
－
２

３
－
１
’
７

2 4

3 1

１
’
２

’
３ 1

４
’
３

1 6

2

－ 陰

n

1 ’ 2 11 14

1

－
４
’
４

３
’

2

12

3 22 1 7 27 6 1 2 199 271

－

1

3 1 7

4

11111
2111

1 2

4 2 17 8 28 45 26 28 29 2034 2228

2
ワ

２
’

1114

6
‐
『
●
〕

1

15

1

30

26

13

23

6

17 3

653

1188

740

1277

61 1 3 21

‐ユL－－

12 2

胴
－
１
’
７
’
４
－
拍

1 3 11

31

5 3

1

143

166

’5 5

31 45 5 26 83 38 28 10

2

１
’
７

9

14

5

4 3 3 5 5 171 198

1 211

２
｜

31

11

5

7

1

3

2

2

７
一

433

333

95

493

弱
砺

－
３
－
１

1

6

3

1

1

Ｒ
〕
’
１
１

13

11

33

9

１
’
２
－

2

４
’
６

3 1

3591406

1491181

｜‐267

259

１
’
３

’7

－41－応
6123

加
一
叩
一
弱

旧
一
西
一
鋤

8

鋼
一
配

７
’
１

3

１
’
５

8
｜
妬

４
’
３

16 49 42 29 12 2383 2563

1 5

1 11 50154

一計一： ’
１

399

267

442

284

8 9

15 46 1375 1491

57

490

1517

55

724

1588

1547

1788

56

799

1730

1717

x2 3 2 3 1

y2

y3 3 1 9

１
’
５

’
１

y4
z2

z3

z4

4

2

19

’
４

卜訂
z5

z6~

1

2

10

1

2

網
一
Ｍ 卜；
A5

A6 L－－斗
旧
－
８ 5 1

7

22 5

7

16
、

●

２
－

25

3 12 2

1

１
’

２
’
３

５
－
２

０
’
７

１

15 2 1 1 1’ 1

１
’
７

1 1 12 2 7 13

4 5

B

11

3

4

15
｜
幻

45

167

帽
一
幻

7 11
ｑ
〕

11

4

’
１

2

3 7 19

’ 20

9 1 4 64 5

1 ３
’
１

5

416 64 48
11110 85

釦
一
刷

49 8

170125 30!4

１
１
Ｊ

■
●
Ｉ
」

13

6

6

22

3

8

33

306

538

1555

２
’
８

４
’
７

20

11

21

15

西
一
砲

895

1448

3280

旧
一
鋤

㈹
｜
Ⅷ
函
－
３

乃
一

2

訓
一
妬

7

3247

881

2587

763

2440

2759

860

2759

341

556

2

1536

3451

3687

1984

1425

958



第4節土器類59

I

’

土．
’

|｜
|’3

8

’

II層出十十器
元■.＝■弓．＝

一口向■■■

I

1

上一一

一

－’

☆胴部は､縄文とその他(葉脈状の文様や条線など)に分けた。

場所 S ZCIC2 C3 C4 C5 C6 C7 C81C9 C101C11 胴部C14

霜支席恥|底部
K 片
括
細
一

合計

－頁戸

A8
い
い

3

2

咽
－
６

A9

A10

A11

B5 51911 7 4 12

B6

印
一
郎

B9

B10

B11
ｑ
） 2 3’

B12

C5

の
面

C9

4

4

10

４
’
６

13

’

-J
－「

11

19.

14

CIO

C11

C13

29

｜’2

2 13 16

35

22

68

1

3

C14 11

C15 1

ハ
、
｜
『
Ｊ

ａ
ｌ
Ｄ

D8

D9

D10 1

６
’
７

17

6

14

26

_L

11

5

30

35

I

1 2

14

1

5

31 11

D11

D12

D13

“
’
３

26

1

2

D14

D15

｜’1

E10

E11

E12

2

13

4 1

El3 1 3

E14

E15

11 ７
’

合 計 ４
’

１
’

３
’ ’640 622 4710 13 1195 119 257 719 174 7254261 1276 1046一7百Tr7FT両 89990

I 6

｢－~7 10｜号
9 12

19

7 611 39 1 3 6 8

6

19

朽
一
刷 -：

1

1

斗一:ト升二一
１
０ ９

｜
枢

｜’21

－戸
3

92

6

4111 10 10 12 92 26 22

4113

|’
3 55 7 2 2

2 ’9 1

26 31 1

10

2
｜
旭

1 13 36 12

1

3 1

1 2 2

1

4 16

1

’7

12

3 世
－
３

24

36

4－4

2 6

1

4

1

121

11

１
’
’
２

70

’2

1 1 1

2

|’

|’

I
1

－
１

2

111

2

’
７
’
２

1

6

1

4
１
‐
．

Ｆ
▲
６
」 77 4

６
’
３

2

4

381981
11471 1

28

94

2

6

43

5

－
１

２
－
１

10

34

29

3

１
’

2

←T

｜
卵

踊
一
妬

八

3018120
161141

411

Z， J1U

1366

896

41§

1533

1086

497

35

34

54

107

6 ､」 ２
’
１4 13

3

37

５
一
一工

16

'’

1

７
’
６

8

2

1184

恥
一
卿
一
廼

副
詞
『
１

2

305

130

27

90

1090

503

449

1

20

１
’
３

2

1

13831660

3971421

77181

1

Ⅲ
－
３
’
３

３
’
１

二等罰二黒2

1 620

1881

『~－頭8T~393

＝L垂｢－5弱
411561167

二亜「刺

13

2006

708811

848959

104111237
201712274

708

15

2166

429

225

145

79

23

77-97
一一一一一一一一一一一一一一一

931243

847

252

251

83

〕1－

C6

〕7－｜後期
C11

x3 20 25 1 9 784 839

壁
油

3
1（ ｜

梱

泌
盃

1

6 一キ
z4

z5

調
一
が

z8

z9

A3

A4

A5

A6

A7

5

1

３
’
１

5

2

3

２
’
４

13

8

42

91

43

14

6

29

6

27

72

19619

2

251

1
2

型
－
３

８
’
四

1

1

12

12

3

2

5

8

17

33

449

-淵認
777

182

74

302

63

59

290

683

49

529

204

84

361

72

96

403

918

A8 28

A9

A10

A11 17 561
A12

B4

１
’
２

２
２ 1

34

42

37

471
函
一
郎

B7 16

B8

89

B10

30

11

19

124

フ1

51

11

1

4

7

7

322

411

381

486

511

459

B11 1 34 3

B12

B13

2《

20 151 19

|’ 37 37

7

3 11 |’

2 2

188

220

95 2 11

5

872

960

11961

1225

８

副
－
４

5

14 2

３
｜
Ⅲ

83

241

119

332

1 80 84

5 苫 1073

｣匪笥！ 輯h

一括

~”

82

4 41 52

10

4

804

525

1004

602

４
’
３

391

313

433

335

1169

87

〕1－

C6

〕7－

C11

lユアワヨ

B14

B15

B16

C7

C8 22 26 15 1

C9 71 19 1 127 218

C10

C11

C12

>13

C14

C15

C16

〈
、
妄
○

４
５

4

川
－
７

D10 11 38

D11

D12

D13 1 1 46 48

D14

D15

D16

E10

E11

1

1

14 9

ｑ
】

10

2

3

38

12

149

E12

E13

E14

E15 2 1

E16

合 計 594 1873 415 141210

11

12831

11

15937

2 6 8
●
６
℃ 30

103 3

13 4 1 48166

ｑ
〕

1 1 2 1

24 3

盟
一
７

39

8

言

5
－

8

1

11

3

1 5

1

394

1541264

460

2

一
ｍ
班

１
丁

一
一 117 191

564

23

1

２
’
７

84

103

126

174

｜
狛

一
‐

１
’
１
’

刃
一
ｍ
一
掴
一
鯛

’
’
十
ｌ
半
１
１
今
，
１3

47

131

133

12

89

I砦1コ 珊片

一括

1

~”

1

２
６
６

８
８
３

55

48

鯛
一
幅

185

３
’
３

２
’
９

91

39



60第4章縄文時代の遺構と遺物

2．遺構から出土した土器

遺構から出土した土器は、19,203点である。住居跡においては、炉内出土、床面直上、埋髪を先に、

ピット内、覆土出土土器をその後で一括して報告する。（なお、それぞれの遺物には、出土箇所を記

載するが、記載しないものは覆土出土とする｡)なお、本遺跡の住居跡への土器廃棄は、その多くが吹

上パターンと考えられ、住居跡の覆土が土器集中区となっている場合が多かった。

(1)第9号住居跡出土の土器(SB9)(第44図、1001～1035、図版11，12)

第9号住居跡からは、1,739点の土器片が出土した。この箇所は、旧村道直下でもあり、撹乱がひ

どく、まとまった土器片はほとんどみられず、摩耗の激しいものが多かった。これらのうち、35点を

図示した。

床面直上より出土した土器(1001～1002)は、炉石の両横の、ほぼ床面と思われる箇所から出土した。

1001は、Cll群B類で、波状口縁の波頂部に沈線で渦巻文が施されている。また、口縁上部には、斜

行の平行沈線がみられる。1002は、C1群C類の胴部で、地文は縄文により施し、浅い半裁竹管で竹

管幅の縄文を消すような状態で平行線が施されている。

C1群(1003～1011)1003は、al4出土であるが、1002と同様で、口縁上部から内側にかけて縄文が

施されている。1005,1008はA類で、縄文を地文とし、貼り付け隆帯に刻みが施されており、1005は、

口縁上部から裏面にかけて縄文がみられる。1009～1011は、C類。地文は縄文で、半裁竹管による平

行沈線が施されている。1010は、上部から裏側にかけても縄文がみられる。1004は、上部が尖った三

角状の隆帯が貼り付けられ、隆帯の上部にだけ刻み目がある。1006は、a23出土の口縁部で、上下に

刻みのある隆帯があり、その間に波状の隆帯が施されている。1007は、波状口縁をもち、口縁上部に

沿って撚糸が施されている。波頂部から下部、あるいは口縁に沿って左右に2本の隆帯が貼り付けら

れ、その間に等間隔に刻みが入れられている。

C6群(1012～1015)1012,1013は、地文に縄巻縄文をもち、1012は、波状の口縁に沿って刺突がみ

られる。1014,1015は、地文が撚糸で、半裁竹管による平行沈線で文様をつけている。口縁部はキャ

リパー形をなす。

C7群(1015)口縁部が、キャリパー形を呈していると考えられ、半裁竹管状工具で区画し、その内

部に沈線を施している。

C9群(1017～1021)1017は、alOの出土で、突起物をもつ渦巻状の隆帯と、その横に浅い葉脈状の

文様をセットでもつ。1018,1019は、波状口縁で、隆帯と刺突で構成された渦巻文を波頂部にもつ。

1020,1021は、ともにa30の出土で同一個体で､ある。口縁部に小さいながらも突出部がみられ、CIO

群との関連も考えられる。文様は、隆帯とその両サイドの刺突により構成される。

Cll群(1022～1023)ともに口縁上部に縄文をもつ。文様は、沈線により施されている。1023は、a

29の出土である。

C13群(1024,1026,1029,1030)型式不明の土器である。1024は、口縁部がやや厚く、3本の沈線

が施される。1026は、a27出土で､、口縁部がやや内側に曲がり、上部に刻み、胴部に3本の沈線が施

される。1029は、キャリパー形口縁をもち、刻みの入った隆帯とともに、箆状工具による深い圧痕が

みられる。1030は、キャリパー形口縁で､上部が縄文で下部が無文、その間に深めの刺突が施される。
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C14群(1025,1027,1028,1032)1032以外は、胴部片である。1025は、al6の出土で、隆帯と沈線

による葉脈状の文様がみられる。1027は、a24出土で、刻みの入った隆帯で四角形の区画をつくり、

その内部に縄文が施される。1028の地文は縄文で、3本の沈線が入る。1032は、all出土の厚い脚部

で、葉脈状の文様がみられる。

後期（1031,1033～1035)1031は、allの出土で、口縁部がやや厚くなり、3本の沈線の間に縄文が

入る。1035は、口縁上部がT字状に発達し、上部に沈線が施されている。この両者ともにKl群B類

である。1033,1034は、注口土器の一部と考えられる。1033は、本体上部で浅く細い沈線が弧状に施

されている。1034は、把手部分であると考えられる。

(2)第10号住居跡出土の土器(SB10)(第If)～47図、1036～1061、図版7，12，13)

第10号住居跡からは、825点の土器が出土した。この住居跡の場合、ピットが明確に検出できず、

ほとんどの土器は、覆土より出土のものである。このうち26点を図示した。

炉石下より出土した土器(1035)C6群で、撚糸を地文としており、半裁竹管により平行線や波線を

施している。

炉内・床直上より出土した土器（1037,1038)1037は、炉内より出土した。C8群で、波状口縁の波

頂部が立体的把手状になっている。胎土は、赤茶色っぽく、文様はない。1038は、炉北部の床直上と

思われる浅い土坑(SK(3))から裏向きに貼り付けられたような状態で出土した。C8群の土器で、

口縁部に多くの把手をもち、内部には蓋受け状の段をもっている。

C5群(1039,1040)ともに撚糸の地文に半裁竹管で平行沈線を施している。1039は、b2より出土。

C9群(1041～1044,1051)1043は、隆帯区画内に縄文のみられるA類で、1041,1042は、隆帯区画

内に刺突のみられるB類である。1041は、摩耗が激しいが、1042と同一個体だと考えられる。1061は、
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覆土中より散らばって出土したもので、器壁は厚く、硬質である。口縁部は隆帯で区画されており、

区画内に縄文(LR)が施されている。口径40cm、高さ55craで、底部は欠落している。割れ口は、ほと

んど輪積み接合部で、出土土器片は、長方形のカンパン状で数多く出土した。

CIO群(1045～1050)1045は、波頂部の下方にあたるが、他はすべて波頂部を示す。1046は、裏側の

欠落が多く、その形状は難しいが、山形の突出した口縁をもち、沈線と刺突で施文してある。1047,

1049は、火口状の突出部をもち、文様は渦巻文、あるいは蕨手文が施文されCll群にも近い。1048は、

Ill形状の波頂部をもち、渦巻文と刺突により施文している。1047～1050は、いずれも口縁部で内部へ

折れ曲がっている。1050は、床直上に近い浅い土坑(SKR)で、集中して出土した。山形状の波頂

部であるが、前回調査分にもなく、また当遺跡付近でもこの器形はみない。茶褐色の胎土で口縁部で

は内部へ大きく折れ曲がり、その上部にも沈線で渦巻文を施す。波頂部は5単位で、口径は29cm、底

部は欠落している。

Cll群(1051～1054)いずれも小片である。1052は沈線と刺突、1053は葉脈状文、1054は沈線により

施文されている。

C13群(1059,1050)1059は、口縁上部に斜行の沈線があり、その下に竹管で横に円形刺突を施して

いる。1060は、I｣縁に近い部分と考えられる。直角に屈曲した部分には、櫛描きがされ、その両側に

は沈線が施される。その他の部分は無文である。

C14群(1055～1058)胴部片で、1055は隆帯上に刺突、その下には縄文が施されている。1056は、縦

の隆帯の問に葉脈状の文様が施される。1057,1058は同一個体で、いずれも太い沈線区画の内部に縄

文が施されている。

(3)第11号住居跡出土の土器(SB11)(第IN～50図、1062～1091、図版7，8，13，14)

第11号住居跡からは、752点の土器ﾉﾔが出土した。住居跡そのものは各所が破壊されているが、土

器は、覆土で、土器集中区状態で出土した。それらの多くは、大きな個体で出土している。

炉石下より出土した土器(1063)C1群A類で、口縁部はキャリパー状をなし、細い貼り付け隆帯の

上に刻みが入れられている。降帯間には、沈線の残る部分がある。

炉内より出土した土器(1062)C7～C8群と同時期のものであると考えられる。胎土はI'lっぽく

(10YR7/3)､地文は無文で、口縁部には細く深い沈線により文様がつけられている。内面には炭化

物が多く付着している。

C2群(1064～1069)いずれも基調は貼り付け隆帯によっており、1065,1067はA類で隆帯間に櫛描

沈線がみられる。1064,1066はB類で、隆帯のみで施文しており、1068,1069はC類で、隆帯ととも

に刺突を併用している。

C6群(1072～1078,1079)地文が撚糸文で、キャリパー形、縁をもち、いずれも半裁竹管により施

文している。1078は、頚部に無文帯をもち、胴部は細かい撚糸を地文としている。

C7群(1070,1071,1080)1070,1071は、同一個体。地文が縄文で、口縁部はキャリパー形をなし、

細い貼り付け隆帯が施される。1080は、〈の字状に折れ曲がる、縁をもち、棒状工具により施文され

ている。

C9群(1073,1082～1085)いずれもA類で、1073,1082以外は、小片である。1083,1085は、11縁
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部の隆帯区画の内部に縄文がみられ、1084は、隆帯区画のみの部分である。1082はSK⑥の土器集中

区からの出土で、口縁が突出しCIO群につながるような箱状把手をもつ。縦横に楕円孔が貫通し、刺

突列で文様を構成している。1073もSK⑥の出土で、口径が約50cmで、U縁部だけ約1/2残存してお

り、下部はない。SB10出土の1061に比べ、大きさではまさるが器壁はやや薄い。渦巻文を含む楕円

区画をもち、区画内には縄文(RL)が施されている。

CIO群(1074～1076,1081)B類で、いずれも徳利状の突出部をもつものである。1081は、徳利状で

はないが、SB18の土器集中区A出土の1398と同様で、徳利状突出部の間に位置するIll形突出部であ

ると考えられる。1074は、SB11南部の土器集中区(SKR)より出土した。徳利状突出部が8単位

で、ほぼ大小大小と続く。11縁上部は蕨手状に近いが、下部は連結渦巻文と区画内の綾杉文によって

構成されている。口径は約30cm、高さは約37cmである。1075は、1074の出土したSK⑧のやや北部で、

プラン検出時のレベルで、これより約5cm高いSK⑦より出土した。口縁部には、突出した徳利状の

口縁がみられ、上部に刺突列をなした貼り付け隆帯により、波線、渦巻文、楕円区画をつくる。口縁

部には横で、胴部では縦でつくるが、いずれも細かい沈線で綾杉状文様を施文している。

Cll群(1077)胎土が他の土器に比べ非常に黒い(10YR5/1)。地文に縄文(LR)をもち、口縁部には、

沈線により区画がなされているが、規則的ではない。出土は、SK⑥から1/3程度出土し、残りは周

辺部より分散して出土した。口径は、約40cmである。

C12群(1090)無文系浅鉢土器で、口縁上部が細かい波線状で、胴部は箆状工具で調整がされている。

1074と同じSK⑧で、口縁を向き合わせ重なるように出土した。

C13群(1086～1088)D類の浅鉢で、1086,1087は、U縁上部に幅約1mmの帯をつけ、胴部は無文で

薄い。SB12出土の浅鉢1155に類似すると考えられる。1088は、口縁上部がやや厚く、沈線により文

様を付けている。

C14群(1089,1091)1089は胴部で、沈線による楕円区画、渦巻文などで文様を構成し、区画内に結

節縄文がみられる。1091は、底部で側面、底面に文様等はみられない。

(4)第12号住居跡出土の土器(SB12)(第51～55図、1092～1170、図版7，8，15～18)

第12号住居跡からは、3,086点の土器が出土した。この住居跡からは、埋髪・炉内出土の土器、床

直上の土器、それに覆土からは数多くの土器が出土した。床直上からはC6群の土器が出土し、覆土、

あるいは覆土への掘り込み土坑(SKR,(2))からは、C9～CIO群の土器が集中して出土した。完

形に近い形に復原できたものは、覆土からの出土が多かった。

埋雲(1092)dl4から逆位で出土した。底部はなく、出土時では、頚部から、縁部にかけてのみ確認

された。埋設されたピットの底部には、大きな角喫があり、その上に口縁頂部を接し、逆位で埋めら

れていた。C6群の土器で、地文は撚糸、口縁部には半裁竹管で上下の平行沈線、その間に三角状の

文様や弧状文が施されている。口唇部は、わずかに外反し6単位の波頂部をもつゆるやかな波状口縁

である。また口縁頂部から内側にかけて、刻みが入れられている。

炉内出土の土器(1093)C6群B類の胴部片である。地文は撚糸で半裁竹管の平行沈線により文様を

施している。頚部には、無文帯があり、その下には平行線とともに連弧状の平行沈線が2列に施文さ

れている。表裏ともに炭化物の付着が著しい。
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床面直上出土の土器(1094～1099)1094～1097は、C6群B類である。1094,1097は胴部片で、とも

に撚糸を地文とし、1094は、波状の平行沈線とともに箆状工具による押し引き、1097は平行沈線で波

線とともに連弧状の文様を施している。1098は浅鉢で、約半分が完全な形で残存している。無文で器

壁は厚く硬質である。内面の底部あるいは外面口縁部に赤色顔料の付着が認められる｡1099は底部で、

側面は地文に撚糸が施されている。底面には、内にむかって凹みがみられる。（出土位置については、

第17図参照）

C2群(1100～1104)1100，1101は、同一個体で口縁部は内脅しており、貼り付け隆帯のみで施文さ

れている。1102は、貼り付け隆帯が縦横に施され、その交点で突起状に尖っている。また隆帯間には、

刺突が施されている。1103は、隆帯を貼り付け、その間に爪状の刺突を施す。口縁部は、内脅し内側

に刻みがみられ、赤色顔料の付着も認められる。1104は、隆帯により施文し、縦に2個の団子状の貼

り付け突起がみられる。

C3群(1105,1106,1108、1109)1105は、器壁が厚く、口縁部にくの字状の連続刺突文が施されて

いる。1105は、波頂部で､細かい沈線が施されている。胎土は､茶褐色で金雲母が多くみられる。1108,

1109は、いずれも口縁部がくの字状に折れ曲がっており、1108は、半裁竹管状工具による半隆起線に

刻みが入れられ、区画内に三角形の陰刻がみられる。1109は、口唇部が厚くなり刻み目が入り、眼鏡

状の貼り付け隆帯が施されている。なお1108は、2個体を接合したものをここでは表示しているが、

右半分はSB16の覆土中より出土している。

C5群(1107)器壁が厚く茶褐色で、徳山産とは考えられない土器である。口縁部に渦巻文、箆状工

具による押し引きがみられ、内面には円形状の隆帯貼り付けの一部が残存している。

C6群(1110～1133)1110は、箆状工具による沈線により施文し、口縁部は外反し、口唇部には縄巻

縄文がみられる。mi～1113はA類で、地文は縄巻縄文で、半裁竹管による平行沈線が施してある。

miは、口縁部でやや内脅しており、口唇部裏側にも縄巻縄文を施している。1114～1124はB類。地

文は撚糸で､平行沈線により施文がなされている。1115と1116,1118と1121は、同一個体である。1114，

1117，1121は、口唇部裏側に撚糸文がみられる。1119は、口唇部が立ち上がっており、半裁竹管によ

る平行沈線が施されている。1120は波状口縁で、口縁上部に箆状工具による刺突がみられる。1122は、

床直上出土の1095と同一個体と思われる。1125～1131は、C類である。1126,1130,1131は、撚糸を

地文とし、波線上下には半円形の刺突状のものがみられる。1127,1128は、交互刺突による波状文を

施している。1125，1129は、刺突、波状線とも浅く、文様は明瞭でない。1132は、地文が撚糸で、口

縁は内脅し波状をなす。また、口縁に沿って箆状工具による連続刺突が施されている。1133は、キャ

リパー形口縁で、撚糸文を地文とし細い粘土紐により隆帯をつけている。

C7群(1134～1137)1134～1136は、口唇部に刺突列、その下に平行沈線が施されている。1137は、

極端なキャリパー形口縁をなし、口縁部には棒状工具で沈線による横三日月状区画を作り、その内部

は短い縦の平行沈線を施している。また横への突出部もあり、周辺部には円形刺突もみられる。頚部

はあまり残っていないが、無文であろうと考えられる。

C8群A類(1138)覆土への掘り込みのSK①より出土した。口縁部の橋状把手は欠落している。残

存している上部は、波状をなし、波頂部には穿孔があり、まわりには幅の広い沈線とその内部の刻み

により文様を構成する。頚部は無文であり、胴部には渦巻状の隆帯と、その間には刻みが施されてい
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第55図第12号住居跡出十十器(5)（,/3）

る。内側には蓋受け状の段が作られている。残存部分は胴上部までであるが、この下は半球形を呈し

脚台がつく可能性がある。SB10の1038と同類の報告ではあるが、傾向をやや異にするものである。

C9群(1139～1152,1154)1142～1144は、A類。口縁部に隆帯による渦巻文、あるいは楕円区画文

を配し、その区画内に縄文を施すものである。1044は、波状口縁をなし、波頂部に渦巻状の突出部が

みられ、CIO群B類に近いものがある。1140,1145～1147は、B類。1140は、覆土への掘り込みのSK

②から出土している。4単位の波状口縁をなし、口唇部、胴部楕円区画内に縄文が施されている。口

縁部は隆帯で楕円区画がなされ、その内部には多くの円形刺突が充填されている。頚部、あるいは底

部の周囲には、縦長の楕円状の刺突が横一列に施されている。1145は、SK①より出土した。胎土は

白っぽ<(10YR6/2)､波頂部は5単位で、肥厚した口縁部をもつ。隆帯で楕円区画部を作るが、内

部には文様はない。頚部から胴部にかけて、縦の隆帯と区画内に斜行する沈線が施される。1146もS

K①よりの出土で、外反した厚い口縁部をもつ。波頂部には幅の広い隆帯で渦巻文をつくり、横に隆

帯による楕円区画をもつ。区画内には、円形刺突が充填されており、頚部には縦長の刺突が施されて

いる。胴部には、かすかながら斜行する沈線がみられる。1147は、口唇部に炭化物が厚く付着してい

る。櫛状工具により斜めに施文され、その下のわずかに残る隆帯区画内には、箆状工具による沈線が

施されている。1139,1148～1154は、D類である。1139は、波頂部にあたるが、隆帯で渦巻文を施し、

その隆帯間の溝に沿って、先の尖った棒状工具で刺突が入れられている。1148は、波状の口縁で隆帯

区画をもつが、区画内は欠損している。1049,1050は、同一個体と思われる。上部で折り返し、二重

に貼り付けた厚い口縁部をもつ。上部、側部の穿孔部を中心として沈線で文様をつけている。1151,

1152は、ともに半円形の波頂部をもち、中央の穿孔を中心として、渦巻状の沈線とその溝に沿って施

される円形の刺突により文様が構成される。1154は、SK②の出土で、幅広の厚い隆帯で渦巻文を作

っている。隆帯間の溝に沿って、先の角張った棒状工具で刺突を施している。胎土は、1145同様で白

っぽい｡(10YR7/2)
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第56図ピット1．2出土土器

CIO群(1153,1156,1158,1160)1153の文様は、1151,1152につながるものであるが、突出した徳

利状の口縁をもつということで、CIO群とした。渦を巻くような状態で突出しており、上部、側部の

穿孔部を取り巻くように、沈線、その内部に刺突がおびただしく施されている。1156は、その多くが

SK①の出土であるが、一部はB6グリッドからも出土した。箱状に突出した口縁をもつが、その頂

部では穿孔部を中心として渦巻状になっている。沈線で渦巻文をつくり、突出部には竹管による円形

刺突、胴部あるいは突出部の折れ曲がる部分には、わずかに縄文が残る。1158,1160は、突出部と突

出部との間の部分で、沈線を中心として施文されている。

Cll群(1157,1159,1161)いずれもB類で、区画の全体はわからないが、内部に沈線・刺突がみら

れる。

012群(1165)口縁部でやや外反している無文系深鉢土器である。

C13群(1155,1162,1164)1155,1164は浅鉢である。1155はSK②より出土した。胎土が浅黄色(7.5

YR8/3)で、器壁は薄い。口唇部に隆帯の貼り付けがみられ、上部に刻みが入れられている。底部

付近には、炭化物が付着していた。1162は、地文に縄文がわずかに残り、上部には沈線内に爪形の刺

突が施される。

C14群(1163)台付鉢の脚台部で、2カ所の穿孔部をもつ。

後期（1166～1170）いずれも沈線区画によって縄文の施されている箇所と、そうでない箇所がある土

器である。1170は、注口土器の注口の部分である。

(5)Ⅲ層上面のピットより出土した土器（第56図、1171～1176、図版19

①ピット1(1175,1176)1175は、C9群で、口縁部に隆帯で渦巻文が施してある。同一個体ではな

いが、SB12出土の1154と胎土、施文方法等似たところが多い。1176は底部で、下部は欠落している

ものの、脚の部分が残存している。上部より縦の隆帯があった痕跡が残る。

②ピット2（1171～1174)1171はC6群B類。地文は撚糸文で、半裁竹管による平行沈線、波状線が
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みられる。また口唇部裏にも、撚糸は施されている。1172～1174は、CIO群B類である。1172,1173

は、同一個体で、波頂部が円柱状に突出しており、渦巻文とともに溝部分には箆状工具による細かい

刻みが入れられている。1173は、突出部の間にあるもので、把手状で横に通る穿孔をもつ。1174は、

遺構外出土の1669(A6グリッド出土）と同一個体で、1174の上部には火口状の突出部がつくものと

考えられる。口縁部の沈線の区画内には縄文が施されている。

(6)III層上面の土器集中区(SK1、SK2)(第57,58図、1177～1211、図版19，20)

①SK1(1177～1194)ここから出土した土器は小片が多く、ほとんどが後期のものであった。

K1群(1177～1181)1177は、口縁部が内脅し、口縁に平行する2本の沈線の問に縄文が施されてい

る。1178～1181は、口縁がくの字状に屈曲して肥厚し、その上部には平行沈線が施されている。1179

は縄文、1181は刺突列がある。

K2群(1182～1188)1183,1184は同一個体で、口縁部には沈線が施され、その細長い区画内に縄文

が充填されている。また、この2個体については、沈線の内部に赤色顔料が多く残っていた。1186～

1188も同様であるが、前者よりやや沈線間が広い。1188には赤色顔料がみられる。1185は、三角状に

突出した口縁をもち、その頂部には球状の玉が2個あり、それをSの字状の隆帯でつなぐ。口縁の屈

曲部分には、1183～1188と同様で、沈線区画内に縄文が施される。1182は、波状口縁で波頂部はやや

厚くなり尖っている。表面には細長い刺突と沈線の文様がわずかにみえる。

K4群(1194)注口土器の注口部であるが、先端部が折れている。器形は、接合部分にむけて急に拡

大しており、接合部で径6cmである。

K5群(1189～1193)1189は、横へ突出した把手部と考えられるが、器形はよくわからない。1190は、

口縁の突出部と考えられる。表面には沈線、裏面には沈線と小指頭大の圧痕がみられる。1191は、表

面は無文であるが、口唇部裏側上部より1cm程度の箇所で帯状に撚糸が施されている。1192は、皿状

のものと考えられる。外面は無文で、内面の口縁に沿って先の丸い棒状工具による連続刺突文が施さ

れている。1193は、底部である。表面は無文で、内面底部は曲線状に底に下がっている。

②SK2(1195～1211)ここから出土した土器は、中期後半のものが中心であった。

C1～C6群(1195～1198)1195はC1群で、遺構外のBll、Ellグリッド出土の1505,1506と同一

個体であると考えられる。縄文を地文とし、貼り付け隆帯に連続押し引きの刻み目を施している。口

唇部裏側には、深浅浅の縄目文様がみられる。1196～1198は、C6群。地文は撚糸文で、半裁竹管に

よる平行沈線を施すものである。1198は、口唇部が外反し交互刺突による波状文もみられる。

C9群(1200～1203,1205,1206)いずれも口縁部に隆帯による渦巻文、あるいは楕円区画文を配し、

1205は区画内に縄文、それ以外は区画内に刺突や沈線を充填している。

CIO群(1199,1204,1207)1199は、SK2南西部の大きな角探片の下より出土したもので、口径は

22cmで、口縁部には4単位の徳利状突出部をもつ｡突出部と突出部の間は、内側に大きく折れ曲がり、

隆帯は突出部頚部を巻き、一部は下方に伸びて渦を巻く。その隆帯上には方形の刺突列が施されてい

る。胴部は、幕状に隆帯が下に垂れ、その区画内には、櫛状工具で細かく格子状に線が施されている。

胎土は白っぽ<(10YR7/3)､外面、内面ともに炭化物が多く付着している。器形は胴部がわずかに

くびれ、底部は残存していない。1204は、四角な突出部で、1207は、突出部と突出部の中間部である。
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1207は、隆帯区画内に縄文が施されている。

C13～C14群(1208～1211)1209は、浅鉢で、側部には隆帯が施され、隆帯上に刺突列がある。底部

には厚く炭化物が付着している。1210は胴部で、隆帯間に沈線で葉脈状の文様が施されている。1211

は底部で、底面には網代痕がみられる。

(7)第13号住居跡出土の土器(SB13)(第:.!)図、1212～1228、図版18

第13号住居跡からは、194点というわずかな土器しか出土しなかった。そのほとんどは、C1、C

2，C6群に含まれる。ここで､は17点を図示した。

炉横に貼り付けられていた土器（1212～1214）この3個体とも、同一個体である。C6群A群で、縄

巻縄文を地文とし、半裁竹管により平行沈線を施している。表面の各所には厚く炭化物の付着が認め

られる。1213には、頚部付近に半裁竹管による波状文がみられる。SB15^SB17の床面貼り付けと

は異なり、小個体が多かった。

C1群(1215,1217～1220,1223)1215(e23)は、波頂部で貼り付け隆帯上に刻み、半裁竹管状工

具による爪形連続刺突、隆帯に沿った刺突列が施されている。n縁裏側には、縄文が施されている。

なお、土器片左下には、補修孔と‘思われる焼成後の穿孔がある。1217は、地文が縄文で蝿、三日月形に

隆帯が施されている。1218(e18)は、縄文の地文の上に半裁竹管により平行沈線が施してある。1219

(e9)は、キャリパー形口縁をもち、口縁に沿う形で隆帯が貼り付けられている。1220(e5)は、

地文が縄文で¥p縁上部は折り曲げられ肥厚している。1223は、半裁竹管状工具による平行沈線がみ

られる。

C2群(1221,1222,1224,1225)1221,1222は､同一個体である。隆帯と刺突により施文されており、

赤色顔料の付着が認められる。1224と1225は、キャリパー形、縁をもち、前者は横の2本の隆帯と、

縦の細長い刺突列により文様をなす。後者は、横の隆帯とその上下のPJ形の刺突により文様をなす。

C6群(1216,1226～1228)1226(e28)､1228は、縄巻縄文を地文にもち、半裁竹管の平行沈線によ
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り施文をしている。1216の｢I縁は、波状をなし上部には刻みが入っている。表面の炭化物の付着は著

しい。1227(e23)は、地文が撚糸で半裁竹管による平行沈線が施されている。1228は底部で、底面

が内側へやや窪んでいる。側面には撚糸が施されている。

(8)第14号住居跡出土の土器(SB14)(第60～(i2図、1229～1280、図版8，21～23)

第14号住居跡からは、1,590点の土器が出土し、その多くはC9群～Cll群のものであった。ただ

後の掘り込み等、撹乱が多くみられ、土器片も小さいものが多かった。住居跡南部の土器集中区出土

の土器も含めて52点を図示した。

石組み遺構付近の土坑より出土した土器（1229～1231)1229は、C9群の土器で、波頂部に隆帯によ

るI']形区画をして、その区画内に短い沈線で．施文している。1230は胴部で､、沈線の楕Iリ区1町の内部に

葉脈状文が施されている。1231は、C2群で、縁部がくの字状に屈曲し、頂部上には刺突列、胴部に

は縦の降帯が施されている。

C1群(1232)SK158より出土した。地文は縄文で、貼り付け隆帯に刻みが入れられている。

C2群(1233,1234)1233はA類で、小片ではあるが縦の隆帯の間に櫛描沈線が施されている。1234

は、D類で、キャリパー形口縁をなし、太く短い沈線で施文している。

C3群(1235)A類で、、縁部がやや屈曲し、11縁線に沿って〈の字状の細かい連続刺突が施されて

いる。

C6群(1236～1243)A類は、1236,1237(SK158)､1240(SK150)で、ともに縄巻縄文を地文と

し半裁竹管による平行沈線で施文している。1241(SK158､1243(f9)はB類で、撚糸文を地文と

し半裁竹管によって平行沈線を施している。1242(SK158)はC類で、撚糸文を地文とし、交互刺突

による波状文を施す。11縁裏側にも撚糸文がみられる。1238はD類で、地文が条線である。

C7群(1244～1245)キャリパー形に内雪する上部側の土器片である。ともにソーメン状粘土紐によ

り格子状に貼り付けがなされている。1245（上部土器集中|メミSK⑨出土）は、上部に極端に肥厚し

た部分がみられる。

C9群(1246～1253,1255,1257,1258)1246は、SK⑨出土。口縁部が大きく外反しており、口縁

部には隆帯による楕円区i由i文をつくっている。その区I町内には、横の葉脈状文様があり、隆帯内周に

沿って刺突が施されている。胴部は、沈線による楕I'l区画をつくり、縦に葉脈状文を施している。12-18

(SK144)は、波頂部に隆帯の渦巻文が施されている。1247(SK145)、1250～1252,1255(f10)

はC類で、いずれも隆帯の区画内に葉脈状の沈線を充填する。1249,1257,1258(SKR)は同一個

体で、｜｣縁部は隆帯による椿PⅡﾒ]血内に葉脈状の沈線を充填し、Ill")部には浅い垂下沈線の間に葉|派状

の文様を施している。1246,1257ともに、表面に多くの炭化物が付着している。

CIO群(1259,1260)1259は徳利状の11縁をもち、1部には渦巻文がみられる。突出部の表面下部に

は、把手状のものがあり、縦に穿孔が通り、内部には刺突が施されている。1260は、火n状の突川部

の上部で、沈線による渦巻文が施されている。

Cll群(1256,1261～1269)1256,1261～1267はA類で、口縁部に沈線による楕円|ﾒ:画文を配するも

のである。1256(SK147)は、地文が縄文で、1261は、区画内に刺突が施される。1262～1265は、｜ﾒ：

Illlj内に斜行する短い平行沈線が施されている。1268はB類で、波頂部に沈線の渦巻文がみられ、1269
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第62図第14号住居跡出土土器(3）

はC類で、沈線内部に箆状工具による刺突が施される。

C13群(1254,1270～1272)1254(flO)は、C9～Cll群のもり

'0cm0
1

(|／3）

C13群1254,1270～12721254flOは、C9～Cll群のものであろうと考えられるが、他と異

質な面が多いのでC13群に含めた。波状のu縁をもち、波頂部には指頭の圧痕がみられる。円形刺突

を施した把手があり、その周辺部には5本単位の櫛状工具による条痕が施されている。その下には沈

線により施文されているが、胎土は黄褐色(10YR5/4)で、非常に硬質である。1270は、波頂部に

穿孔がみられ、沈線により施文されている。1271は、浅鉢の内部へせり出した口縁部である。口縁に

沿って二重の隆帯がなされている。胎土は白っぽ<(10YR8/2)硬質である。1272は、小さな椀状

のものである。2本の隆帯の内に爪形の連続刺突が施されている。

C14群(1273,1274,1276,1277)いずれも底部で、1273の底面には網代痕が認められ、1276,1277

は、脚のある底部である。

K1群(1278,1279)同一個体である。波状口縁をなし、沈線区画内に縄文を施している。

SK205出土の土器(SB14南部の土器集中区)(1275,1280)1275はC9群B類で､胎土は黄燈色(7.5Y

R7/8)をしており、隆帯による渦巻文により施文をしている。また、隆帯内側に沿って円形刺突が

なされている。口径は23mmである。1280はC9群C類で、平口縁をなし、口縁部には隆帯で梯子状文

様とともに楕円区画を施している。その椿I'lの区画内には、横の葉脈状文様がみられる。胴部は、縦

の沈線とともに斜行する沈線も施されている。胎土は白っぽ<(10YR8/4)､器壁は薄めである。

(9)第15号住居跡出土の土器(SB15)(第63,64図、1281～1301、図版8，23，24)

第15号住居跡からは、190点の土器片が出土した。その多くは、1281(45点)､1282(71点）の土器

片に含まれ、その他の出土はわずかであった。ここでは、21点を図示する。
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第64図第15号住居跡出十十器(2)

床面貼り付けの土器(1281,1282)検出時では、1281が、ほぼ表を上面として貼り付けられていて、

その下部から1282が多くの小片で出土した。1281は、地文は縄巻縄文で、貼り付け隆帯により文様を

構成し、その隆帯の両側に半裁竹管による平行沈線を施す。頚部は横位で帯状に平行沈線が走る。平

口縁で、口唇部裏側にも縄巻縄文の施文がわずかに残る。1282は、胎土は黄燈色で(7.5YR8/6)硬

質である。頚部から上がない状態で、小さな破片（71点）で出土した。地文は縄文(RL)で、胴上部

には貼り付け隆帯で横二列の波状文様帯がある。硬質にもかかわらず小片で、しかも割れ口が摩耗し

ていない点などから、作為的に割られて埋められた可能性もある。

C1群(1283,1284)いずれも縄文を地文としており、1283は貼り付け隆帯の両側に半裁竹管による

平行沈線を施している。口縁部は内脅しており、口唇部裏側には縄文が施してある。1284は、隆帯に

太い半裁竹管による連続押し引きがみられ、炭化物の付着は多い。

C2群(1285～1293)1285～1289,1293はB類で、貼り付け隆帯を主文様とするものである。1293は、

波状口縁で、他と違い横に波状の隆帯を多用している。地文には、わずかに縄文が残る。1290～1292
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はC類で、1290は、貼り付け隆帯の両側に刺突がみられる。口縁上部には、隆帯に刻みが入れられて

いる。1291は、横の隆帯の間に、縦の短い沈線を多用して文様を構成している。1292は、口縁上部に

横に隆帯があり、その下に縦の短い沈線が施してある。地文は無文である。

C6群(1294～1301)この土器群では、すべてA類で、地文が縄巻縄文のものばかりであった。1294

は小片で、地文と口唇部裏側に縄巻縄文が施文してあり、口縁に沿って平行沈線がみられた。1295-

1297の同一個体、1299と1300の同一個体、1301は、いずれも類似した器形である。口縁が内脅し、地

文、口唇部裏側に縄巻縄文が施され、貼り付け隆帯の両側に半裁竹管で平行沈線を施す。

(10)第16号住居跡出土の土器(SB16)(第(ir,図、1302～1335、図版24,25)

第16号住居跡からは、1,832点の土器片が出土した。この地点は、SB9の下層部にあたる。出土

土器片はC1～Cll群までさまざまであった。ここでは、34点を図示する。

炉石下より出土した土器(1302～1304)1302はC2群で、隆帯を基調とし隆帯間に櫛描沈線を施して

いる。1303はC9群で、把手があり、それに続く隆帯には斜めに刻みが入れられている。1304は、底

部である。側面、底面に文様は見られない。

炉石北の硬化面中より出土した土器（1305～1307)1305は、胎土が徳山のものとは考えられず、器壁

は厚く硬質である。表面、裏面の一部には、赤色顔料の付着が認められる。波状口縁をなし、突出し

た波頂部には、渦巻文を基調とし隆帯で文様をつけている。C7～C8群と同時期のものと考えられ

る。1306,1307は、C6群A類。地文は、縄巻縄文で、半裁竹管により平行沈線が施されている。

C1群(1310)胴部片で、地文に縄文が施され、隆帯で文様を構成する。

C2群(1308,1309)いずれもA類。1308(SK100)は、縦の隆帯の間に櫛描沈線がみられる。1309

は、内脅した口縁部で､ある。

C3群(1312)SK90出土で､口縁部小ﾉﾔで､横の隆帯に櫛状工具で半円形に連続押圧したものである。

C6群(1314)SK100出土。地文は撚糸文で、半裁竹管により平行沈線、波線を施している。キャ

リパー形口縁部をもち、口唇部裏側にも撚糸文が施されている。

C7群(1313)キャリパー形口縁をなすもので、貼り付け隆帯により文様を構成し、隆帯区画内には

縦の圧痕が施されている。

C9群(1315～1320)1315は、口縁部に隆帯により楕円区画をつくり、その内部に沈線により文様を

充填する。1316(SK90)は、三角状に尖った隆帯とそれから出る沈線により文様を構成する。内部に

は、かなり厚い炭化物が付着している。1317は隆帯と沈線により、1318は隆帯の渦巻文により文様を

構成する。1319は、胴部片で隆帯によるC字状の文様である。1320も胴部片。隆帯とその上に太めの

先の丸い工具によって刺突を施している。

CIO群(1321,1322)波状口縁の突出部と突出部の問と考えられる。刺突により文様をなす。

C13群(1311,1325,1325)型式不明の土器である。1311(SK90)は、1305と同一個体。口縁上部の

〈の字状の屈曲部で、横の隆帯の問に箆状工具による刺突が入る。1325は、器壁は厚く、横の沈線を

施す。1326は、地文は縄文で、広めの沈線を施す。

C14群(1323,1324,1327～1331)1323,1327～1329,1331は、沈線のみで施文している。1327(SK

90)は、ハの字状文様、1324,1328(SK94)､1329は、区画内に葉脈状文様が施される。1330(h48)



第4節 土器類 89

謬錫

；

／

'33～4臼

5 10cm

(l/3）

第66図第17号住居跡・炉付近貼り付け土器

:01

顕
ｉ
ｆ
坪は､縦に隆帯があり、その間に葉脈状文様が施される。

後期の土器（1332～1335)1332(h7)は、浅鉢で、浅

い沈線区画内に縄文が充填される。竹状工具による円

噌謹舞趨麹
」

ざ－～/､〆､命一

⑧一
。

f蛎鰯那職鍾赫期!『罰
表面は2本の沈線、それに竹箆状工具による調整痕が

みられる。1334(SK89)は、無文で口縁部がやや外反し細くなっている。

に炭化物の付着が著しい。SZ04の1484に類似し、表裏ともに巻き貝に‘

L
L＝－－－－－告

‘無文で口縁部がやや外反し細くなっている。1335SK101)は、表裏とも

SZ04の1484に類似し、表裏ともに巻き貝による調整痕が認められる。

(11）第17,18号住居跡出土の土器(SB17、SB18)(第Mi～70図、1336～1396、図版9，26～29i

旧村道南部の、上部が削られⅣ層のみ残存する箇所（遺物の多くはSB17のものと考えられる｡)か

らは、121点、旧村道下のⅢ層も残る箇所（その多くはSB17とSB18が重複）からは、1,233点出土

した。このうち、64点を図示する。

SB17-地床炉付近の貼り付け土器(1336)地床炉付近に二重に重なる形で貼り付けられていた｡C1

群B類の土器で､、口縁はやや内脅し、チューリップ状に外に張り出す。縄文を地文として、貼り付~け

隆帯の両横に半裁竹管による平行沈線を施す土器である。器壁は厚く、胎土は浅黄色(10YR8/3)

で、内面に炭化物が付着している。口縁部はやや肥厚し、口唇部裏側にも縄文が施されている。

SB17・埋髪(1337)SB17の地床炉の南西部の床面のレベルで検出された。口縁上部は削られてい

るが、このままの状態で、口径17.5cm、高さ18.5cmである。かなり脆くなっていたものの、器形をと
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どめて出土した。表面は頚部を除き、口縁部、胴上部には、全面にわたって先の平らな竹箆状の工具

で四角形の刺突が横位で施されている。内部は、厚く炭化物が付着していた。本遺跡中のみならず、

徳山地内でも、これに類似した横位の刺突列の土器は出土していない。県内では、中村遺跡（中津川

市）で、これに器形の似た全体に縦位の刺突列を施した土器が出土している。1337は、出土状況から

みると、C1群の1336と同時期のものであろうと考えられる。

SB18炉内貼り付け土器(1338～1346)すべて同一個体と考えられる。胴部のみで、口縁部の出土は

なかった。縦に隆帯が3本通り、その間に沈線で葉脈状文様を施している。胎土は、燈色に近く（7.5

YR7/8)、SZ03出土の1485に類似している。本遺跡内で、これと同じ胎土で、似た葉脈状の文様を

胴部に持つものは、このSB18の炉内出土のものと、SZ03の1484の2点だけであり、出土地点も近

くであり、この両者が互いに関連している可能性はある。

SB18炉下のピットから出土した土器(1352)胴部で内脅している。地文は無文で、貼り付け隆帯の

みで､施文している。C2群B類の土器である。

C1群(1347～1351)1347(k29)､1349(k16)は、B群。地文は縄文で、半裁竹管による平行沈線で

文様を構成する。口唇部内側にも縄文が施され、1347は、口縁に沿って楕円の刺突列がある。1348は、

胎土が赤っぽ〈(5YR5/8)､内部の炭化物の付着が厚い。口縁上部は外反しており、刻みのある隆

帯とその区画内を埋める沈線により、文様は構成されている。1350,1351は、波頂部で、前者は沈線、

後者は細い櫛描線により施文している。

C2群(1353～1355,1357～1359,1360)1353～1355,1359(k29)､1360(k2)は、B類。いずれも

貼り付け隆帯を基調として施文している。1353と1360は、同一個体である。1359は異質で、刻みのあ

る隆帯、8の字の隆帯によって文様をつくる。内側には沈線列と蓋受けがみられる。1357はC類で、

横の隆帯と縦の短い沈線により施文されている。1358は、波状口縁で口縁に沿って横2本の波状の隆

帯があり、その下はすべて沈線により施文されている。

C3群(1356,1361)A類1356(k23)は、口縁部で〈の字状連続刺突が認められる。1361は、口縁

に近い箇所の小片で、箆状工具による連続刺突が施される。

C5群(1362,1364)ともに口縁部に太い半裁竹管による無刻半隆起線が施され、1364中央部には、

連続爪形文がみられる。

C6群(1363)A類キャリパー形口縁をもち、地文と口唇部裏側に縄巻縄文が施される。口縁上部

には半裁竹管による平行沈線が施されている。

C7群(1365～1368)1365(k16)と1366,1367と1368は、同一個体である。1365,1366は、地文は撚

糸文で、半裁竹管による平行沈線で文様をつくっているが、極端なキャリパー形口縁が明確なため、

C7群に入れた。1367,1368は、波頂部に渦巻文をもち、その沈線内部に連続押し引きがされる。ま

た、ソーメン状粘土紐により、格子状の貼り付けがなされている。

C8群(1369,1370,1371)1369は、刻みの入れられた太い隆帯で文様をつくるが、半分は剥離して

いる。内部には蓋受け状突起がある。1370は、波頂部に穿孔があり、その下に把手がある。

C9群(1372～1383,1393)1373はA類で、口縁部の楕円区画内に縄文が施されている。1372,1374

-1379はB類で､波頂部に厚い隆帯で渦巻文を配し、その周辺に細長い楕円刺突が施されている。1372

と1376は、同一個体である。1379は、口縁部に2つ並びの円形突出部をもち、そこからつながる把手
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第69図第17，18号住居跡・土器集中区A出土土器(1)
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第70図第17,18号住居跡・土器集中区A出土土器(2）

は欠落している。胴部は、沈線により葉脈状文様を施している。1380～1383,1393,1395はC類、口

縁部に隆帯で渦巻文とともに楕円区画をつくり、その内部に沈線により葉脈状文様を施す｡1381と1382

は、同一個体である。1383は、頚部に円形刺突列をもった隆帯をもち、それが把手へとつながってい

る。

CIO群(1386～1390)1386と1387は同一個体で、口縁部に四角形に突出した部分をもつ。突出部は縁

に沿って届平に広がり、肥厚している。地文は縄文で、沈線により文様を施している。器壁は厚く、

土器表面は黒味を帯びている（7.5YR3/l)｡1388は、中央部が貫通した徳利状突出部をもつもので、

沈線により施文がなされている。1389,1390は、同一個体である。1389の個体全体が、平たく大きな

突出部であると考えられる。隆帯により楕円の区画がなされており、区画内には、刺突や沈線が充填

されている。
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第71図第17，第18号住居跡付近土器集中区B出十十器

Cll群(1384,1385,1392,1395)1385は、沈線によりS字文、1392,1395は、沈線で区画をつくり、

その内部に葉脈状文が施されている。

C14群(1391,1394,1396)1391(k1)は、胴部片で、半裁竹管状工具による2本単位の平行沈線



96第4章縄文時代の遺構と遺物

により施文されている。1394(SB18炉内)は、浅鉢の把手で、内部には炭化物が多く付着している。

表面は棒状工具による刺突列によって施文している。1396は、把手部で、器形は不明である。

(12）第17,18号住居跡付近土器集中区出土の土器(SK199,k25)

①土器集中区A(SK199/1397,1398)1397は、CIO群の土器で、口縁部4カ所が大きく突出してい

る。口径は22.5cm、底部は欠落している。地文は縄文(RL)で、竹箆状工具により施文がなされてい

る。突出部では、縦の沈線とともに、中央部には押し引きがみられる。口唇部表面にも縄文が施され

ている。1398は、CIO群で、突出部が渦巻状に立ち上がっている。突出部と突出部の間には、山形の

小突出部があり、それらをつなぐ箇所には、沈線とともにその内部に刺突が施されている。表面には、

逆S字文とともに、沈線区画内に綾杉状の短い刺突がある。

②土器集中区B(k25/1399～1401)1399,1401は、C6群。1399は、口縁部がゆるやかに波状を呈

し、頂部に刻みが入れられている。SB12の1092に類似した形状である。口縁部から胴部にかけて、

すべて条線によって施文されている。口径は、約21cm、底部は欠落している。1401は、口縁が内脅し

ており、その頂部で肥厚している。地文は撚糸文で、半裁竹管により平行沈線が施される。また、口

唇部内側にも撚糸文が施されている。1400は、C､3群A類の土器で、口縁部に三角状の突出部を10*

所もつ。その波頂部下には、口縁に沿って楕円形の隆帯を貼り付け、その内部にくの字状の押し引き

による連続刺突文を施している。全体的に器壁は薄く、表面には多くの炭化物が付着している。器形

は逆三角形に近く、胴部には途中わずかにくびれた部分がある。口径は約41cm、高さ約40cmで、底面

は欠落している。

(13)竪穴状遺構出土の土器(SX1)(第72図、1402～1417、図版30)

竪穴状遺構からは、417点の土器が出土した。時期のわかる土器の約半数は、後期のものであった。

ここでは、16点を図示する。

C1～CIO群(1402～1404,1406,1411)1402は、地文が縄文で、半裁竹管の平行沈線により施文さ

れる（Cl，C)｡1403は、側面への突出部があり、口縁に沿って〈の字状の連続刺突文を施す(C3,

D)c1406は、キャリパー形口縁をもち、地文が撚糸で紐状の貼り付け隆帯をもつ(C7，A)o1411は、

極端なキャリパー形口縁をもつ。摩耗しているが、渦巻文、撚糸文が部分的に残る(C7，AL1404

は、山形状に突出した波頂部をもち、沈線により施文される(CIO，A)。

K1群(1405)波頂部は、山形で肥厚している。沈線区画内に縄文を施している。

K2群(1407～1410,1413,1415)1407,1409,1410は、A類で、沈線区画内に縄文をもつ。1407は、

赤色顔料の付着がおびただしい。1408は、沈線区画内に櫛描き条痕が充填されている。1413はB類で、

立体的に肥厚した三角状の波頂部をもち、2方向から沈線が施されている。1415は、〈の字状にゆる

く折れ曲がり、全体的に多くの炭化物の付着がみられる。頚部には横に沈線が施される。

K5群(1412)1412は、口縁部が肥厚し、部分的に円柱状の突出部がある。胴部は無文である。

その他(1414,1416,1417)1414は、口縁部に幅の広い沈線で楕円をつくる。1416は、胴部片で、2

本の平行沈線で大きい菱形状文様をつくる。部分的には4本になる箇所もみられる。1417は底部で、

側面には荒い縄文痕が残る。
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(14）東部土坑群出土の土器(SK200、SK207、SK3)(第72,73図、1418～1436、図版30,31)

SK200(1418～1421)1418は、隆帯を基調として施文がなされている(C2、Bo1419は、地文は撚

糸文で半裁竹管により平行沈線を施す(C6、B)｡1421は、貼り付け隆帯を基調とし、そのまわりに

円形刺突を施す(C9，BL1420は胴部片で、沈線と刺突を施す(C14,A)。

SK207(1422～1426)1422,1426は、地文が縄文で、1422は貼り付け隆帯に連続爪形文を施し(C1、

A)､1426は、半裁竹管により平行沈線を施す(C1、C)｡1425は、n縁部付近の小片で、〈の字状連

続刺突文がみられる（C3)｡1423,1424は、地文が撚糸で、1423は半裁竹管により平行沈線が施され

(C6、B)､1424は波状文が施される(C6、C)c

SK3(1427～1436)1427,1428は、地文は縄文で、1427は隆帯に連続爪形文が施され(CI、A)、

1428は、半裁竹管により平行沈線を施す(C1、C)ol429は、SB11の1070,1071と同一個体と考え

られる。キャリパー形口縁をもち、縄文の地文に粘土紐の貼り付け隆帯が施されるC7，A)｡1430

は、口縁部に隆帯で渦巻状文様をつくる(C9、Do1431は、u縁部でS字状沈線と葉脈状文が施さ

れる(Cll、C)ol433は、口縁部が折りかえされ肥厚しており、表面には全体に縄文が施される(C12、

B)ol434は、口縁上部が波線状になっており、その他は無文である(C12,A)o1432は、［｣縁上部が

〈の字状に折れ曲がった浅鉢である。胎土は、浅黄色(7.5YR8/4)で硬質である。1435は、三角状

に尖った波頂部をもち、n縁上部届平部に縄文が施される(K2、A)o1436は、沈線区画内に縄文が

充填されている(K2、A)。

(15)立石をともなう土坑出土の土器(SK50,SK51,SK156)(第73,74図､1437～1487､図版31

SK50(1437～1439)1438は、小片で沈線内に竹管による刺突が入れられ、その区画内に縄文が充填

される(K2、B)o1439は、沈線区画内に縄文が充填される(K2、A)o1437は､浅鉢で外面は無文で、

内面は口縁に沿って蓋受け状の段がつく。

SK51(1440～1444)1441は、隆帯を基調としており、胴部には縄文が施される(C2、B)ol442は、

胴部片で、地文は縄巻縄文で、半裁竹管により平行沈線を施す(C6，A)ol444は山形の突出した波

頂部をもつ。頂部には刺突列がまわり、沈線区画内に縄文が充填される(Kl，A)o1440,1443は、

沈線区画内に縄文をもつものである(K2，A)o

SK156(1445～1450)1445は、地文は縄文で、隆帯に爪形の刻みが入る(C1、A)o1446は、地文は

縄文で半裁竹管により平行沈線を施す(C1、C)ol447は、縦の貼り付け隆帯を基調として施文する

(C2，B)ol448,1449は、地文は撚糸文で半裁竹管により平行沈線を施す(C6、B)ol450は、胴部

片で沈線による葉脈状文様が施される(C14，A)。

(16）埋設土器(SZ04、SZ03、SZ05)(第73～75図、1482～1487、図版10

SZ04(1482,1483)1482は、1483の内部に割れて縦に立った状態で検出されたものである。11縁部

には突起が二箇所みられ、口縁上部、頚部に文様帯がある。2本の沈線に囲まれた内部には擬縄文が

施される。この原体は勝更白|||神社周辺遺跡（岐阜県郡上郡八幡町）出土土器にみられた擬縄文のオ

オバコの原体に類似する。u縁部、頚部以外は、文様がなく、外面・内面ともに炭化物の付着がみら

れる。胎土は白っぽ<(10YR8/3)、口径は約37cm、底部と胴部から口縁部にかけて半分が欠落してい
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部分的に、鉄分を含む黄褐色の粘質のものが付着しており、部位によっては、割れた部分にその粘質

のものが入り、変形したまま硬化していた。口縁部は、5カ所で山形の小さな突起がある他、ゆるや

かな波状をなしていると思われる。施文は、上部には横の5本の隆帯に刻みを入れ、下部になると縦

の貼り付け隆帯となる。口縁部のIll形の突起から下へは、ねじり棒状の隆帯となり、太い部位には刺

突が入る。赤色顔料の付着はみられなかった。1528,1529,1541は胴部片で、いずれも縦に貼り付け

隆帯が走っており、1528は鮮やかな赤色顔料が塗られ、その上に一様に炭化物が付着している。15.32

～1540は、いずれも口縁部で、ワッフル状に隆帯が貼り付けられている。1532,1533,1537～1539に

ついては、口縁上部から裏側にかけて縄文が施されている。また、1533,1535を除くすべてのものに、

明瞭に赤色顔料が残存していた。1538,1539については、口縁上部になるにつれその量は増し、顔料

がかたまって付着していた。1542～1544は、網目状に隆帯をはりめぐらしたものである。いずれも赤

色顔料が施されており、極端なキャリパー状の口縁をなしている。1544は、口縁が波状となり、三角

形の把手状に口縁が張り出している。

C類（1545～1552)貼り付け隆帯と太く短い沈線、あるいは刺突を併用したもの。1545～1548は、

横に隆帯を貼り、その間に刺突、あるいは縦の太く短い沈線を施している。1550は、横の隆帯が発達

し、三角状に尖った部位がみられ､隆帯の一部に刻み、あるいは隆帯間に円形の刺突が施されている。

1549,1551,1552は、器壁は薄目で、いずれも赤色顔料を施し、隆帯の文様とともに爪形の刺突がな

されている。

D類（1553～1555）太く短い沈線を多用するもの。1553～1555は、いずれも縦の太く短い沈線のみ

で文様をつけている。1554は、口縁部が極端なキャリパー形をなしている。

E類（1556～1558)いずれも口縁部に波線状に隆帯が貼り付けられている。特に1557は、ソーメン

状の粘土紐の貼り付けがあり、口縁は内脅している。

C3群土器（第80図、1559～1589、図版35,36)中期中葉の東海系の土器。

A類（1559～1574）貼り付け隆帯に沿って「〈」の字状の押し引き（連続刺突文）を施す波状口縁

の土器。同類にあたるものが、第18号住居跡付近の土器集中区Bより大きな個体が出土している。

1559,1560は、波頂部に厚めの三角形の文様のない突起があり、その底辺にあたる部分には、横にく

の字状の連続刺突文がみられる。1559では、下部に貼り付け隆帯の痕もわずかに残る。1561,1563は、

波頂部も含め器壁は薄く、波状口縁の波頂部まで〈の字状押し引きがなされ、1564は隆帯区画の中に

半分だけ押し引きがなされている。また1565,1566は、口縁は平らであるが、横に細かい〈の字状連

続刺突がなされ、1566は2列の連続刺突の間に菱形の刺突が入っている。1562は胴部で、胎土や出土

状況などからみると1561と同一個体の可能性がある。〈の字状連続刺突も1561と同様に細かく、眼鏡

状の隆帯区画の内周に右上方から左へと施されている。1567は口縁部の器壁は厚く、その下の薄目の

部分の隆帯で囲まれた内部に、左から右への連続刺突が2列にわたって施される。1570～1573は、全

体的に器壁が厚く、1568,1570,1571は、波状口縁の波頂部である。1570,1571は、同一個体の可能

性が高いが､いずれも頂点に近い部分まで連続刺突文がなされ､左右違う工具で施文がなされている。

1568は、頂部にいくにつれて厚くなり、連続刺突文も途中までである。1569は、山形の突起が横に突

出しており、前面や上面には、連続刺突文が施されている。1572,1573は、非常に厚く貼り付けた部

分に鋭角の〈の字状の連続刺突が3列に施されている。
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第81図遺構外出十十器(6)C4、C5群

B類(1575～1578)1576～1578ともに、口縁部に隆帯で三角区画をつくっている。1576,1577は、そ

の隆帯に刻み目がみられ、1577は、隆帯が下部のねじり棒状のものに繋がっている。1578は、口縁部

がくの字状に鋭く屈曲しており、屈曲する上部には、細い隆帯を横に波状に貼り付けてある。また、

下部にはかすかに縄文が残る。1575は、胴部片で、表面の摩耗は激しいが、胎土は前者同様で、隆帯

上にはかすかに刻み目が残る。

C類(1579～1589)口縁部が、〈の字状に折れ曲がり、半裁竹管状工具による半隆起線、あるいは棒

状工具で施文したものである。1579～1581は、いずれも横に平行した半隆起線を主文様としている。

1582～1585は、三角形の陰刻が施されている。1584,1585は、同種類の土器であるが、三角形の陰刻、

ウミユリの化石にも似た隆帯に爪形の押し引きをした形状が見られる。1586,1587は、平行の半隆起

線の間に縦の細かい沈線が施されている。1588は、渦巻状の文様とともに、半裁竹管による横位の平

行線が施される。1589は、口縁部がくの字状に折れ曲がり、縦に2本単位の沈線が施される。
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第82図遺構外出十十器(7)C6群
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第83図遺構外出土土器(8)C6，C7群

C4群土器（第81図、1590～1594、図版36)中期中葉の信州系の土器を一括した。

A類(1590,1591)器壁が厚く、口縁部には太めの隆帯があり、一様に刻み目が施されているもの。

1590,1591は、胎土が徳山のものとは異なり、砂粒が少なく均質で、赤っぽい土を使っており、徳山

のものに比べて硬質である。上部の隆帯には、細かく刻み目が入れてあり、その下の隆帯は非常に厚

く、屈曲が激しい。厚い隆帯上に鉛筆程度の太さの丸い棒状のもので、等間隔に押さえつけたような

様相を示す。

B類（1592,1593）器壁が厚く、口縁部に渦巻文、あるいは眼鏡状把手のみられるもの。1593は、

胎土は白く、非常に厚く硬質である。1592は、赤っぽく硬質の土で、前者とともに徳山の胎土ではな

い。また、眼鏡状ではあるが、穴は貫通していない。

C類(1594)1594は、器壁は、他に比べそれほど厚くはなく、胎土は赤味を帯びた褐色である。個

体中央部のねじり棒状のものが特徴的で、そのまわりに唐草文に類似した文様が棒状工具による沈線

で表現されている。

C5群土器（第82図、1595～1605、図版36)中期中葉の北陸系の土器を一括した。前回調査では、第

4号住居跡から古府式に類似した完形に近い土器が出土している他、多くの出土はなかった。

A類（1595～1603）連続爪形文や箆刻みを施した貼り付け隆帯と半裁竹管状工具による無刻半隆起

線で、渦巻文などで施したものである。1595,1596は同一個体で、口縁部が少し内脅しており、横の

半隆起線には刻みが入れられている。1597,1598は、同一個体で半隆起線の上部に連続した刻みが入
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第84図遺構外出十十器(9)C8群

れられている。1599～1603の5個体は、同一個体である。口縁部は、波状で蝿やや外反しており、無刻

半隆起線が縦横に走り、各所で渦巻文となる。また上部に近い所では、半隆起線に刻みの入るものも

みられる。また半隆起線で区画された内部には、貝殻腹縁圧痕がみられる。

B類(1604,1605)A類にあてはまらないもの。1604は、四角に突出した｢1縁部をもつ。地文は縄

文で太く厚い隆帯で渦巻状の文様をなし、隆帯上には箆状工具により連続する方形刺突を施してい

る。1605は、立体的で､突出した口縁をもち、櫛状工具により表面を調整している。

C6群土器（第83図、1606～1623、図版37,38)縄巻縄文や撚り糸文を地文とし、半裁竹管による平

行沈線を施すもの。今1口lの調査では多くの出土があり、出土総数の10％にもあたる。

A類(1606～1610)縄巻縄文を地文とし、半裁竹管による平行沈線を施すもので、1606,1610が、

そうである。いずれも縄巻縄文がほぼ縦に走り、そこに半裁竹管により連弧状に平行沈線が描かれて

いる。1609は、口縁部であるが、内脅し、U縁の上部には刻みが入れられている。1607は、個体の残

りがよく、ほぼ器形がわかるが、口縁部は波状で、1610にもみられる8の字、あるいは渦巻状の貼り

付けが施されている。頚部には無喜文帯があり、胴上部には、連弧状の平行沈線がみられる。

B類(1611～1620)撚り糸文を地文とし、半裁竹管による平行沈線、あるいは沈線文を施すキャリ

パー形、縁をもつ器形のもの。いずれも撚り糸を地文として、その上に半裁竹管で平行沈線を施して

いる。1612,1613は、口縁上部裏に縄文、1611は刻み、1617,1618は無文で、いずれも波状の口縁を

なし、ゆるいキャリパー形の内管がみられた。1611は、頚部にあたる部分には撚り糸がなく無文で､あ
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る。

C類(1621～1623)撚り糸文を地文とし、交互刺突による波状文を施すもの。1623は、口縁上部に

2本の波状文がみられるが､交互刺突はみられない。口縁裏には、表面と同じ撚り糸が施されている。

1621も、口縁上部に1本の波状文があり、刺突は上部にだけみられる。口縁裏には、撚り糸がみられ

る。1622は、胴部で、無文帯の中央部に2本の波状文があり、上部端にはわずかに細かい条線がみら

れる。

C7群土器（第84図、1624～1635、図版38)極端なキャリパー形口縁をもつ器形を呈し、口縁部には

渦巻文や楕円区画文を配し、頚部には棒状工具による連弧文を施す土器。この土器群は、前回調査で

は、第4号住居跡を代表例として、数多くの出土をみたが、今回の調査では第5号埋設土器(SZ05)

の他、まとまった出土はなかった。

A類（1624～1630,1632,1635)張り出した口縁部が内誉するもの。1624～1626は、いずれも貼り

付け隆帯による渦巻文がみられる。1627は、口縁上部で、横に半裁竹管状のものの背の部分で押し引

きがなされ、その下は縦に深めの条線が施されている。1628は、極端なキャリパー形口縁をなすが、

地文が撚り糸で、半裁竹管の平行沈線もみられる。これはC6群とC7群の要素をともに持つもので

あるが、ここではC7群で報告する。1629は、口縁部が少し外反し、半裁竹管状のもので、上部には

押し引き、その下には渦巻文を描<o1630は、箆状工具で細かい刺突を横につけ、1632はソーメン状

の粘土紐で格子状に貼り付けている。1635は、口縁上部がひじように厚く、表面には粘土紐で波線、

あるいは渦巻文を施文している。

B類（1631,1633,1634）内脅した口縁部が、さらに外反気味に立ち上がるもの。1631は、キャリ

パー形口縁部の上部が、わずかに外反して立ち上がっている。上部に2列の刺突列をなし、その下に

半裁竹管による平行沈線と撚り糸がみられる｡1634は、〈の字状口縁で上部がわずかに外反している。

文様は、上部に刺突で、屈曲部は沈線で施文している。1633は、立ち上がり部分で、貼り付け隆帯に

よる渦巻文がなされ、太い隆帯上には、右上がりの撚り糸文がみられた。

C8群土器（第85図、1636～1639、図版39)口縁部の文様帯が前面に立体化し、口縁部上下2段の厚

い貼り付け隆帯をベースにした橋状把手や装飾的な把手を発達させた土器。この土器群も、C7群同

様前回の調査で、第4号住居跡を中心として、完形に近い土器が何点か出土したが、今回の調査では

第10号住居跡以外その数は少なかった。

A類（1636～1638)口縁部文様帯の上の厚い貼り付け隆帯が口端にあたり、内側に蓋受け状の段を

もつもの。1636,1637は、同一個体と考えられるが、口縁部に把手をもち、口端には隆帯がみられる。

全体的に、表面の貼り付けがはがれたり摩耗したりなどの箇所が多い。内部には、厚く幅1.5mmの蓋

受け状のものがある。1638は、貼り付け隆帯が上部にせり上がっており、4カ所の穴が互いに貫通し、

内部にも通じている。蓋受け状のものが明確にみられ、その上下には炭化物の付着が著しい。

B類(1639)口縁部文様帯の上に、やや外反気味に直立する口縁をもつもの。1639は、波状口縁で、

山状に盛り上がる突起をもち、CIO群にもつながる一面をもつ。また、立体的な貼り付けをもち、内

部に空洞部分がみられ、刺突により施文されている。

C9群土器（第86図、1640～1658、図版3.9,40)口縁部に隆帯による区画文を配し、区画内に縄文・

刺突文・沈線文を充填する土器。今回の調査では、C6群に次いで出土が多く、全体の約7%を占め
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た。また、この土器群はC6群に比べ、出土個体の大きいことでも特徴的であった。

A類(1640,1641)口縁部に隆帯による楕円区画文を配し、区画内に縄文を充填するもの。1640は、

口縁部に把手状の突出部がみられるが、その先端部は欠落している。渦巻状の隆帯とともに太い沈線

で区画をつくり、その内部に右下がりの縄文を施している。1641は、波状口縁の波頂部のみであるが、

隆帯による渦巻文がみられ、区画内の縄文はかすかに残る。

B類（1642～1654）口縁部に隆帯による楕円区画文を配し、区画内に刺突や沈線を充填するもの。

1643は、u縁部に皿状の突出部があり、渦巻状に立ち上がる。その内部には、棒状工具の先による刺

突が渦巻に沿って施されている。胴部には、櫛状の工具による細い線が、斜行あるいは格子状に施さ

れている。1642,1646は、いずれも波状の口縁をもち、渦巻とともに楕円区画をする隆帯をもち、そ

の内部に、右下がりの斜行沈線がみられる。1644,1645,1649～1651は、隆帯の区画内で、隆帯に沿

って細い竹管による円形あるいは、箆によるレンズ形の刺突をもつ。特に1649は、口縁に沿って刺突

がなされており、地文には、かすかに縄文が残る。1648は胴部で、厚い隆椿に囲まれた区画内では、

先の尖った工具により斜め上方より刺したと考えられる刺突が充填されている。

C類(1652～1654)口縁部に隆帯による楕円区画文を配し、区画内に葉脈状の沈線を充填するもの。

1653,1654は、口縁部に隆帯の楕円区画文内に横の葉脈状の文様が施されている。1653は、それとと

もに渦巻文もみられ、隆帯の内側に沿って刺突も施されている。1652は、胴部で、縦長の厚い隆帯区

i由jがなされており、この胴部片の中央部においては、隆帯内側に沿って刺突、内部には葉脈状の文様

がみられる。また、左右の区画内には縄文もみられる。

D類(1655～1658)A、B、C類に当てはまらないその他のもの。1655,1657は、波状口縁の波頂

部で、厚い隆帯の渦巻文様がみられる。1656,1658は、厚い隆帯の上部に櫛状工具による刻み目が多

く入れられている。内部は、1658には沈線がみられ、1656ではみられなかった。

CIO群土器（第87図、1659～1672、図版40,41)口縁部の先端が波状で、突起状の山形をもつ土器。

今回の調査においては、この土器群の完形に近いものが遺構から数個体出土した。ただ、それらの土

器も、さまざまな要素が含まれ、分類も難しいが、徳山独自で発達した面も多くある。

A類（1660～1662,1666,1667）上面、側面をもたず、平面的な突起を持つもの。1660,1662は、

箱形の突出部をもち、表面には沈線で渦巻の文様を施す。また、1662は、半分欠損しているが、上部

に貫通した穴があったと考えられる。1666,1667は、同一個体で、11縁部は波状で、全体が内側に折

れ曲がっており、波頂部は山状に大きく盛り上がっている。波頂部表面には、沈線で文様を配して、

川部には縄文痕がみられる。1661は、穿孔部が貫通しておらず、突出部も小さめである。表面の文様

は沈線による変形楕円区画内に刺突の集合体をもち、突出部の穿孔の周囲に刺突列を配している

B類(1659,1663～1665,1668,1669)箱形、あるいは徳利状の立体的な突起を持つもの。1659,1668

は、箱形に近い円筒形をなす。1659は、表面に葉脈状の文様を施し、上部は同心円状に刺突列をもつ。

1668は、表面に渦巻状の文様を施し、上部の同心円状文様の中心部に刺突の集合体をもつ。この2個

体以外はすべて頂部に穿孔部をもっている。1664,1665は、いずれも表面の文様は、縦の沈線とその

11吋横に配された刺突の集合体により文様が構成されている｡1663は､突出部がラッパ状に開いており、

表面には厚い隆帯とともに、細い竹管と思われるものによる円形の刺突で文様を構成している。1669

は、突出部が噴火口状に発達し、地文には、、縁内部も含めて縄文が施されている。波頂部表面には
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第88図遺構外出十十器(13)C11群

渦巻文様があり、そこから下部へ放射状に太めの沈線が伸びる。また、裏側の上部には横並びに指頭

痕が2カ所みられる。

C類(1670～1672)1671は、三角形の突出部をもち、表面には貼り付けで、逆Sの字がみられる。

1670,1672は、いずれも突出部が尖った三角形をしている。1670は、地文が縄文で、沈線により文様

を作っていて、1672は、直線的な沈線のみで施文している。

Cll群土器（第88,89、図1673～1689、図版42,43)口縁部を中心に沈線による文様の割り付けをす

る土器。

A類(1673～1676)口縁部に沈線による楕円区画文を配するもの。1673は、沈線により渦巻と楕円

区画をつけ、区画内にも細い沈線で文様をつけている。1674は、沈線の楕円区画の中に横の葉脈状の

文様が入る。1675は、横の楕円区画の内部に沈線、I'J形の刺突が入る。1676は、渦巻とともに横の楕

円区画があり、その内部に横の葉脈状の文様が施されている。胴部には、薄い隆帯区画内に縦の葉脈

状文がみられる。

B類（1677～1682）渦巻文、あるいは同心円文が口縁部の主体となり、波状11縁の波頂部に位置す

ることが多いもの。1677,1678ともに、波頂部に沈線による渦巻文があり、1677は、沈線の間に刺突

が、1678は渦巻文の外に櫛描き状の細い沈線が施文されている。1679,1680は、この土器片のみで､波

頂部がどうかはわからないが、口縁部に沈線による渦巻文がみられる。1681は波頂部に逆Sの字状の

渦巻文が施文され、渦巻の中心に、あるいは両横に指頭痕がみられる。1682は、口径約16mmである。
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第89図遺構外出十十器(14)C12,CIS群
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第90図遺構外出十十器(15)C14群（'/3）

胎土は、徳山のものではなく、黒味を帯び、硬質である。地文は縄文で、波頂部には、沈線によりつ

けられた渦巻文がみられ、この土器の主文様となっている。波頂部には、尖った形のもの、半円形の

ものの両方あるが、後者の渦巻文の中央部には穿孔がある。全面に炭化物が付着していた。

C類（1683～1689）1683は、地文は縄文で、太い沈線で渦巻文を施し、間に指頭大の刺突がみられ

る。1684は、地は無文で、太い沈線が縦横に走り、一部で渦巻文となる。また、各所に指頭大の刺突

がみられる。1687,1688は、同一個体で、蕨手状に沈線区画がされ、その内部に細い沈線で葉脈状の

文様を施している。この同一個体の土製円盤が、同一箇所から出土している。1685は、胴部で、地文

が縄文で、そこに沈線で縦の楕円区画や渦巻文を施している。なお、この土器は内面の炭化物の付壱着
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具合から考えると天地が逆の可能性もあり、今後検討の必要がある。1686は、バケツ状の器形をして

おり、3本の沈線により〈の字に折れ曲がる文様を作っている。沈線間の広い所には、縄文が施され

ている。SZ05の上部より出土したが、明確に同じ土坑からの出土とは認められず、遺構外で鴫報告す

る。1689は、口縁部に沈線による縦長の楕円列が施される。

012群土器（第90図、1690～1692,1695,1697、図版43)無文系深鉢土器を一括した。

A類(1690～1692,1697)無文系の深鉢土器。1690～1692,1697は、いずれも器壁は厚めで、表面

は無文である。1690は、口縁部がやや内雪している。1697は、外面に炭化物が多く付着している。

C類(1695)櫛描沈線を施した土器。胴部片で、6本単位の櫛状工具で、文様が施されている。

C13群土器（第90図、1693,1694,1696、1698,1699,1701～1706、図版44)型式および小時期不明

の土器を一括した。

C類（1693,1694,1699)沈線や刺突を主体とする文様を構成する深鉢類。1693,1694ともに口縁

部に指頭痕が文様としてつけられているが、1693は、地文に櫛描文が縦に施されている。1699は、棒

状工具で横に平行に深めの沈線が施されている。

D類（1696）浅鉢類。1696は、把手部分で沈線の内部に刺突が施されている。

E類(1703,1704)壷形土器類。1703は、口縁部に多少ゆがみがみられ、楕I'J形であった可能性も

ある。頚部に隆帯を施し、その延長が把手になっている。隆帯の上部には、細かい刻みが入れられて

いる。胎土は、茶褐色の粘質で在地のものとは思われない。部分的に赤色顔料がみられる。1704は、

波状の11縁で、断面は9(1度に折れ曲がり、その屈曲部を使って把手がつけられている。表面は、把手

のまわりに沈線で鴨パレット状に区l由』し、その内部に細かい刺突で施文している。

F類(1701,1702、1705,1706)その他不明の土器。1701,1702は、波状口縁の波頂部で、焼成前

の穿孔のみられるもの。1705は、口縁部がくの字状に屈曲し、口縁に沿って細かい刺突で文様をつけ

ている。また、u縁部には上下に貫通する形の孔部をもつ把手がある。1706は、C4群の土器にも似

ているが、孔部が貫通していない。また、口縁上部は、1ll形状の突起が連続する。

C14群土器（第89,90図、1700,1707～1715、図版44)

A類(1700,1707)胴部、把手部、1700,1707は把手部で、1700は断面の屈曲が大きく、壷形の土

器の可能性もある。1707は、把手部に沈線で文様を施している。

B類(1710)台付鉢の脚台部。1710は、途中で欠損しているが、2カ所穿孔がみられる。

C類(1708,1709,1711～1715)1714は、底部の下にわずかに脚が残るが、不揃いである。胴部に

は、1704,1713は縦の降帯が、1715には沈線、1711は縄文がみられる。いずれも底部には明確な痕跡

がみられなかった。

(4)縄文時代後期の土器

後期の土器は、今回の調査では遺跡の西部から多く出土したが、全休でみると少数であった。ここ

では、前回調査分も含めて報告する。

K1群土器(第92図、1716～1726、図版45)後期初頭の土器群。その大半は中津式に類似するもので、

一部に後続する福田K2式・四シ池式段階に平行する資料も含んで､いる。これに中期から系譜を引く

ような土器も含めた。
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第92図遺構外出土土器(17)後期2

A類(1716～1724)沈線区画文内に縄文を施文する中津式系、またはこれに類似する一群。1716,

1721～1724がこれにあたり、波状口縁の波頂部から口縁に沿って流れる沈線区i由jがあり、縄文が施さ

れている箇所と、無文で､ある筒所がはっきりしている。1717～1719は、波頂部が尖っており、その部

分は沈線のみで施文している。

B類(1720,1725,1726)1720は、沈線内部に円形の刺突列が施される。1725は、口縁部がほぼ90

度で､折れ曲がり、折れ曲がった上部には、横へ1本の沈線がみられ、その下には、横の沈線とともに、

斜めに3本1組となった沈線文様が施されている。1726は、口縁部がくの字状に折れ曲がり、口唇部

が肥厚し、拡大している。上部には、沈線で横に楕円、縦に3本線の文様が施されている。

K2群土器(第92図、1727～1733、図版45,46)後期前葉から中葉にかけての土器群。北白川上層式・

一乗寺K式・元住吉山式・堀ノ内式・加曽利B式に類似するものを一括した。

A類（1727～1729,1731)沈線区画内に縄文をもつもの。1727～1729は、幅の狭い沈線区画で分け
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られ、縄文が施してある箇所、そうでない箇所がはっきり分かれる。1727,1728は、沈線により渦巻

文を施している。いずれも硬質で、1728,1729は、口唇部が肥厚している。1731は、口唇部に鎖状の

隆帯がみられ、口縁上部には細かい縄文が施されている。

B類(1730,1732,1733)沈線および刺突等を文様構成の主体的な要素とするものを一括する。1732

は、波状口縁の波頂部で、口唇部が肥厚し中に折れ曲がっている。上面、側面には、沈線が施されて

いる。1730は、波状口縁で小さな突起がみられ、その両横に刺突とも思える小孔があいている。1733

は、三角状の波頂部の一部と思われ、口唇部がくの字に折れ曲がっている。折れ曲がった上部には、

浅い2本の沈線が施されている。

K3群土器（第92,93図、1734～1748、図版46)凹線文、沈線を主体とする後期後葉の土器群。1743

以外は前回調査分である。

A類(1734～1739)凹線文を施し、貝殻圧痕がみられる井口式に類似するもの。1736は、口縁部は

波状で外反し、〈の字状に折れ曲がる。貝殻圧痕とともに、横に6本の沈線が施される。

B類（1740～1748）沈線による短線連結文などを施す八日市新保式の特徴を示すもの。1740,1741

は波頂部で山形文がみられる。1742～1748は、いずれも三叉文の特徴を示すものである。なお、1743,

1744,1748は、この分類に入れたものの、晩期の御経塚式に近いものであると考えられる。

K5群土器（第93図、1749～1754、図版46)その他の土器を一括した。1749は、口縁部に台形状の突

起物があり、縄文が施してある。また、細い沈線が横に走り、その間に縄文、あるいは突起列がみら

れる。1752は胴部で、正方形の貼り付け部があり、そこに縄文が施されている。1750,1751は、とも

に全体に縄文が施され､1750は口唇部が肥厚し、〈の字状に折れ曲がっている。1755は底部であるが、

同心円状の沈線が施され､縄文が中央部区画に入り、1つおきの区画に縄文が充填されている。1753,

1754は、双耳壷の上下に穿孔が通る把手の部分と考えられる。1754は、表面に縄文が施されている。

(5)縄文時代晩期の土器

今回の調査では、明確に晩期といえる土器の出土をみなかったので、ここで報告するものは、すべ

て前回調査分である。

B1群土器（第94図、1756～1766,1768、図版47)

A類（1756～1760)北陸系の御経塚式・中屋式に類似するもの。1756は、口縁が波線状で無文の浅

鉢である。内部に帯状の縄文帯がある。1758は、口縁部がくの字状に外反しており、口唇部及び沈線

区画内に縄文が施されている。1757,1759,1760は、K3群の流れをくむもので、沈線と組み合わせ

た三叉文を作っている。また、沈線区画内に縄文が施されている。

B類(1761～1763)東海系の寺津式に類似するもの。1761は、口縁上部に刻みが入れられ、半裁竹

管状工具で､山形文が施されている。1762,1763は、横の浅い凹線を施したものである。

C類(1764～1766,1768)大洞式に類似したもの。1764～1766,1768は、沈線による蕨状文様を配

し、一部区画内に縄文を施す。1764は、かすかに赤色顔料がみられる。

B2群土器（第91図、1767,1769～1772、図版47)晩期中葉の土器群で、滋賀里ⅢB式に類似するも

の。1767は胴部で、連弧状の文様が残る。1769,1771,1772は、口縁部付近と思われるが、横に並ん

だダイヤ状沈線文様がみられる。1770は、波頂部で中央部縦に刺突列がみられる。
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B3群土器(1773~1780,1783,1784)胴部に貝殻による条痕を残（淵
すものを一括した。1773,1776,1777は、外面に貝殻による条痕が70

60

明瞭に認められ、1777は、内面にも貝殻等で調整した痕が微かに残
En

に
一

」Ijl50
E

る。1775は、内面に貝殻等で調整するとともに、指頭で押圧した痕荏40

跡も残している。30

B4群土器(1781,1782,1785)胴部に櫛状工具による条線を残す20
10

ものを一括した。1785は、外面に炭化物の付着が甚だし〈、櫛状工
0

４
１
１ Ⅱ■|后

01121314151

具により少し深めで幅広に調整した箇所と、浅めに細かく調整したIIItI1
lO20304050

箇 所がみられる。重量is)

B5群土器(1786～1789)1786,1787は、貝殻、工具等で条痕ある土製円盤質量分布

いは条線がつけられていたと思われるが、後になってなで消したと思われる痕跡がある。1789は、ま

わりを打ち欠いて土製円盤状になっている。突帯がつき、その上に刻みが入れられ、下には沈線列が

みられる。

4．土製品（第94図、1790～1819、図版48)

今回調査では、多くの土製円盤が出土した。前回調査分も含め次項に、計測・観察表を載せた。
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第4表土製円盤計測・観察表
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号<nincr)anĉ m<noomaaoooooooo
に
ｐ
Ｆ
ｌ
ｌ

昭
恒
Ｆ
Ｉ
Ｉ

四
⑤
。
一

〔
＠
Ｃ
声

》
⑫
○
一
｝

叩
⑤
○
一

戸
○
つ
戸
一

ooc

四
。

里
司

図
嘩

の
一 ミ

、
守 ご

r畠

ご

函

○
ｍ
・
由
廿

ｒ
為
』
３
門
』 雛

鯛
申識

鯛
申雛
崖
岨Ｉ

掴
意
一

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
閲
副

暦
Ｋ

１
１
．

ｓ
輪
亀
配

卿
諦

９
厘
一
胆
邑

Z

庖
京

旧
任

匪
エ
ロ
ト

岸
匡
を

r量

剖
匡
Ⅸ
唾;|＊

’

蝉|鴫
正
割
Ⅸ
轍

｜’

,州卜
+;璽世

α
ご
〆
唾
1ト
ート

！
ｌ
呈
匡
〆
鷺

’1卜 |峠|蔦|；I卜'1卜|Ⅸ
+､|+､|唾|+、

ト
ト

Ⅸ
来
錐

Ⅸ
来
維

Ⅸ
来
錐Ｉ
ｕ
臆
・
ト
ト§|‘1ト

ト
1ト
ト

ｄ
借
・
ト
ト

1卜
+、
ト
ト
ト
ト
ト
ト

咋
卜k|排

咋
十歯|鰍1卜

+、
ト
ト蛎俳戦唯|津1トト Iﾄﾄー、蛾 咋

卜
咋
卜

⑧

恥1トート トト トト唯|紫1卜+、咋卜 1トート トト戦 峠十 1トート 1卜+、 1卜●卜唯|戦トト 峠卜咋卜 咋十 卜．十咋
卜

亀｜ミ｜ご

|’

（
唾
ヱ
の
一
室

（
。
￥
の
一
二

、
、
｜
竜
一

の
ト
’１

国
（
’

寸
居

ご

ト
）
又
切
一
ミ

ト
’

一h－’一一

正
ン
一

一
匹
シ
一

一
正
浜
一

一
α
ン
。
－

｝
匡
ン
－１

画
匡
矛
一

匡
矛
一

α
矛
一

Ｆ
■
・

一
ン
一

一
岸
一

一
ン
一

一
矛
○
一

二
輪
亀
邸

;鐸
由
馴

一
伽
ＫＩ
一
伽
Ｋ
ｗ
Ｋ

竜

堂

辰

ミ

ご|ご

ご｜ミ

ご

薯|書|≦
!Ⅱ

洲
ミ 亀竜｜|ミ

堂

』
』
』
』
一
一

』
』
、
、
富
『

ミ

、
、
ミ
ミ

』
、
一
一

１
１
へ
《
‐
一
』

巽
巽

一
』

Ｈ
際
』
一

・
循
舞
一
￥
の
ミ

一
畳
一
『
『

話
座
・
雄
既

一
畳
一
君
』

亀

、
）
ｘ
の
一
ミ

巳｡｢卜1画 E詞 ー へI|命 守 画 、 畠 、 雨 凸 ~ 詞寸Ir］ 画
②
一

岸
④
一

、
、
一

〔
）
（
） ろ

討
○
画
。 919

。
。

コ
コ
や
ざ 薫

叩
② 胃|馬|爵

曲
面

四
の
一 |臣’|畠’

の
○
戸
三'二|雪

｢忘可

'二’
目

'三’
后

戸
－

万 一百

'二’
丙

|里’

己

|望’

丙 国 目

|雪’

［
眉

|里’

庁＝

国
－１
巨一

マコ

一
」

|望’

一
ン
一

〆
一
色

福
釦
由
卿
・
二
輪

ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
鹿
。
損

’
一
輪
得
亀
〆

心

診
狸
嘱
急
一

｜
輪
癖
命
〆

一
輪
癖
亀
〆:|:|:'.'；配

。
〆
一

や
ｕ
鴫
遥
拝
亀
一謎|§

噸
Ｊ
喫
塙
異
亀
一

１
輪
提
急
昇

二
輪
癖
亀
〆

ゆ
り
嘆
塙
混
亀
〆

伽
〉
輪
凝
亀
〆

伽
〉
輪
揖
亀
〆

③
佃
由
輔
・
二
輪
一

心
己
喫
毛
癖
急
ｓ

協
い
〆
只

｜
輪
掴
命
〆

田
圃
嘩
騨 鵜|誰 間|量 侭暴 侭

緊

損 急

幕'邸

（
正
ン
ゆ
ぽ

》
正
シ
晩
国 岸

山
に
矛
⑤
戸

四
匡
矛
一

ミ

恵
幽

ﾐ|ﾐ|ﾐト
亀｜室｜|竜｜|ミ

鋸|劇鴇|爵

ミ

。
、

=

ミ

汝
喧

ﾐ

ﾐ

生
喧

戸

亀

咽
申

｛
シ
一

〔
匡
汚
〈

四
匹
産

戸
α
シ
一

》
配
シ
一

ト ト

一
去
一

一
ン
一

一
矛
一

一
矛
一

②
、
ト
匡
矛
一

寸
、
ト
匡
〆
○
一

|②
、、
寸
、
の
正
宏
叩

一
浜
（

正
ン
一

一
α
ン
一

垣
、
垣
唾
矛
一

鑑
幽
ご
’
童

竜

因
一
四
⑱

声

扇

中
戸 三 ミ

ﾐミ

鋸
掴
車
姻
車

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
‐
汝
個 誰

頬
車
陸
田
汝
凪

寺|~ の ザコ 京。 ” マ GI ぽ。 ④ 《ロ ②'ず の 寺 ずす 『． Eu

幸
去
○
一３
一
岸
の
房

一
ン
喝
ト

一
矛
四
（

一
矛
Ｄ
戸

一
シ
四
ト

｜
去
叩
岸

｜
矛
ｏ
戸司
一
去
叩
戸

一
法
ゆ

一
ン
四
Ｆ

一
矛
一

｜
矛
叩
房

守

｛
矛
⑤
戸

国

一
矛
○
戸

可
、
ト
匡
矛
頃
ト

の
、
⑤
正
ン
唖
房

の
へ
可
匡
去
の
戸…
の
、
の
匡
ン
叩
房

守
ヘ
ト
正
ン
叩
戸

の
、
（
匡
矛
◎
一

一
、
、
匡
去
○
一

②
、
寸
匡
矛
唖
ト

守
、
ト
匡
矛
ぬ
ぽ

〔
．
正
シ
晩
戸

一
シ
、

一
ン
ゆ
ぼ

囚
、
寸
正
矛
の
房

一
矛
○
一

T＝1

ご
、
、

、
』

』
』

開
到

判

、
、
｜
、
『

四
回
世
一
ミ

Ｋ
畦
一
ご

、
』
、
、
』
』

一
畳
一
一
、
、

工
狛

ミ

話
幽
・
斌
既

繍
猟

孔

ミ

Ｈ
鹿
一
』
一

こ

「
問
一
一
一
畳

ご

、
、
｜
畳
邑

、
、
、
、
、
皇

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
問

、
、
、
、
受
、

亀

ミ

埠
一

亀

垣
一

因
叩

ミ｜|ミ

’

に
儲

二

汝
凪

堂

ミ

広
超

亀

ミ

鋸|園|闇

堂

=

ご

ミl竜’二

巽
巽

、
、

衷
遮

ご

竜

咽
車

、
里

園
猶

二

ご

闇|鋸

二
、
一

一
一

ご｜|誼

頭
車

ﾐ

二

顛
車

詮

ミ

鯛
車
産
函

『
、
｜
’

|ﾐ|ﾐ|ﾐ|富|=

|息|園園|園|誰

= 亀||竜廷｜堂｜堂 ﾐ ﾐ 三 ﾐ

王

雛
'

、
、
’

亀

=

鯛
申

ト
ー

二

姻
車

竜

ミ

姻
車

亀

ミ

注
皿

ご

亀｜亀||隅

志
田

喜卜|”

園|：|鋸

= 竜

一
矛
－１

』
矛
一

一
矛
一

ニ
ン
ー

」
ン
一

ミ

ﾐ|、
、
、

、
、

書|≧

三

竜

ﾐ

こ

ﾐ

ミ

雲|富'。

亀｜ご｜君

ミ

ご

竜

萱

、
、
’
一
一

、
、
｜
、
、

ミ
、
、 亀 ﾐ = 竜 堂 亀 ミ ミ

ダ
ニ
由

Ｉ
｜
輪
毎
急
〆

筆
但
塀
鐙
一§

琶
侭
騨
亀
一

仁ゆ． ③

一
矛
一

一
矛
一

一
洋
一

ト

［可

川

の
、
（
正
ン
（
身

因
、
叩
匡
』

母
、
の
区
」

の
、
中
止
』

の
、
、
匡
ン
’

国
、
唖
匪
シ
一

画
、
幻
匪
ン
一

⑫
、
叩
匪
ン
一

厳．｜f『。②
、
の
正
宏
－１

の
、
す
匪
ン
一

『
匪
汚
’

一
正
法
’

寸
、
ト
正
矛
一

』）’１ '三’｜ヱ’|凹守’

守
、
叩
匡
矛
一

劃 の
、
ト
匡
堅

画
へ
、
α
ン
一

劃
、
中
正
矛
一

寺

三 三 ’三’

｜え’|＜’｜’,唖|＜｜え|之，|え’'9田’

和
揖
亀
一

Ⅸ
来
錐

、
凝
議
一

Ⅸ
来
錘

亀

輪
押
金
ら
壱篭
鴛
調雛

戸
今
由

旬
へ
中
正
ン
唖
（
｜
叩

↑
、
⑭
匡
も§
国
、
叩
匡

の
、
叩
匡
』

の
、
、
匡
至

菅l晋

戸
一刻
＝

㈱
限
憾
唱
険
曝
‐

輪
塀
急
二
畳
里

マ
侭
揖
鹸
二
伽
Ｋ

一
徳
編
命
ら
伽
Ｋ

供
米
雑

Ⅸ
来
錐

供
米
錐

Ⅸ
来
錐

Ⅸ
来
総
Ⅸ
鷺 ;|‘|：錐’ Ⅸ

来
雄

Ⅸ
来
躯 雄|+、|+､|鷺

卜
Ⅸ
鷺

岸

心

|貢’|§?’|ﾐ〕
匡
』
匪
』

噸
●、
一

ミ

壁 量 亀 亀

ｓ
輪
急
解

テ
↓
伽
Ｋ

|;|：
il

:|：霊
長
緊
刑
Ｋ 翼|鳶lW

叩
型
喫
墳
揖
全

侭
累

'三’
）
’１ ヱ 皿？|望

〕
’ ｌ〕’ |当’

咋
卜
’
竜

ト
ト
’
二

咋
卜
’
亀

ID員

一 一 一lー

の 寸｜で叫

寸博 |やI|劇同同同園

Ｅ
●
匡
矛
一

一
正
ン
’

一
匡
ン
｛

一
匡
矛
’

1卜
+、

、
、

、
、

、
、

、
』

ご｜亀｜ミ 竜

一
一
一

一
、
一

一
一
一

’
１
１
声

一
、
、

、
、
｜
、
』

靴|恥
I卜
＋、
ト
ト

雲|、

『
、
、
、

、
、
、
、

、
畠
、
、

、
』
ヘ
ヘ

、
、
、
、

、
、
、
、

ト
ト

’

恥|紫俳
1卜
+、

卜
Ｉ
Ｆ

１
．

ミ

の
、
の
正
も

四
匹
』

国
匡
、 圧

四
正 臣

四
虻 崖|塁 塁

戸
匡
』

匡
矛
晩
戸

一
正
矛
晩
房

声 声

岬 ’

調畿|蕊|盤
｜
〆
便
阜
栗 m|霊|誰

隔
曝

“
命
邸

正
ン
病

寺
、
叩
匡
ン
《

垣
へ
、
匪
去
いＩ

寸
、
叩
匡
シ
の

寺
、
（
正
ン
｛

一
、
の
α
ン
（

里
園

図
燥

慢
墾

二

寸
寸

瞳
遮

三

ご

識

雲ﾄト
ミ
ミ

ミ
、 ご

閣
獅

‐
ｌ
Ｉ
ｑ
Ｊ
■

ｓ
輸
凋
亀
二
〆
侭
弱

１
１
１

蕊
懸
・
拭
碧

庖
京

§|腸

ご
拭
唾

|卜
+、

！
ト
ト

蝉
諦

旦
哩
一
旧
型

Z

掴
珠

ゆ
、
ｃ
匡
〆
叩
居

ず
、
中
正
去
頃
（

、
⑲
区
ン
の
岸

一
、
叩
匡
房
唄
ト

個
匡

、
、
画
匡
矛
岬
高

鯛
》
何
一
竜

，
田
一
重

閣
些
Ｉ
に

慨
映
一
団
の

す

|’

１
１
１

回
低
回

、
、

義
既
旧
州

ご
堤
苗
病
一
己
輪
得
亀
二
畳
弱

因
。
くつ

○
可
○
。
○
の
。
（
。
四
○
②
。

Fーロー''一

|’

－ Ⅱー1ーlー一ーー一一11ーⅡー

lllllll ｜’
~'一

寸
、
の
匡
〆
山
ト

一
、
寸
匡
矛
叩
・
ト

縛
佃
陣
嘩
・
己
軸
急
卿

『小

伽
〃
〉

1卜
+、

1卜
+、

叩
＼
の
に
ン
唖

ｌ
一
目

寸
、
垣
匡
ン
一

戸
、
酎
匪
ン
一

冨
一
の
酬
敏

量 こ 堂 三 二 二 二 堂 二

ミ

亀

顛
車

ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ

唆
凪

胃|異
一
ン
－１

－
戸
一

一
矛
一

ざ。 の ~ 両 ② 囚 寺 寸 ず で一|② 函 の 園 マ ~｢言

賢’ |異’|異’|員’ |ﾁミ
①
、
｛Ｉ
画
、
〔

、
、
一

｢石 国
、

ｌ
寸
、
届|異’

②

一
エ
ー

腿
”
〉
輔 葛

糊

〉
岬
饗 層

二
輪
叩
忘
品
型

配
。
〉
轡 ≦

伽
・
〉
緯

邑
輸
押
詮

即
〃
〉
韓 ≦ ≦

蝉
解
蝉
騨
障
邸
醒
邸
醒
興

壷
一
唖
無

醒
緊
毒
邸
侭
累
蝉
騨
嘩
騨
嘩
窮
抑
Ｋ

切
礁
・
ト
ト

臣
Ⅸ
鞭

置
拭
唾

置
拭
鷺

巴
拭
蹴

雪
Ⅸ
職

置
拭
唾

卜
拭
唾

ご
拭
轍
1卜
+、
1ト
ート
1卜
+、
1ト
ート
峠
卜
ト
ト
ト
ト
咋
卜
咋
卜

ト
ト
咋
卜
1卜
+、
1卜
+、
1ト
ート
ト
ト

ご ミ 三

Ｈ
曙
ミ ミ ミ ご 更 ミ

。
一
ｍ

Ｈ
田

壁

堂

ご

、
、
、
、

一
一
一
一

』
竜
一
一

一
一
一
一

、
、
、
一

一
一
、
一

一
一
、
、

一
一
、
、

一
一
、
、

』
』
一
一

一
一
、
一

一
、
一
一

、
、
、
竜

、
、
、
、

、
、
、
、

ご

ミ

ミ

ミ

一
一

竜 ミ

討
一

、
、

一
一

亀

亀

竜

竜

ミ

亀

調雛|雷|鯛溺|鋸|闇
'

｢哀1T万高1戸計

一
矛
叩
芦

一
ン
ロ
ト

理J

卜再

凹凸

卜。

Ｊ
Ｏ
ら

哩
卜

）
↑

凹 u u u uJ

トー

uJ

トー

皿 巴

理
ト ト 食|ト

聖
ト

'|とull←’lご’’lミ竜
ーlー

|,責’

匡
去
の

匡
去
○
一

'1頁 P向IF向

一
ン
ゆ
画窯
房|房|房|房

|'

岸lF

一
矛
回

ト
ト
ト
ト
1卜
+、

峠
卜

心
も

即
、
Ｆ

『
亀
Ｆ PR|ミ’|蔦’

壁 亀 ご

二
輪
押
金

岬
口
嘆
毛
癖
盆
|量｜＜’|＜’|冬’|輪’|く’|恥’|〆

一一■ﾛ～

亀霜恩嘩一元而剰

～、＝－~~~~
~~~一一~～~

○
の
画

。
②
⑯

Ｈ
画 ｜『銅’lγ、1

す

ｆ
一
鍋
幸

|言’'三’'三’|X･’|プ’|注~’'三

塁 翼 里 鹿男

ト
ト
’
ミ

ト
ト
’
ミ

ト
ト
’
ご

1ト
ート

壁

1卜
+、

壁

1ト
ート

三

1卜
卜

ﾐ

I卜1卜1ト
ートートト

ー｜～．、
～|＝、

鋸|鋸|稲
注
圃錨|圏鋸|鋸'鴇

｢＝．｢軍司｢扇1｢志1

②

瓢
癖
《

和
押
《

脚
〆

瓢
押
今 〆

和
銅
《

1戸、’|戸、’iﾛ豆’|毎、’｜’|〆、’

一
矛
一

一
矛
一

一
岸
一

」
シ
一

Eu

邸
一
咋
卜

②
、
《
α
ン
一

恩 罰|覇|昼

1ト
ト

呈
匡

|，

正
』

§|難
田
Ⅸ
唾

｢扇1不高T哀了r扇1

の
匡
去
一 に
四
匡
矛
一

蝋|輔

畳|畳i博

|鳶’
一
ン
四
ト

」
汚
の

一
ン
、
、
ト

匡
矛
○
戸３

|’

愚
佃
電
純

二
輪
銅

’

;||§ 二
輪
掴

|’

守
佃
由
刺蕊

|＜’|へ’|＜|全 べ’|ヘ’|へ’|＜|へ’|急’|＜’|ぺ’|＜’急’＜’

亀
邸

'一

1ト
ート
1ト
ート唯|唯|に

1卜
+、

亀

〔、 守．

賑

瓢
急
騨
一
巴
Ⅸ
鷺

一
ン
回
ト

・
ブ
侭
覇

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

輔
亀
田

瓢
鹸
解

和
金
邸

軸
議
配鵜

云
担
霧

恥
亀
解

恥
亀
解詣灘

咽
亀
窮３ 陽
一
〆
便
緊

三|客’
恥に､’

ト
ト
Ⅸ
唾

皿
岬
一
睡
・
昨
トートト 臣Ⅸ竃〆鷺 1卜＋、 l卜+、 ヨ

匪
〆
鷺

１
１
１

斗
匡
拭
鷺

訓一F「

誠|典トト卜十 1トト トト 咋卜 1卜+、
I

|’

1ト
ート

巴
拭
啄
ト
ト§|卿乳峠

ト

ー
ｉ
ｌ 1卜+、
ト
ト

『
も
｜
も
、
’

一
一
一
一
一
一

三
｜
Ｈ
鴎
一

国
宕 ﾐ F-ll型 竜 ご 亀 亀 堂 二 二 ＝ 二 岸

ﾐ
ぬ
ぐ ミ

巽
邑

、
、 亀 廷 亀 竜 竜

、
、
ｍ
匡
ン
口
ト

uJ

F曙

劇鋸|爵
~ 国|g》

匡
罪
四
ト

一
正
ン
の
・
トー

峠
匪
ン
。
↑

一
匡
弄
ゆ

F■

’

|’
’

」
矛
喝
」

」
矛
（

鋸’
閣
車謡’

垣
、
（
匡
汚
山
岸

④
、
⑮
匡
矛
唖
（

マ
、
Ｆ
匡
矛
○
一

③
、
ト
匡
矛
一

垣
、
晩
匡
矛
一

⑤
、
四
厘
シ
一

寸
、
ト
匡
シ
ニ

可
、
③
匡
差
一

垣
、
⑤
厘
去
一

的
、
岸
匡
矛
一崖
の
、
の
匡
ン
叩

苛
、
④
匡
矛
四
（

Ｆ
の
ず
つ
戸

胸
時
届
』
Ｆ
１

宕
寸
○
一

○
ぐ
つ
一

つ
叩
ロ
ー自信

（
ず
つ
一

lllll

⑮
、
⑤
正
宏
四
」

⑮
、
居
匡
ン
（

⑤
、
居
匡
矛
函

、
、
ｍ
α
ン
（

的
、
岸
匝
矛
畠

画
、
”
匡
矛
《噂

④
、
の
唾
ン
一

す
、
＠
厘
をｆ

④
、
、
醒
矛
一

四
虻
矛
《

四
一

聖’

｜
鯛
申

ｌ
‐雛|場’

咽
申

４
割

‐
１
１

ｌ鯛痢

卜
十

堂
’
ド
昼

用|~

tn

ミ
’
Ｋ
Ｌ

、
、
、
、
｜
』
、

竜
一
Ｈ
噂
一
ミ

ミ
｜
ゞ
②
ｘ
の
一
三

、
、
一
一
一
一

ﾐ

、
、
｜
』
、

』
『
｜
’
『
』

君

ミ

1卜
+、

ト
ト
Iト
ト

ト
ト

llll

Ih鮮雌

ミ

堂

亀

竜

ﾐ

ミ
ー
（
ご
ｘ
の

、
』
｜
』
』

、
、
｜
、
』

斗朴ト

Ｉ

’’

千

、
、
｜
、
、

Iト
ート

Iト
ート
Iト
ト
1卜
+、

1卜1卜1卜1ト
ト＋､＋､＋、

‘’ll

[s=:55

1卜
+、

ご

ト
ト

亀こ

ご

二
輪
園

Ｉ

,ク､|錘’ 〆､’i急I

ご ﾐ ご ﾐ 、
、
一

扇
国
の

~|~|~|ー

鯛
申
鯛
車
産
咽
姻
申
咽
申
鯛
申ｌ顛車 説

汝
砿

叩

｜
輪
伺

[勺 壷 唾 KO|ト 函 句
一

す
、
の
匡
ン
の
劃

理

す
、
（
匡
矛
唖
ト

、
ト
ー

国
、
の
匡
矛
○
一

理

奇
、
ト
匡
矛
四
ト

唇

ぐ
、
ト
匡
去
｛

卜
匡
シ
四
一

－1’一凸'

｜
輪
癖
《

へ
塙
擢
今 〆

|危’|え’|恥 全 己|勺|壷|了､I|r動|盃|盆，|仁 禿’|気’

程
弱
ｗ
Ｋ
嘩
邸

程

緊
壱 侭|虹|畠

粟|曇|蚕|弱§|量|量
四
畳
彊
翠
侭
覇

亀
解
随
鷹
柄
Ｋ

iisâi
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第5節石器

1.石器類の概要

今回の調査において、6,949点の石器及び剥片・石核類が出土した。その種類と点数は第6表の通

りである。

住居跡や土坑・ピットといった遺構内から出土した石器類が999点、遺構外出土の石器類が5,950点

である。併出している土器型式からみると、そのほとんどが縄文時代中期から後期に属するものと考

えられるが、包含層の明確な時期区分ができなかったため、遺構外出土の各石器の時期的な限定はで

きなかった。

石核、剥片、二次加工のある剥片、使用痕のある剥片、未製品を除いた2,136点について、器種別

の出土点数による組成グラフを第95図に示した。これを見ると、今回の調査区域では切目石錘と打欠

石錘の割合が傑出していることが特徴と言える。切目石錘が38％、打欠石錘が14.8％で両者をあわせ

ると50％を超える比率になる。続いて石雛並びに磨石・凹石類の割合が多くなっている。

以下、まず主な遺構から出土した石器について述べ、そして各器種ごとに分類を中心に説明する。

2．遺構から出土した石器

今回の調査で出土した石器のうち遺構内から出土した石器は999点であり、その内訳は第6表の通

りである。住居跡関係では、第12号住居跡(SB12)､第14号住居跡(SB14)から多数の石器が出土

している。またSK207では、2(i点の石錘がまとまって出土している。ここでは、SB9、SB10、

SB11、SB12、SB14、SB16、SB17・’8，並びにSK1、SK2、SK207から出土した石器

について述べていく。なお、それ以外の遺構から出土した石器については、次の器種ごとの説明の中

でまとめて触れることとする。

切目石錘

38．0％

田石雛

園石錐

圏石匙

三掻器

キーュⅢ肖ﾘ器
Zビｴｽ･ｴｽｷー ｭ

器園へﾗ形石器
圏打製石斧

’4．8％

第95図石器の出土点数による器種別組成

皿磨製石斧

目打欠石錘

園切目石錘

回磨･凹石類

Z石皿

口砥石

国その他
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第6表戸入村平遺跡II出土石器一覧表
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第96図第9号住居跡(SB9)出土石器(1)

第9号住居跡(SB9)と出土した石器（第96,97図、1～19)(1)第9号住居跡SB9と出土した石器（第96,97図、1～19)

合わせて68点の石器が出土した。内訳は石鍬5点(1～3､石錐合わせて68点の石器が出土した。内訳は石鍬5点(1～3､石錐2点(4)､ヘラ形石器2点(5)、

打製石斧4点(16～18)､二次加工のある剥片3点(6)､使用痕のある剥片2点(7)､剥片類38点、打

欠石錘2点(14，15)､切目石錘9点8～13､凹石・叩石1点(19)である。このうち19点を図示し

た。

図示した石器のうち、打製石斧(16～18)､二次加工のある剥片(6)､使用痕のある剥片(7)､切目

石錘（8）は住居跡の床面付近より出土している。また石錐(4=all､切目石錘(9，10，12=a

2、a5、a19)､打欠石錘(15=a4)、凹石・叩石(19=a6)は、それぞれ住居跡内のピットより

出土している。その他のものは覆土からの出土である。
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第97図第9号住居跡(SB9)出土石器(21

4の石錐の腹面側は節理面で二次調整はほとんどなされてなく、機能部は背面側から剥片全体を調

整して作出されている。5のへラ形石器の刃部とした縁辺部の調整は明瞭ではなく、鋭利な縁辺をそ

のまま使用したものかもしれない。12，13の切目石錘は両面に糸巻きの帯状痕跡が観察できる。16～

18の打製石斧は、すべて片面に自然面を残している。16は両側縁がほぼ平行な短冊型で、多孔質な安

山岩を素材としている。17，18は形状が基部に向かってやや収束するバチ型である。18の刃部は摩耗

が著しい。19は棒状の燦を利用しており、表面の中央部に重なるように2つの凹みが観察されるとと

もに、長軸方向の一端に叩石として用いたと思われる痕跡が観察される。
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第98図第10号住居跡(SB10)出土石器

(2)第10号住居跡(SB10)から出土した石器（第98図、20～31

合わせて53点の石器が出土した。内訳は石雛2点（20,21)､石錐1点(22)､削器2点(23,24)、ピ

エス・エスキーユ1点（25)､二次加工のある剥片2点、使用痕のある剥片3点、剥片類35点、打欠石

錘1点（29)､切目石錘4点（26～28)､磨石2点（30,31）である。このうち12点を図示した。図示し

た石器はすべて、住居跡の床面付近より出土している。

21は左側縁辺部の両面に連続した調整が大まかにみられるため､石雛の未製品とした｡23の削器は、

縦長剥片を素材としており、主要剥離面と打点を残している。刃部は背面側からの片側調整によって

作出されている。30，31はともに円喋を素材とした磨石である。30はほぼ全面が自然面をそのまま使

用したツルツルした磨面となっている。31は表裏両面のほぼ全面がIu1んだザラザラした磨面となって

いる。
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第99図第11号住居跡(SB11)出土石器

(3)第11号住居跡(SBU)から出土した石器（第99図、32～39)

合わせて30点の石器が出土した。内訳は石雛1点（32)､石錐1点（33)､削器1点、二次加工のある

剥片1点(34)､使用痕のある剥片1点、剥片類18点、打欠石錘4点(37,38)､切目石錘2点(35,36)、

磨石1点（39）である。このうち8点を図示した。

図示した石器のうち、石雛（32)､二次加工のある剥片（34)､切目石錘（35)､打欠石錘（37）は住居

跡の床面付近より出土している。その他のものは覆土からの出土である。

(4)第12号住居跡(SB12)から出土した石器（第100,101,102図、40～87)

合わせて159点の石器が出土した。今回の調査で確認された住居跡の中で、最も多くの石器が出土

している。内訳は石嫉12点(40～48)､石錐1点(49)､削器1点、へラ形石器2点(50,51)､打製石斧

2点(82)、磨製石斧1点(83)、石核2点(56)、二次加工のある剥片5点、使用痕のある剥片6点(52)、

剥片類79点（54,55)､未製品1点（53)､打欠石錘14点（75～81)､切目石錘27点（57～74)､磨石・凹石

4点（84～86)､磨石1点、石Ⅱ1点（87）である。このうち48点を図示した。

図示した石器のうち、石雛(45,46)、ヘラ形石器(50)、未製品(53)、剥片(55)、打欠石錘(76,78,

81)、切目石錘(65,68～71)、磨石・凹石(85)は住居跡の床面直上より出土している。また、石雛(44

=dl5)､打欠石錘(79=d5)はそれぞれ住居跡内のピットより出土している。その他のものは覆土

からの出土である。

54は今回の調査で確認されたサヌカイトの剥片としては最大のもので、自然面を打面として剥離さ

れており、主要剥離面及び打点を残す。また、55は砂岩の剥片であるが、包含層から出土している他
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第103図第13号住居跡(SB13)出土石器

の3点（286～288）とともに、背面がほぼ自然面のままであることから、おそらく円篠から自然面を

打面として剥離されたものと思われる。主要剥離面の縁辺部に二次調整等はみられないが、何らかの

石器の素材とすることを目的に剥離されたものなのか、興味深い。

73の切目石錘に見られる糸巻きの帯状痕跡は片面だけであるが、74～76については両面に観察され

る。84は棒状の燦を用いた凹石で、平らな一面の両端に離れて2カ所の機能部が残されている。また

別の一面は、自然面をそのまま使用したツルツルした磨面となっている。

(5)第14号住居跡(SB14)から出土した石器（第104,105図94～120

合わせて113点の石器が出土した。内訳は石雛6点(94～99)､石錐1点(100)､掻器2点(104,105)、

削器4点(101～103)、ピエス・エスキーユ2点(106,107)､磨製石斧1点、石核4点(no，Ill)､二

次加工のある剥片5点、使用痕のある剥片11点(108,109)､剥片類63点、打欠石錘7点(114～118)、

切目石錘5点(112,113)、磨石・凹石1点(120)、砥石1点(119)である。このうち27点を図示した。

図示した石器のうち、石雛(98=SK147)､掻器(104,105=SK143-SK150)､削器(101=SK

143)、ピエス・エスキーユ(107=SK157)、使用痕のある剥片(108,109=SK158)、打欠石錘(114,

115,117,118=f7、f9、SK147)､切目石錘(113=SK142)､磨石・凹石(120=SK142)､砥石

(119=SK154)は、それぞれ住居跡内の土坑、ピットより出土している。その他のものは覆土から

の出土である。

103の削器の刃部は、主要剥離面の打点側からバルブを潰すようなかたちで片面調整によって作出

されている。108は縦長剥片の平行する両側縁に、連続する微細な剥離痕が観察される。114,116,

117の打欠石錘は、糸巻きの帯状痕跡が両面に見られる。119の砥石は上下部分を折損しているが、表

裏両面並びに両側面に擦痕が見られ、ほぼ全面が機能部として使用されていたと思われる。120は表

面の中央部にI"lみが観察されるとともに、表裏両面に磨面があり、二つの機能を併せ持つ。
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第104図第14号住居跡(SBU)出土石器(1)
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第105図第14号住居跡(SB14)出土石器(2)

(6)第16号住居跡(SB16)から出土した石器（第106,107図121～141)

合わせて99点の石器が出土した。内訳は石雛8点(121～125)､石錐1点(126)､石匙1点(127)､削

器4点（128～130)､磨製石斧1点、石核2点(132)､二次加工のある剥片5点、使用痕のある剥片5

点(131)､剥片類.19点、打欠石錘3点(139)､切目石錘7点(134～138)､凹石・叩石1点(140)､凹石

1点(141)､石製品1点(133)である。このうち21点を図示した。

図示した石器のうち、石製品(133)、石錐(126)、削器(129)の3点と、石雛(122)、切目石錘(137,

138)の3点については、それぞれ住居跡内の同一土坑(SK92)より出土している。また、石雛(124)、

石匙(127)の2点は、住居跡内の同一ピット(h78)より出土している。その他のものは覆土から

の出土で､ある。

129の削器は、自然面を打面として剥離された横長剥片を素材としている。背面は節理面で、腹面

は主要剥離面がそのまま残っており、末端部に表裏Illlj面から調整が加えられて刃部が作出されてい

る。133の用途は不明だが、表面に擦痕が観察されるとともに、残存する一端にわずかに潰れがみら

れる。134,135,137の切目石錘には、両面に糸巻きの帯状痕跡が観察される。140は表面のやや上部

に擦り鉢状の凹みがあり、右側縁辺部には叩打痕が集中してみられる。
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第106図第16号住居跡(SB16)出土石器(1)
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第107図第16号住居跡(SB16)出土石器(2)

(7)第17,18号住居跡(SB17、18)から出土した石器（第108図142～162)

合わせて85点の石器が出土した。内訳は石雛4点(142～144)､石錐3点(145～147)､削器3点(148,

149)､へラ形石器1点(150)､磨製石斧1点(159)､二次加工のある剥片5点、剥片類51点、打欠石錘

4点(157,158)､切目石錘10点(151～156)､磨石1点(161)､凹石2点(160,162)である。このう

ち21点を図示した。

図示した石器のうち、石錐（146)､削器（148)､切目石錘（153)､磨石(161)､凹石(162)は住居跡

の床面直上から出土している。また、石錐(143=k19)､打欠石錘(158=k24)､切目石錘(151=k

29)､磨製石斧(159=SK199)は、それぞれ住居跡付近のピット．土坑より出土している。その他の

ものは覆土からの出土である。

145,147の石錐の尖頭部には、使用によるものと思われる摩耗が観察される。148の削器は、103と

同様に主要剥離面の打点側からバルブを潰すように二次調整が加えられているが、背面側にも調整が

あり両面調整によって刃部が作出されている。160は砂岩の円喫を利用した凹石で、表裏両面の中央

に擦り鉢状の凹みができている。
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第108図第17,18号住居跡(SB17、18)出土石器
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(8)SKIから出土した石器（第109図、163～166)

合わせて28点の石器が出土した。内訳は石錐2点(163)、ピエス・エスキーユ1点、

二次加工のある剥片3点、使用痕のある剥片4点（164)､剥片類12点、打欠石錘1点

打製石斧1点、

(165)､切目石錘
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第111図SK207出土石器

2点、凹石1点、敵石1点（166）である。このうち4点を図示した。

(9)SK2から出土した石器（第no図、167～174

合わせて35点の石器が出土した。内訳は石雛1点(167)、石錐2点(168)、掻器2点(169)、ピエス・

エスキーユ1点、石核1点、使用痕のある剥片1点、剥片類13点、打欠石錘5点（173)､切目石錘8

点(170～172)､磨石1点(174)である。このうち8点を図示した。

(10)SK207から出土した石器（第Ill図、175～195)

合わせて29点の石器が出土した。内訳は剥片類3点、打欠石錘6点(192～195)、切目石錘20点(175

-191)であり、合わせて26点の石錘の集積がみられた。このうち21点を図示した。石錘26点のうち

完形のものは、打欠石錘が5点、切目石錘が16点の合わせて21点である。完形品21点の質量の平均は

18．58であり、10～208のものが大半を占めている。中には191の切目石錘のように、一部を折損し

ているが60gを超える大きさのものもみられる。

石錘に用いられている石材は、砂岩17点、泥岩2点、れき岩2点、ホルンフェルス3点、安山岩2

点である。また、いわゆる「糸巻きの帯状痕跡」が両面に認められるものは、打欠石錘で2点、切目

石錘で6点で､ある。片面のみに認められるものは、打欠石錘で1点ある。
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第112図その他の遺構内出土石器(1)
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第114図その他の遺構内出土石器(3)
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3．器種ごとの分類

形態分類については、前回調査時の報告書（1994千藤）の項目並びに基準に基づくものとするビ

(1)石錨(1～3，20，21，32，40～48，N-，94～99,121～125,142～144,167,196～201,240～264)

273点出土した。大きさや調整の度合いから、石雛の未製品と考えられるものも含めた。石材別に

みると、チャート248点、サヌカイト20点、下呂石4点、黒曜石1点である。このうち62点を図示し

た。

尖頭部と、矢柄との装着部である基部に着目してそれぞれ以下のように分類した（第115図)。そし

て、それぞれの石雛を尖頭部と基部との組み合わせによって分類した。

尖頭部の分類

1類：鋭角な尖頭部を持つもの。

2類:l類と同じだが、全長が長い（全長が全幅の2倍以上）もの。

3類：鈍角な尖頭部を持つもの。

4類：先端が小さく尖り、側縁辺部の肩が張った形状を持つもの。

5類：先端が尖らず、丸いカーブを描くもの。

基部の分類

A類：基部の中央部がU字型にえぐりの入るもの。

B類：凹状のわずかなえぐりの入るもの。

C類：深いえぐりの入るもの。

D類：いわゆる平基雛で､、基部が直線状になるもの。

E類：いわゆる円基鍍で、基部が丸みを帯びて突出するもの。

F類：いわゆる有茎錐で、基部に茎を持つもの。

G類：いわゆる片足雛で、基部に片方しか脚部がないもの。

八，八向
｜類2類3類4類

尖頭部の分陰類

、
5類

基部の分類

L /Uし^(^t)i)

、
ｌ
Ｊ

ｖ
△
“

し』
C類 E類A類 B類 D類 G類

破損、折損の部位による分類

ハ
ハ

△
し-,J，

第115図

△
c>̂ ，、）ー

hb e

石鋪の分類

f
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折損等で､形態が分からないものを除いた198点について、各類の点数は以下の通りである。

1A類(1，240，241)23点出土。

1B類(40～15,94～96,142,143,242,243)58点出土。

1c類(20，32，97，121，196，197、244,245)38点出土。

1D類(246)13点出土。1E類(247)6点出土。1G類(248)3点出土。

2A類(2，47，249)7点出土。2B類(250)3点出土。2C類(251)1点出土。

3A類(252)1点出土。3B類(253)14点出土。3C類(254)5点出土。

3D類(98,255)10点出土。3E類(256)2点出土。

4B類(99)1点出土。4C類(257)1点出土。

5A類(258)1点出土。5B類(259)3点出土。5C類(260)1点出土。

5D類(200,2613点出土。5E類(144,262)4点出土。

破損、折損しているものについては、その部位によって分類した（第115図)。それぞれの点数は次

の通りである。なお、21点を未製品とした（3，21，125，264)。

a43点、b70点、d1点、e17点、f12点、g9点、h7点。

(2)石錐（4，22，33，49，100，126，145～147,163,168,202,265～269

98点出土した。石材はチャート93点、下呂石2点、サヌカイト3点である。形態と尖頭部の数によ

り、次の5つに分類した。このうち17点を図示した。145,147,168,266の尖頭部（機能部）は、使

用によるものと思われる摩耗が観察される。

1類：剥片の一端を尖らせて尖頭部を作り出したもの。素材となった剥片の形を大きく変えることが

なく多様な形態となり、他と比較して尖頭部が短い。（100,126,168,265)33点出土。

2類：剥片の全体を整形して尖頭部を作り出したもの。基部と尖頭部の区分は、はっきりしている。

尖頭部が一端にあるもの(a類）と、両端にあるもの(b類）とがある。

2a:(4，22，33，49，145～147,163,266)49点出土。

2b:(267)8点出土。

3類：長い棒状の形態を呈し、基部と尖頭部の区分が不明瞭なもの。調整が全体に及び、形態に統一

性がみられる。尖頭部が一端にあるものa類）と、両端にあるもの(b類）とがある。

3a:(202,268)3点出土。

3b:(269)5点出土。

(3)石匙（89,127,270,271)

5点出土した。石材はチャート3点、サヌカイト2点である。つまみ部分と刃部との位置関係によ

り次の2つに分類した。このうち4点を図示した。

1類：いわゆる縦形で、つまみを上方においたとき、平行する側縁が刃部となるもの。（271）1点

出土。271は、横長剥片を素材としており、背面には自然面が広く残り、腹面には主要剥離面並

びに打点が観察される。剥離の末端につまみ部と刃部を両面調整によって作出しており、刃部は

1カ所である。
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2類：いわゆる横形で､、つまみを上方においたとき、直交するその下端の縁辺部が刃部となるもの。

（89,127,270)4点出土。270は、素材となった剥片の打点側に両面調整によって刃部を作出

し、末端側につまみ部を作出している。

(4)掻器(90,104,105,169,208、209,272,273)

急角度に調整された刃部を持つ石器を掻器とした。37点出土した。石材はすべてチャートである。

刃部の位置により、次の2つに分類した。このうち8点を図示した。

1類：片面の1ヵ所に刃部をつけたもの。(90,104,105,169,209,272)30点出土。209は、縦長

剥片を素材としており、打点側に片面調整によって刃部を作出したもの。

2類：表裏に、1カ所ずつ反対側の位置になるように刃部をつけたもの。（208,273）7点出土。

(5)削器（23，24，91，101～103,128～130,148,149,203～206,274～276)

剥片の縁辺に連続的な調整によって刃部を作り出した石器を削器とした。122点出土した。石材は

チャート117点、サヌカイト3点、安山岩1点、黒曜石1点である。刃部の作出方法により、次の2

つに分類した。このうち18点を図示した。

1類：縦長(横長)剥片を素材とし、片面加工により刃部を作出したもの。（23,24,101,203,275）

43点出土。

2類：縦長（横長）剥片を素材とし、両面加工により刃部を作出したもの。（91,102,103,128-

130,148,149,204～206,274,276)79点出土。91，129，204，274は、腹面に主要剥離面と打

点が観察される。

(6)ピエス・エスキーユ（25,106,107,277～279)

向かい合った二辺ないしは四辺の縁辺部に、剥離痕やつぶれが認められる石器をピエス・エスキー

ユとした。32点出土した。石材はすべてチャートである。剥離痕の見られる部位と長さ・幅を比較し

て次の3つに分類した。このうち6点を図示した。

1類：縦長で縦に一対の剥離痕のみられるもの。（25,106,107,278)22点出土。

2類：1類以外で、一対の剥離痕のみられるもの。（279）5点出土。

3類：二対以上の複合的な剥離痕のみられるもの。（277）5点出土。

(7)へラ形石器（5，50，51，150，207，280

剥片の両側を折り取り、長軸方向の一端に刃部を持つ石器をへう形石器とした。40点出土した。石

材はすべてチャートである。このうち6点を図示した。51は、節理面を打面として剥離された縦長剥

片で、打点側を刃部としている。280は、主要剥離面の末端に微細な連続する剥離痕が観察される。

(8)打製石斧（16～18,82,234～236,313～315)

105点出土した。石材は安山岩76点、ホルンフェルス15点、砂岩13点、流紋岩1点である。形状か

ら次の3つに分類した。このうち10点を図示した。
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1類：胴部がほぼ平行な、いわゆる短冊型と呼ばれるもの。(16，82，313)35点出土。

2類：胴部がくびれる、いわゆる分銅型と呼ばれるもの。(314)5点出土。

3類：形状が基部に向かってやや収束する、いわゆるバチ型と呼ばれるもの。(17，18，235，236，

315）41点出土。

折損した部位によって第116図のように分類した。それぞれの点数は、次の通りである。

a:14点、b:23点、c:i点、d:7点。

一、

b C e

第116図打製石斧の折損の部位による分類

(9)磨製石斧（83,159,233,316～322)

27点出土した。この中には、磨製石斧の破片と思われるもの5点、未製品としたもの2点を含む。

石材は片岩13点、安山岩8点、砂岩4点、蛇紋岩1点、ホルンフェルス1点である。形態と石斧の大

きさから次の4つに分類した。このうち10点を図示した。

1類：全幅と全厚がほとんど変わらず、基部の断面が円形になるもの。

2類:1類以外のもののうち、全幅が14mm～30mmのもの。(83,316,317)4点出土。316の刃部に

は、摩耗した痕跡が観察される。317は全幅が9mmと他と比較しても特に細身であるが、この類

に含めた。

3類:1類以外のもののうち、全幅が40mm～70mmのもの。(159,233,318～322)16点出土。233,

319,320の基部には、柄に装着した際の痕跡と思われる潰れが観察される。321は、今回出土し

た磨製石斧の中では、最大のものである。

4類：1類以外のもののうち、全幅が100mmのもの。

このうち今回の調査では2類と3類のみしか出土していない。

折損した部位によって第117図のように分類した。それぞれの点数は、次の通りである。

a:5点、b:7点、d:2点、その他1点。

b

に 白
cd

第117図磨製石斧の折損の部位による分類
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(10)石核(56，no，Ill，132，282～285)

79点出土した。石材はチャート74点、砂岩3点、サヌカイト2点である。このうち8点を図示した。

56は打面が2つあり、まず自然面を打面として剥離作業を行い、のちに90.の打面転移を行い、作業

面を打面として次の剥離作業を行っている。節理の多いチャートの分割藤を用いている。noは打面

が4つ、作業面が3つあり、打面転移を繰り返して剥離作業を行っている。132はチャートの円喋を

用いており、自然面をそのまま打面として4方向より剥離作業を行っている。282はチャートの剥片

の表裏両面をそれぞれ作業面として、180の打面転移をして剥離作業が行われている。283も打面転

移を繰り返して剥離作業が行われた残核であり、打面が5つある。284はサヌカイトの分割操を用い

て、主要剥離面を打面として3方向から剥離作業を行っている。285は砂岩の届平な円喫を用い、平

らな自然面を打面として周囲に剥離作業を行っている。得られた剥片の背面には自然面が広く残るも

のと思われる。接合はしなかったものの、砂岩の剥片の中に見られる資料（55,286～288）との関連

が深いものと考える。

(11)二次加工のある剥片16，3,4，210)

剥片の側縁に大小の剥離痕を連続して施したものを二次加工のある剥片とした｡153点が出土した。

石材はチャート150点、下呂石2点、安山岩1点である。このうち3点を図示した。

(12）使用痕のある剥片（7，52，108，109，131，164、211)

剥片の側縁に微細な剥離痕が密接して、あるいは不規則に観察されるものを使用痕のある剥片とし

た。135点出土した。石材はチャート133点、下呂石1点、安山岩1点である。7点を図示した。

(13）剥片類（54,55,286～288）

4,401点出土した。石材はチャート4,103点、安山岩83点、砂岩78点、サヌカイト61点、下呂石28点、

ホルンフェルス18点、水晶12点、黒曜石11点、石英7点である。このうち5点を図示した。

(14)未製品(53,281)

45点出土した。石材はチャート42点、安山岩2点、水晶1点である。このうち2点を図示した。

(15)打欠石錘(14，15，29，37，38，75～81,93,,114～118,139,157,158,165、173,192～195,

227～232,307～312)

315点出土した。石材は砂岩242点、安山岩15点、ホルンフェルス36点、閃緑岩5点、れき岩4点、

凝灰岩1点、泥岩12点である。このうち39点を図示した。打ち欠き部分は、長軸方向の両端に2～4

凶の剥離によって作出されているものがほとんどである。折損のみられないもの253点について、質

量分布を第118図に示した。log～50gに集中がみられるが、中には200g以上のものも存在する。31

2は、質量が394.6gでサイズ的にも最大のものである。

いわゆる「糸巻きの帯状痕跡-」がみられるものは66点であり、そのうち片面だけにみられるものが

35点、両面にみられるものは31点である。200g以上のものには、帯状痕跡はみられない。
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(16)切目石錘(8～13,26～28，35，36，57～74，92，112，113，134～138,151～156,170～172,

175～191,213～226,289～306)

812点出土した。石材は砂岩577点、ホルンフェルスIll点、泥岩39点、れき岩36点、安山岩35点、

凝灰岩6点、閃緑岩4点、ひん岩2点、片岩1点、流紋岩1点である。このうち95点を図示した。長

軸方向に切目があるものがほとんどであるが、219は長軸方向の一対の切目だけでなく、短軸方向に

も切目が施されている。右側面には大小2つの切目があり、4ヶ所にあわせて5つの切目が施されて

いる。

折損のみられないもの526点について、質量分布を第119図に示した。lOg～30kに集中が見られる。

打欠石錘の分布と異なり、例外的に大きなものは存在しない。

糸巻きの帯状痕跡がみられるものは187点であり、そのうち片面だけにみられるものが88点、両面

にみられるものは99点である。
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289,296は、上下の切目が奥深〈まで入っており、表裏両面とも上下の切目がほぼつながっている。

291は、表面の一部にほぼ同じ方向に擦ったと思われる擦痕が観察される。また294,301,302は、磨

面として使用されたと思われる部分が観察される。294は、右側面に擦痕がみられる。301の表面には、

平らになったツルツルした部分がみられる。302の左側面は、平らに面取りされたようになっている。

304は質量が5.4gと最少のものであるが、下側の切目は作出されておらず、上側の切目の作出もわず

かである。305は上下両端を折損しているが、中央部に切目の一端が観察されたため、切目石錘とし

た。断面形は楕円形に近い。306は切目石錘としては最大のものであり、切目部分の周辺には糸かが

りによるものと思われる摩耗痕が観察される。

(17）磨石・凹石・敵石・叩石(19，30，31，39，81～86,120,140,141,160～162，166，174，237

～239,324～333）

あわせて238点出土している。このうち28点を図示した。石材は砂岩160点、安山岩66点、閃緑岩7

点、れき岩2点、凝灰岩2点、ひん岩1点である。これらの石器はいくつかの機能を併せ持つものが

多いため、まずはそれぞれ単一の機能ごとに着目して分類した。その上で、個々の石器がどのような

機能を有するのかをまとめた。

凹石の分類

川原石の片面あるいは両面に凹みを有するものを凹石とした。137点出土した。

I"!みの形状と、I"!みの位置を次のように分類した（第120図)。

凹みの形状による分類

J1

一 一~－－_一

I類II類

凹みの位置による分類

蕊
qG－1，Jh-R■-,

Ⅲ類

一一ヒーブーー
Ⅳ類

a 類b類c類d類e類

第120図凹石の分類

I'1みの形状による分類（実測図での凹みの表現は基本的にこの模式図に合わせた｡）

I類：細かい敵打痕が集中してI"lみをつくっているもの。

II類：擦り鉢状にI"!みができているもの。敵打によるものでなく擦られたものと思われる。

Ⅲ類：右上がりの大きなI"lみを有するもの。

Ⅳ類：径が4cm以~上の大きな凹みを有し、凹みの表面に磨痕が見られるもの。
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凹みの位置による分類

a類：中心に凹みが1つあるもの。

b類：中心からずれて凹みが1つあるもの。

c類：2つ以上の凹みが、中心付近で重なってあるもの。

d類：2つ以上の凹みが、中心付近で離れてあるもの。

e類：3つ以上の凹みが不規則にあるもの。

それぞれの分類の凹みを1面だけでも持っている個体数を第7表に示した。表裏で異なる凹みを持

っているものは、別々に数えた。凹みの形状としては、I類のものが最も多くなっている。

また両面に凹みのあるものは82点あるが、表裏の凹みの種類の組み合わせについて第8表にまとめ

た。I類とI類の組み合わせが最も多く、Ⅱ類とII類、I類とII類の組み合わせのものがその半数ほ

ど見られる。I類とⅢ類の組み合わせのものも少数みられる。II類とⅢ類の組み合わせのものは1点

もない。この点については、戸入村平遺跡報告書において、使用方法が異なるという側面から検討が

加えられている。

第7表凹石の分類別出土点数第8表凹石の表裏面の凹みの組み合わせ

磨石の分類

川原石の表面のどこかに明瞭な磨面のあるものを磨石とした。160点出土した。

磨石の種類と、磨面の位置によりそれぞれ次のように分類した（第121図)。

磨面の種類による分類（実測図での凹みの表現は基本的にこの模式図に合わせた｡）

1類：敵打によって一定の面を作出した後に使用され、ザラザラとした感触のある磨面。

2類：自然面を加工することなくそのまま使用し、ツルツルした磨面。

3類：面の作出は1類と同じであるが、面の中央部分が凹んでいるもの。

磨面の位置による分類

a類：川原石の片面もしくは両面のほぼ全面を使用しているもの。

b類：川原石の片面もしくは両面の一部分を使用しているもの。

c類：石の長軸側側面を使用しているもの。

d類：石の全面を使用しているもの。

e類：一つの面に異なる磨面がいくつかつくられているもの。

f類：石の側面ほぼ全周を使用しているもの。

I類

II類

Ⅲ類

IV類
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磨面の種類の分類

一

叩叩
ー

磨面の位置による分類’類

愚咽動画唾{印

画画、唾切、漁遍
磨石の機能を有する160点のうち、1類～3類のそれぞれの種類の磨面を有するものの点数は、1

類の磨面を有するものが37点、2類の磨面を持つものが124点、3類の磨面を有するものが3点とな

っている。複数の種類の磨面を持つものについては、重複して数えてある。

叩石

川原石の側面に、叩打痕を持つもので、叩打痕が一部に集中しているものを叩石とした。ハンマー

のようなものを"IK使用が想定できよう。38点出土した。機能部としての叩打痕が1カ所にみられる

ものは28点、2カ所にみられるものは9点、3カ所にみられるものは1点である。

敵石

川原石の側面に、敵打痕を持つもので、打痕が1カ所に集中せず、ある程度の広がりを持つものを

敵石とした。ものをすりつぶすような使用が想定できよう。6点出土した。

以上4つの機能について、個々の石器がどのような組み合わせで併せ持っているのかをまとめてみ

ると、以下の通りである。

・凹石としての機能のみを持つもの54点。(141,160,162,238,239)

141は砂岩の円喋を利用しており、表裏両1mに1カ所の凹み部がある。表面には中心からややずれ

た箇所にII類の凹みがあり、裏面にはほぼ中央部にI類の凹みがある。162は表面の中心付近にやや

離れて2カ所の凹みがみられる。上方の凹みはI類で明瞭に観察されるが、下方の円みはわずかな痕

跡のみである。238は表裏両面のほぼ中心部にともにⅢ類の円みがみられる。239の表血には中心部に

Ⅲ類の凹みが2カ所重なるように見られるとともに、裏面には中心部に浅いI類の凹みがみられる。

・磨石としての機能のみを有するもの84点。（30，31，39，161，174，237、326,327,328)

161は砂岩の円喫の表裏両面のほぼ全面が、自然面をそのまま使用したツルツルした2類の磨面で

ある。174も同様であるが、表面には磨面が2カ所みられる。237の表面には2類の磨面が広くみられ
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るとともに、右側面にも1類の磨面がみられる。327は、表面のほぼ全面に3類の磨面が見られる。

328は表面と下面に1類の磨面がみられるとともに、裏面はほぼ全面が3類の磨面となっている。

・叩石としての機能のみを有するもの6点。

・敵石としての機能のみを有するもの2点。(166,324)

166は砂岩の円喋の一端に、広く敵打痕が見られ、使い込まれた印象を受ける。324は細長い棒状の

河原石の長軸方向の一側面の全体に敵打痕が認められる。断面形は、機能部を底辺とする二等辺三角

形に近い形状である。

・磨石と凹石、2つの機能を併せ持つもの57点。（84～86,120,331)

85の表面の中心部にはII類の凹みがほぼ重なるようにみられ、裏面はほぼ全面が2類の磨面となっ

ている。86は表面のほぼ全面が2類の磨面であり、その磨面を切って中心部のやや上方にII類の凹み

がみられる。331は円喋のほぼ全面が2類の磨面として使用されているとともに、表裏両面ともに中

心付近にやや離れてⅡ類の円みがみられる。また左側面の中央部にも、凹みが観察される。

・磨石と叩石、2つの機能を併せ持つもの11点。

・磨石と敵石、2つの機能を併せ持つもの1点。

・凹石と叩石、2つの機能を併せ持つもの12点。(19，140)

140は表面のやや上方にI類の凹みがみられるとともに、右側面に叩打痕が集中してみられる。

・凹石と敵石、2つの機能を併せ持つもの2点。（327）

327は、砂岩の円喋の表裏両面ともに2カ所のI類の凹みが中心付近に離れてみられる。また左右

両側縁辺部並びに下面に粗い敵打痕が広がっている。

・磨石と凹石と叩石、3つの機能を併せ持つもの8点。（325,329,330,333）

325は細長い円喋の表面の中心部よりやや下方にI類の凹みがみられるとともに、左右両側面は自

然面をそのまま使用した2類の磨面となっている。また長軸方向の一端にわずかに叩打痕がみられる。

329は円喫の表面のやや上方にI類のI"!みがみられるとともに、左側面には1類の磨面がみられる。

また下部面の一部には叩打痕が観察される。330は表裏両面のほぼ中央部にI類の凹みがみられる

が、表面の凹みは2類の磨面を切って作出されている。また下部面に叩打痕がみられる。333は表面

並びに右側面に2類の磨面がみられる。裏面の中心部よりやや下方にはI類の凹みが、左側面にはⅢ

類の円みがみられる。また長軸方向の両端には叩打痕が観察される。

・磨石と凹石と敵石、3つの機能を併せ持つものl点。（332）

332は、砂岩の円喋の表裏両面のほぼ中心部にI類の凹みが浅くみられ、その周りは2類の磨面と

なっている。また右側面は一面に敵打痕が広がり、赤色顔料の付着がみられる。

(18)石皿(87,344～347)

13点出土した。石材は砂岩6点、安Ill岩5点、閃緑岩2点である。このうち5点を図示した。87は、

第12号住居跡の埋土より出土している。平らな中央部に敵打の対象となったような機能部が観察され

る。344は最も大型のものであり、中央部に凹みを持つ。345は両面ともに中央部に機能部としての凹

みがみられる。346も大型の石皿であり、凹みの一部には特にツルツルとした磨痕がある。347はほぼ

中央部にて折損している。
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(19)砥石(119，323

6点出土した。石材はシルト2点、安山岩4点である。このうち2点を図示した。折損しているも

のがほとんどである。323は、表裏両面のほぼ全面に擦痕がみられる。

(20）石棒（334～337）

4点出土した。すべて折損している。334は、全体を丁寧に敵打して棒状に整えられており、頭部

下の〈びれ部には擦痕がみられる。335は、長軸方向に直交する溝が作出されている。また斜状の線

刻が表面から側面にかけて施されている。334,335については、被熱の痕がみられる。337は、断面

形が円形になるものであり、研磨によって仕上げられている。

(21)石刀(338)

1点出土した。338は、上下並びに表裏面を折損しているが、左右の側面に研磨が認められ稜が作

出されていることから、石刀の折損したものとした。

(22）鈎形石製品（342）

1点出土した。342は、全体に及ぶ縁辺部からの二次調整によって、丁寧に整形されている。表面

は摩滅が激しく、トロトロした感じになっている。

(23）円盤状石製品（212）

1点出土した。212は、砂岩の薄い板状の素材の側縁全縁を打ち欠いて整形している。表裏面はツ

ルヅルした磨面となっている。前回調査時に出土したものより、大きさは一回り小振りである。

(24）石製品類(133,339～341)

4点出土した。339～341は、垂飾りだと思われる。339は全面を丁寧に研磨して仕上げており、表

面側からの一方向によって穿孔されている。340は表裏両面からの擦り切りによって穿孔されてい

る。表面には擦痕がみられる。314は穿孔作業の途中に折損してしまったものの、接合資料である。

表裏両面からそれぞれ穿孔作業が行われているが、その中心がずれてしまっている。全体は丁寧に研

磨されていて、同じ方向の擦痕がみられる。一対の切目は、装飾的なものど思われるが、切目石錘の

糸かがり部との関連や整形のための擦り切り工程の途中なのかなど、今後の検討を要する。

(25）異形石器（343）

1点出土した。343は、いわゆるトロトロ石器と似た形態をしているが、石器表面のどこにも研磨

された部分が認められないため、異形石器とした。繊密な二次調整が全面に施されている。

(26）粗製磯器（348）

砂岩の届平な楕I'J喋の側縁部に連続する調整を加えたものを粗製喋器とした。1点出土した。348

は、片方の側縁部に両面調整が粗くなされている。刃部としたものか、今後の検討を要する。
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第5章古代以|蜂の出土遺物

第1節土器・陶磁器類

本遺跡出土の古代以降の土器・陶磁器は中世1,055点、近世2,011点、合計3,066点を数える。時期

的には13世紀前半～19世紀前半に属する遺物が連続してみられ、最も多く出土したものは18世紀後半

以降に属する瀬戸美濃産の陶磁器類であった。以下、図示した遺物の概要を説明したい。

501～508は中国磁器であり、503と.HISが白磁、他は青磁である。505は底部内面に双魚文を貼り付

けた青磁の洗と思われ、508は高台接地面に4ケ所の快りを有する白磁の皿である。

509は土師器皿であり、口縁部内外面に煤が付着していることから灯明Ⅲとして使用されていたと

思われる。なお、本遺跡からは土師器皿はこの1点のみの出土であった。

510～528は古瀬戸である。これらの時期は513,518～520が中期前半、528が後期前半、他が後期後

半に属し、全体的には後期後半に該当する遺物が圧倒的に多いといえる。511は休部外面下方に錆化

粧が施されている天目茶碗で、2次的に被熱し粕薬がただれている。518は有耳壷であり、肩部外面

に櫛による5条の沈線が施されている。耳部は粘土板を貼り付けたもので、その上面には3条の沈線

がみられる。520は有耳壷の高台部であるが、高台内面が摩滅しているため何かに転用していた可能

性が指摘できる。528は柄付片nであり、体部内面に板状工具による横ナデの痕跡がみられ、体部外

面下方に横方向のケズリが施されている。

529～534は大窯である。531は小杯であり、内面に褐色を呈するイイ機物が付着している。

535は備前の大|Ⅲの可能性が高い。胎士は硬く焼き締まり、口縁部は内折し端部は鋭く尖る。また

器曲は暗茶褐色を呈し、内面には自然紬が降灰している。

536～548は越前であり、536～544は播鉢､545～548は壷である。越前の大半は16世紀代に属するが、

｢1縁端部に沈線を有する538のみが14世紀後半頃に属する。なお、537,541～543の体部外面下方には

紐起こしの痕跡がみられ、544は播目が交差している。

549は瀬戸産の有耳壷でないことから、美濃須衛産の有耳壷と想定した。

550～552,554～560,562～564は常滑であり、553は常滑か越前かの識別が不可能であったため資

器系とし、561は信楽の可能性が考えられる。常滑産の器種はいずれも髪ないし壷であり、時期的に

は13世紀後半～16世紀前半に属する。また、561は胎土中に長石粒をわずかに含み、口縁形態は断面

「N」字を意識していると思われる。

565～603は近廿の土器・陶磁器であり、その産地は大半が瀬戸美濃であるが579と580が肥前、597

が唐津、599と600が産地不明、602が土製品である。近世陶磁器のうち出土量が目立つ器種は、底部

内面に鉄絵による文様を楠いたⅢであり、昭和63年度～平成元年度の調査でも比較的多くMl土してい

る。また、599,600は同一個体の播鉢であり、播目は比較的密に施され、全面に黒色を呈する粕薬が

刷毛塗りされている。なお603は浬瓶であり、把手部は欠落している。

604～619は加工円盤であり、大半は碗・皿類の底部を打ち欠いて作成されているが、616のみ越前

播鉢の体部破片を転用している。
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第135図古代以降の出土土器・陶磁器(2)
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第136図古代以降の出土土器・陶磁器(3)
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第137図古代以降の出土土器・陶磁器(4)
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第2節銭貨

今回の調査で出土した銭貨は天聖元賓l、至和元賓1，洪武通賓1，永楽通賓2，寛永通賓3，銭

種不明3，破損銭2、合計13枚であった。このうち、623の永楽通賓の下には別の銭貨（銭種不明）

が錆でくっついている。

蕊
蔦惑緊

,ママ,野己

寺P3酸,iや9

篭
＝副一己一幸千

瀞
蕊
恥
穏
〃 (癒幽

嘘
§．‘:‘

Ｆ
ｉ
面

.''.:蕊識‘篭
I'.､･も

篭
《､7

，
、

0

〆fX2弄首~弓〒7､。
;.-.-,4畢一､.､-.．。、
”雪…・-.弓.愚'』､、

:…－^'r-"．‐j・青、．、学‐‘
今ﾔP.角1:p鼻一一,=･
→～FFJ''－．".

ＭＴ

寿
歩
蝋
砕
猟
測
郷
卿
挑 ７

や
．
ｒ
ま
鐸
・
ぶ
ぃ
群
球
｛
》
》
↑
咋
一
冬
一
宝
一
‐
．
《
〉
恥
一
睡
畔
乱
舞
》
咋
麹
歴
・
串
垂
浄

一
』
恥
、
ｑ
も
屯
Ｐ
も
。
．
□
ｊ
ｅ

－
、
画
一
‐
へ
《
減
一
己
恥
、
国
．
■
・
‐
ザ
酉
皇
グ
”
‐
、
‐
》
‐
ロ
勺
凸
‐
ロ
ー

写
り
宅
ず
員
、
。
．
」
・
‐
・
・
烏
一
・
・
ｙ
ザ
舎
Ｆ
黙
．
。
”
．
、
鳴
緋
雫

錘
．
穴
“
．
吟
祁
》
へ
蝿
，
、
↑
や
●
・
亨
．
．
．
’
、
・
・
一
・
・
・
．
岬
率
》
．
《
韮
』
》
へ
“
池
や
。
｝
か
・
》
・
＠
．
，
・
栂
い
ぷ
季
へ

・
辞
獄
一
》
雛
鰍
蜂
蝋
霊
峰
《
糊
斗
洲
験
舎

ｆ
』
や
恥
〃
・
祉
恥
‐
‘
？
シ
・
晶
堆
》
《
・
谷
上
Ｆ
、
。
ｂ
孝
・
、
仰
‘
華
一
“
”
・
比
や
》
零
。
．
今
‐
Ｐ
Ｊ
凸

一
・
Ｊ
虎
‐
躍
伊
乳
ら
ｒ
岸
瞭
謬
ａ
Ｆ
で
答
‐

画
‐
強
《

江、

Ｆ
岸
卜
す
』
■
恥
拍
や
“
・
財

Ｇ
Ｄ
Ｃ
阜
串
津
一
色
▲
■

陸
量
鴛
慮 一

守杢℃

.‘c-.f,冬..Z・『さ･

･､'．.･･､.＝..．j司会

ご塁夢
伊産ハ

ャ屯熱.，_至一

5

3cmロ

’|’ ｰ一J

(|／|）

第140図出土銭貨



上器．陶磁器観察表203

第35表土器・陶磁器観察表(1)

普通

報告書
番号

50

502TM

503

504

505

506

507

508TM

509TM

510

511

512TM

513

.>1!

51STM

516TM

位置

Cトレ

H12

14

C12

Bトレ

Bトレ

B12

15

13

B12

D10

G4

B6

B5

17

F11

層位

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

I

A

Ⅱb

Ⅱb

ⅡI

Ⅱb

Ⅱb

ⅡI

Ⅲ

器種

青磁碗

青磁端反

碗

白磁碗

青磁碗

青磁洗

青磁碗

青磁碗

白磁碗

土師器皿

古瀬戸天

目茶碗

古瀬戸天
目茶碗

古瀬戸天

目茶碗

古瀬戸卸
皿

古瀬戸福

鉢

古瀬戸播

鉢

古瀬戸痛

鉢

口径(c､）

(17.0）

(14.8）

(16.4）

(12.0）

(12.0）

(11.8）

(17.()）

底径

(r;nl

3．0

4．5

器高
(cm)

5．6

整形・調整

体部内外面回

転ナデ

体部内外面回

転ナデ

口縁部内外、面
回転ナデ

体部内外面回
転ナデ

体部内面回転
ナ デ

口縁部内外面

回転ナデ

体部内外面回
転ナデ

転
外
面
り

回
部
外
削

面
体
部
ラ

内
、
底
へ

部
デ
ー
転

体
ナ
面
回

体部外面上方

～内面横ナ

デ、底部外面
調整不明

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
一
一
／

＋
ノ

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部内外･面回
転ナテ

体部内外面回
転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

体部内外面回

転ナデ

胎土

含む

Iran以下の

わずかに

密、径Iram以下の

長石、石英をわ

ずかに含む

密、磯含まない

密、径1mm以下の
石英をわずかに

含む

密、径1mm以下の

長石をわずかに

含む

密、径!min以下の
長石をわずかに

含む

密、喋含'まない

やや粗、径2皿n以
下の長石をわず
かに含む

密、径1mm以下の
長石、石英を幾

っか含む

密、径In血以下α
長石、石英をわ

ずかに含む

密、径1mm以下の
長石、石英をわ

ずかに含む

密、径Imm以下の
長石、石英をわ
ずかに含.む

密、径1mm以下の
長石をわずかに
含む

密、操含まない

密、径1m以下の

長石、石英をわ

ずかに含'む

やや粗、径1mm以
下の長石をわず

かに含む

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

並
白 通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色調

灰オリー

プ色
(5Y6/2）

(1
1）

灰白色

(7.5Y8/
1）

灰色

(7.5Y6/
1）

灰白色

(N7/1)

灰白色

(N7/1)

灰白色

(N7/1)

灰白色

(10YR8

2）

灰白色

(10YR8

2）

浅黄橿色

(7.5YR8
／q，
／リノ

明褐灰色

(7.5YR7
/2）

明褐灰色
(7.5YR7
／ワ、
／合ﾉ

浅黄色
rワ貝V7／
、空｡U』Eノ

4）

橿色

5YR6/6

）

褐灰色

(10YR6/

1）

灰黄褐色
(10YR5／

”
白ﾉ

備考

全面施紬、

体部外面に
蓮弁文

全面施紬

全面に施紬

底部外面を

除き施紬、
底部内面中
央にスタン

プ押印

全面施紬、

底部内面に
魚文

全面施紬、

体部内面に
片切彫によ

る花文

全面施紬、

体部外面に
丸彫りによ

る蓮弁文

内面に施紬

口縁部内外

面に煤付着

底部外面周

辺を除き鉄
袖、後Ⅳ期

(古）

底部外面下

方を除き鉄
紬、二次的
に被熱、後
Ⅳ期(新）

底部外面周

辺を除き鉄

紬、後IⅡ期

全面に灰

紬、中I
Ⅱ期

期

全面に錆

紬、後Ⅳ

(古）

全面に錆

紬、後IV期

(古）

全面に錆
紬、播目1
単位10
条、原体幅
2.5cm，後Ⅳ

期(新）

挿図
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土器・陶磁器観察表(2)

古瀬戸折

縁深皿

報告書
番号

517TM

518

519

520TM

521TM

522TM

523TM

524

525TM

526

527TM

528

529

530

531

532TM

位置

G12

C10

D14

P7

H12

Q7

F9

C11

G12

B1
ワ
］

L11

C12

C9

C9

C9

19

層位

Ⅱ

Ⅱb

Ⅱb

1

Ⅲ

1

Ⅲ

Ⅱb

Ⅲ

Ⅱb

杭下

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱ

器種

古瀬戸橋

鉢

古瀬戸有

耳壷

古瀬戸有
耳壷

古瀬戸有

耳壷

古瀬戸水

注

古瀬戸梅
壷

古瀬戸花
瓶

古瀬戸折

縁深皿

古瀬戸折
縁深皿

古瀬戸直

縁大皿

古瀬戸柄

付片口

大窯天目

茶碗

大窯天目

茶碗

大窯小杯

大窯播鉢

口径Urn.

(12.0)

(12.4）

(3.9）

(上).0ノ

(24.4）

(34.2）

(34.4）

(28.0）

(14.0)

(11．()）

(9.8）

径
、

底
ノ
に

(11．(>）

(8.0）

(13.2!

(2.0）

器高

(cm)

8．7

整形・調整

口縁部内外面

回転ナデ

頚部内外面～

体部外面回転

ナデ、体部内
面指頭列痕

口頚部内外面
回転ナデ

底部外面回転

へラ削り、他

は回転ナデ

体部内外面回

転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

底部外●面回転
糸切り、他は

回転ナデ

体部外面回転

へラ削り、他

は回転ナデ

体部外面下方
回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部外面回転

へラ削り、他
は回転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

底部外面回転

糸切り、体部

外面下方回転

へラ削り、他
は回転ナデ

体部外面下方

回転へラ削
り、他は回転

一
一
／

十
ノ

体部外面下方

回転へラ削
り、他は回転
ナ
一
ナ、

体部内外面回
転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

胎土

密、径2mm以下の

長石、石英をわ

ずかに含む

密、径2n:m以下の

長石、石英を幾

つか含む

密、径1mm以下の

長石、石英をわ
ずかに含・む

密、径Iran以下の

長石を幾つか含
む

密、磯含まない

密、径2mm以下の

長
ず
石、石英をわ

かに含む

密、径2nm以下の

長石、石英をわ
ずかに含む

密、径2皿n以下の
長石をわずかに

含む

密、径1mm以下の

長石をわずかに

含む

やや粗、径'JITV.以
下の長石をわず

かに含む

密、径1mm以下の

長石、石英を幾

つか含む

密、径1mm以下の

長石をわずかに

含む

密、径2mm以下の
長石をわずかに

含む

密、径1mm以下の
石英をわずかに

含む

密、径1mm以下の
長石、石英を幾

つか含む

密、径1mm以下の
長石、石英をわ

ずかに含む

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

普通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色調

灰黄色

(2.5Y7/
ワ、
ムノ

灰白色

(5Y7/2)

黄灰色

(2.5Y6/

1）

灰白色
イEV7／11
、JLO／人ﾉ

にぶい黄
褐色
(10YR5/
3）

浅黄色

(2.bY7／3

）

灰白色

(2.5Y8ノ
、，
ムノ

浅黄色
(2.5Y7／

3）

灰色

(7.5Y6/

1）

灰黄色
(2.5Y7／

2）

灰黄褐色

(10YR5/

2）

にぶい黄

燈色

(10YR7/

2）

にぶい橿
色

(7.5YR6

/3）

燈色
(7.5YR6

'6）

にぶい赤

褐色

(5YR5/4
ノ

にぶい橿

色

(7.5YR6

/4）

備考

全面に錆

紬、後IV期

(新）

頚部内面～

体部外面に
灰紬、肩部
外面に沈線
中
期
、
Ⅱ

条
・
５
１

全面に灰

紬、中I
Ⅱ期

高台外面に

灰紬、中

I。Ⅱ期

全面に鉄

紬、耳欠

損、後IV期

口縁端部を
除き灰紬、
後Ⅲ～Ⅳ期

体部外面に

灰紬、後1V
期(古）

全面に灰

紬、後Ⅲ期

全面に灰

紬、後Ⅲ期

全面に灰

紬、後IV期
(古）

全面に灰

紬、後Ⅳ期

(古）

底部外面を

除き灰紬、

後1期

体部外面下
方を除き鉄

紬、大窯第

1段階

体剖I外面下

方を除き鉄

紬、大窯第

3段階

面
第

外
灰
窯

内
に
大

部
方
、

体
上
紬

4段階

全面に錆

紬、大窯第

3段階

挿図
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土器・陶磁器観察表(3)

報告書
番号

533

534TM

535TM

536

537TM

538TM

539TM

R40TM

戸
屍
Ｊ 41TM

R42TM

543

544

545TM

546TM

547TM

548TM

位置

Cl2

F10

11q
LゴLqF

Cl（）

H7

H7

H3

16

1ハT7

1｡「、し

L5

Cll

D11

11（）

11（〕

屋
』

１
１

110

層位

Ⅱb

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱb

I

I

Ⅱ

アーゼ

I

IⅡ

IIb

Ⅲ

、

Ⅲ

グ
ー
十
鴫

ア
／

Ⅲ

器種

大窯播鉢

大窯播金

備前？播

鉢

越前播鉢

越前播鉢

越前播鉢

越前播鉢

越前播鉢

越前播鉢

越前播鉢

越前播金

越前播鉢

越前壷

越前壷

越前？畳

越前壷

口径iCili)

(24.()）

(ワq4）
､~”①▲ノ

底径

(cm)

(15.2)

12.6)

一
局
、
叩

口
寄
Ｃ

旦
恒
／
０
ｋ
整形・調整

口縁部内外面

回転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

体部内外面回

転ナデ

体部内外~面回

転ナデ

体部内外面回

転ナデ、底部
外面調整不明

口縁部内外面

回転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

体部外面回転
一
寺
／
｛寺
ノ

底部外面調整
不明、体部外
面回転ナデ

底部外面調整

不明、体部外

面回転ナデ

体部内外面回

転ナデ

体部外面回転

ナデ

体部外面上方

回転ナデ、下
方調整不明、
体部内面横ナ
ﾃy

底部外面に布

目？体部外面
縦方向のヘラ

ケズリ、体部

内面横～斜め
方向のナデ

口縁部内外面

回転ナデ

口頚部内外面

回転ナデ

胎土

密、径Iiniii以下の

赤色酸化土粒を

幾つか含む

密、径l皿､以下の

長石をわずかに

含む

密、径1mm以下の

長石をわずかに

含む

粗、径3mm以下の

長石を幾つか含

む

粗、径3mii]以下の

長石を、わずか

に含む

やや粗、径2mm以

下の長石、石英
を幾つか含む

やや粗、径:imm以
下の長石、石英

を幾つか含む

やや粗、径2iniii以

下の長石、石英

を幾つか含む

粗、径3mm以下の
長石、石英を多

く含む

やや粗、径2mm以

下の長石、石

英、赤色酸化土
粒をわずかに含

む

やや粗、径2mm以

下の長石、石

英、雲母を幾つ

か含む

やや粗、径2min以

下の長石をわず

かに含む

密、径:'.¥m¥以下の

長石、石英を幾

つか含む

やや粗、径l1llm以

下の長石、赤色

酸化土粒をわず
かに含む

やや粗、径::iî i以

下の長石、石

英、雲母をわず

かに含む

やや粗、径2mm以
下の長石をわず

かに含嘩む

焼成

良好

良好

良好

普通

普通

良好

良好

普通

普通

良好

良好

普通

良好

普通

良好

普通

色調

にぶい燈
缶
一

(7.5YR6

/4）

にぶい黄

桜色

(10YR7/
2）

灰褐色

(5YR5/2

）

にぶい黄

燈色

10YR7/

2）

淡黄色

(2.5Y8/
q，
リノ

灰白色

10YR8/

1)

にぶい赤

褐色

(2.5YR5/

4）

灰黄褐色
(10VR5ノ

2）

燈色

(10YR7/

3）

橿色

(7.5YR7

/6）

明褐灰色

(7.5YR7
／、，

／乙ノ

灰黄褐色
(101YR5
／ワ1
ﾀﾞｰﾉ

褐灰色

(10YR4/

l）

褐灰色

(10YR5/

l〕

褐灰色

(7.5YR5

/l）

黄灰色

(2.5Y5/
l）

備考

全面に錆

紬、大窯第

4段階

口縁端部を

除き錆紬、
大窯第4段

階

体部内面に

自然紬降

灰、16C後

半

播目l単位

9条、原体
幅.2.8cm、口
縁部外面に
煤付着、16

C後半

播目1単位
13条、原
体幅i3.7cm，
体部外面は

被熱による

剥離が著し
、
ＢＬ
Ｖ

体部外面煤
付着、l4C
後半

口縁部内面

に1条の沈

線、16C代

体部内外面

に自然紬降
灰、I6C代

体部内面平

滑、橘目、
1単位9
条、原体幅
2．6cm

播目1単位

10条、原
体幅3.3cm

播目l単位

13条、原
体幅3.0cm

体部内面に

横方向の播

目あり

耳欠損

全面に鉄

紬？

l6C代

挿図
番号

101頁
』RJRJ

〃

〃

〃

〃

〃

『『

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

図版
番号

67

〃

〃

68

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

66

67

〃

〃



206第5章古代以降の出土遺物

土器・陶磁器観察表(4)

》
鶏

549

b50TM

551TM

552

553

554

555

556

557

558TM

559TM

560

561

562

563

564

位置

B9

7A卜し

G4

C12

B12

D12

B12

D14

C9

H12

L17

C9

C9

C11

C12

C11

層位

Ⅱb

I

I

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

I

I

IⅡ

I

I

Ⅱb

Ⅱb

IIb

器種

美濃須

衛？有耳
壷

常滑翌

常滑饗

常滑要

盗器系要

常滑翌

常滑空

常滑翌

常滑翌

常滑翌

常滑翌

常滑要

信楽？喪

常滑要

常滑聾

常滑婆

口径'cm)

(12.0)

(37.0）

(42.0）

(10.2)

底径

(cm)

18．2

縞
、
皿

只
テ
ロ
ノ
ー
、
整形・調整

口頚部内外面

回転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ

口頚部内外面

回転ナデ

口頚部内外面
回転ナデ、体

部内面指圧

口頚部内外面
回転ナデ

口縁部内外●面

回転ナデ、頚
部内面指圧後
回転ナデ

口縁部内外面
回転ナデ

口縁部内外面

回転ナデ、頚
部内面指圧

体部内外面回
転ナチ

体部内面指圧

後回転ナデ

口頚部内外面

回転ナデ、頚
部内面下方指
圧後回転ナデ

口頚部内外面

回転ナデ、頚
部内面下方指
圧後回転ナデ

口頚部内外面

回転ナデ

体部内面下方
回転ナデ、横
方向のヘラケ

ズリ、体部外
面下方縦方向
のケズリ

方
ナ
方
外
体
列

下
板
上
内
、
頭

面
の
面
部
デ
指

外
向
外
縁
ナ
面

部
方
、
口
横
内

体
縦
デ
ー
面
部
痕

胎土

やや粗、径5intn以
下の長石、石英
を幾つか含む

密、径1mm以下の
長石、石英をわ
ずかに含む

や
の
幾

や
下
を

粗、径1mm以
長石、石英

っか含む

やや粗

下の長
か含む

やや粗、径7mm以

下の長石、石英

を幾つか含む

やや粗、径2mm以
下の長石、石英

を幾つか含む

やや粗、径Imm以
下の長石、石英

を幾つか含む

や~や粗、径!.'mm以

下の長石、石

英、雲母を多く
含む

やや粗、径3m以

下の長石を多く
含む

やや粗、径2mm以

下の長石、石英
をわずかに含む

やや粗、径2mm以

下の長石、石

英、雲母、赤色
酸化土粒を幾つ
か含む

やや粗、径2im以

下の長石、石
英、雲母、赤色
酸化土粒を幾つ
か含む

を幾

粗、径Smm以

長石、石英

つか含む

やや粗、径2nim以

下の長石、石

英、雲母を多く
含む

やや粗、径iram以

下の長石、石英

を幾つか含む

やや粗、径5mm以

下の長石、石英

を多く含む

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色調

灰白色

2.5Y7/

1）

灰黄色

(2.5Y7/

2）

灰黄褐色

(10YR5/

2）

黄灰色

(2.5Y4／

1）

褐
５
い
駅
ぶ
５
０
，
１
Ｊ
〃

に
色
々
伺

褐灰色
(7.5YR5

'1）

灰黄褐色

(10YR4/
2）

褐灰色

(5YR4/1

）

褐灰色

(10YR4/

1)

黄灰色
(2.5Y6/

1）

褐灰色

(7.5YR5
/11
▲ノ

褐灰色

(7.5YR4
／1，
／ユノ

灰黄褐色
(10YR5/

2）

褐灰色

(7.5YR6

/1）

褐灰色

(7.5YR4

/1）

黒褐色

(10YR3/
、
ノ
ワ
ム

備考

口縁部内外
面に自然紬
降灰、6a

型式

6a型式

口縁部～頚

部外面自然

紬降灰、6
a麺式

口縁部内面

～口頚部外

面自然紬降
灰、6b型
式

10型式

11型式

口縁部～体

部外面に自
然紬降灰、
10型式

体部外面に

押印文、自
然紬降灰、
6a型式

体部外面に

押印文、自
然紬降灰、
6a～6b

型式

口縁部内面

に自然紬降
灰、6b型

式

頚部内面に

黒色有機物

付着

口縁部～頚

部外面に自
然紬降灰、
7型式

底部内面の

みにぶい黄

橿色を呈す
る、6b～
7孫多式

全面二次的

に被熱、7
型式

挿図

番号

136

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ⅱ

〃

７
，
ｑ
〕
１
▲

図版

番号

67

68

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

■
Ｏ
Ｆ

Ｔ
■
ｒ

〃

〃

〃

『『

66

〃



土器・陶磁器観察表207

土器・陶磁器観察表(5)

報告書

番号

565

566

567TM

t>68TM

569TM

570TM

571TM

572TM

573TM

574

575TM

576

577

578

579TM

580TM

位置

C12

C12

B？

H7

G12

16

L7

15

L7

B8

K12

C9

C8

戸1ウ
ー上白

G4

J12

層位

Ⅱb

Ⅱb

つ

I

Ⅱ

アゼ

I

Ⅲ

ⅡI

Ⅱb

111

Ⅱb

Ⅱb

Ⅱb

I

I

器種

瀬戸美濃
鉄絵皿

瀬戸美濃

鉄絵皿

瀬戸美濃
鉄絵皿

瀬戸美濃
鉄絵皿

瀬戸美濃

鉄絵皿

瀬戸美濃
鉄絵皿

瀬戸美濃

輪禿皿

瀬戸美濃
端反皿

瀬戸美濃
輪禿皿

瀬戸美濃

菊皿

瀬戸美濃

志野丸皿

瀬戸美濃

染付皿

瀬戸美濃

染付皿

瀬戸美濃
鉄絵皿

肥前染付
Ⅲ

肥前染付

皿

口径cm)

13．4

/ヴ1，
《I・」ノ

(12.3）

(15.0)

(13.4）

(14.7）

(6.6）

(14.()）

(14.3）

13．2

(11.8)

r1頁ワ1
、Lu･今ﾉ

底径

cm)

8．1

(8.6）

ff､「､、
（C・Uノ

(6.9）

/nP，

(』．、ノ

(6.8）

(8.0）

(8．0）

(8.0）

(3.4）

(6.4）

ｑ
〕

７
０

(8.4）

(6.3）

(9.4）

一
局
、

ロ
ー
ウ
ハ
レ

ｑ
一
向
ノ
０
、

qワ
曹・色

ワヮ
ー･『

3．6

3,4

3.3

3.6

3．5

5．5

2．9

45

3.6

整形・調整

体部外面下方
～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方

～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方

～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方

～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方

～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

底部外面回転

へラ削り、他
は回転ナデ

体部外面下方
回転へラ削

り、他は回転
ナデ

底部外面周辺
回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部外面下方

～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方
回転ナデ

体部外面下方

～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部

～底部外面厄

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方
～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方
～底部外面回

転へラ削り、
他は回転ナデ

体部内外面回
転ナデ

体部内外面回
転ナデ

胎土

やや粗、径3皿n以
下の石英を幾つ
か含む

密、径2mm以下の
長石、石英、赤
色酸化土粒をわ
ずかに含む

やや粗、径2mm以
下の長石、石英
をわずかに含む

やや粗、径2mm以
下の長石、石英
を幾つか含む

密、径1町1以下の
長石をわずかに

含む

やや粗、径1mm以
下の長石、赤色

酸化土粒をわず
かに含む

密、径2mm以下の
長石、石英をわ
ずかに含む

密、径1皿n以下の
長石をわずかに

含む

やや粗、径2mm以
下の長石、石英
を幾つか含む

やや粗、径1mm以
下の長石をわず

かに含む

密、径l皿n以下の

長石をわずかに
含む

やや粗

む

密、径2ian以下の
長石をわずかに
含む

粗
長
つ

や
の
幾

や
下
を

密、径1

長石、石英
ずかに含む

密、磯含まない

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

艮好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色調

灰黄色
(2.5Y6／
ワ、
倉ﾉ

灰白色

(2.SYSノ
2）

灰黄色

(2.5Y7/
ソ1
~ノ

灰白色

(10YR8/
、
ノ
リ
ム

淡黄色
(2．5Y8／

3）

淡黄色

(2.5Y8/
3）

暗赤灰色

(10R4/1

）

にぶい黄
燈色

(10YR7/
3）

暗灰黄色

(2.5Y5/
01
乙ノ

淡黄色

(2.5Y8/
3）

灰白色

(2.5Y8/

1)

明褐灰色

(7.5YR7

/1）

にぶい黄
燈色

(10YR7/
3）

灰白色

(2.5Y8/

1）

灰白色

(N8/1)

灰白色

(10Y8/1
）

備考

底部外面周

辺を除き灰
紬、底部内
面に蘭竹
文、上・ン痕

あり、H1
2グリッド

と接 合

面下

き灰

紬、底部内
面に蘭竹文

底部外面を

除き灰紬、
底部内面に
鉄紬、上°ン

痕

底部内面に

筒竹文、灰
紬

体部内面灰
紬、底部内
面に蘭竹文

底部外面を

除き灰紬、
底部内面に
筒竹文、ピ
ン痕あり

体部外面下
方～底部外
面、底部内
面周縁を除

き灰紬、二

次的に被熱

底部外面周
辺を除き灰

紬

体部外面下

方～底部外
面と底部内
面周縁を除

き灰紬
－

体部外面上

方～内面に
灰軸、口縁
部に緑紬流
し掛け

全面に長石

紬、底部内
外面にこ°ン
痕

体部内面に

海浜風景

底部内面に

水草

体部外面下

方～底部外
面を除き灰
紬、底部内
面に蘭竹文

体部外面に

唐草

体部内面に

海浜風景、
口縁部内面

に1条の沈

線

挿図

番号

137

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

138

〃

〃

〃

〃

138

図版
番号

65

〃

〃

69

〃

〃

〃

〃

ｆ
″

■
０
Ｆ

65

69

〃

65

〃

69

65



208第5章古代以降の出土遺物

土器・陶磁器観察表(6)

報告書

番号
位置

581

582TM

583

584

585TM

586TM

587

B88TM

589TM

590

591TM

592

593TM

594

M.nTM

Bトレ

Q13

D12

D11

K5

Ql7卜
し

B12

110

H5

C8

G10

C9

G6

B10

|”

層位

Ⅱb

Ⅱ

Ⅱb

Ⅱb

アゼ

Ⅱ

Ⅱb

Ⅲ

I

Ⅱb

IⅡ

Ⅱb

Ⅱ

Ⅱb

I

器種

瀬戸美濃
天目茶碗

瀬戸美濃

丸碗

瀬戸美濃

丸碗

瀬戸美濃
丸碗

瀬戸美濃
丸碗

瀬戸美濃
丸碗

瀬戸美濃
丸碗

瀬戸美濃

丸碗

瀬戸美濃
丸碗

瀬戸美濃
染付丸碗

瀬戸美濃

丸碗

瀬戸美濃
染付丸碗

瀬戸美濃

染付丸碗

瀬戸美濃
染付丸碗

瀬戸美濃

染付丸碗

口径(cm)

112.0)

(11．4）

ｲqq1
，J･シノ

(U.0!

(12.0）

(10.4）

(10．2）

(9.5）

(9.6）

11.4)

(10．6）

(11.2）

10．7

(9.6）

底径

(cm)

4.5

4．9

(4.6）

(3.8）

(3.8）

(411
，▲●ユグ

4
ｑ
Ｊ

(3.8）

器高

(nni

5.9

7.0

6.5

6．9

5.7

5,8

5.8

4．8

整形・調整

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部内外面回

転ナデ

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
－十

守
邑
一
『
〃

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
ナチ：

体部外面下方
～底部外面回
転へラ削り、
他は回転ナデ

体部外面下方
回転へラ削

り、他は回転
ナデ

体部内外面回

転ナデ

体部内外面回
転ナデ

体部外面下方

回転へラ削

り、他は回転
ナデ

外
へ
部
転
体
回
一
方
部
下
底
面

ラ削り

体部内外面回

転ナデ

体部内外面回
転ナデ

体部内外●面回

転ナデ

体部内外面回
転ナデ

胎土

密、径Itnm以下の
長石をわずかに

含む

密、径1m以下の

長石、石英をわ

ずかに含む

密、径1mm以下の
長石をわずかに
含む

密、径3mm以下の
長石をわずかに

含む

やや粗、径lnn以

下の石英をわず

かに含む

密
長
ず

、径Imra以下の

石、石英をわ
力3に含む

密、径1mm以下の

長石をわずかに

含む

密、径2mm以下の
長石をわずかに

含む

密、径1mm以下の
長石をわずかに

含む

やや粗、径2m以
下の長石をわず

かに含む

密、径1mm以下の
長石をわずかに

含む

密、径1mm以下の

長石、石英をわ
ずかに含む

密、磯含まない

密、磯含まない

密、喋隻含まない

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

普通

良好

良好

良好

良好

良好

色調

にぶい黄

燈色

(10YR7/

3）

浅黄燈色
(10YR8/

3）

灰白色

(10YR7/

1）

灰白色

(2.5Y8/

2）

にぶい黄

燈色

(10YR6/

〕）

浅黄燈色
(7.5YR8
／Q，
／Jﾉ

オリーブ

褐色

(2.5Y4/
4）

にぶい黄

燈色

C10YR6/
3）

灰白色
(2.5Y8／
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